
２

13

16

令和６年度予算

少子化対策は など

介護保険条例の
　　一部を改正 など

特 集

議 案

委員会リポート

９人が一般質問

26議員定数や議員報酬を学ぶ

いつ起こるか分からない災害に

町政を問う

No.１５９No.１５９
宮城県七ヶ浜町議会宮城県七ヶ浜町議会
令和6年4月25日令和6年4月25日

議会だより議会だより
しちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはま



ローリングストックで上手に備蓄

○必需品
　・水　２L×６本×４箱
　・カセットコンロ・カセットボンベ×12本
○主食
　・米　２㎏×２袋
　・乾麺　
　・カップ麺類×６個
　・パックごはん×６個
○主菜
　・レトルト食品
　・缶詰
○副菜（その他）
　・日持ちする野菜類
　・調味料
　・梅干し、のり、乾燥わかめ　など

家庭備蓄の例（１週間分／大人２人の場合）

赤ちゃんや高齢者をはじめ配慮が必要な方のための
食品や日用品備蓄も始めたいですね！

電柱に設置される予定です

昔の「けもの道」復活？！

最短距離で避難できますね

　　　津波災害時を想定した徒歩避難者の避難経路確保のた
　　　め生涯学習センターへの避難路の整備事業が始まります。

Ｑ）　設置場所は?
Ａ）　菖蒲田浜横断線の笹山に曲がる入り口から、生涯
　学習センターへ向かって通路を設置予定です。

Ｑ）　長さや距離はどれくらい？
Ａ）　避難路の長さは約60ｍほどです。現在は生涯学習セン
　ターまで600ｍ以上かかりますが、まっすぐ行くと300ｍ
　ほどで行けるようになります。

Q）　階段にするの、それとも車いすでも通れるようにス
　ロープにするの？手すりは付けるの？
A）　最初に樹木を伐採し、状況を見極め、設計を行います。
　伐開する幅は、4mを予定しています。手すりは付けたい
　と考えています。

令和6年度
　　一般会計当初予算

(前年度比700万円減)

72億300万円

　　　　津波避難場所などの方向や距離を示す「避難誘導標識」
　　　が新たに６区域に設置されます。万一の津波災害に備え、
　　　確認しておきたいですね。

設置箇所

農水省ＨＰをチェック！

要害遠山湊浜

松ヶ浜菖蒲田浜菖蒲田浜横断線

目々澤　遥奈さん
　性別や年齢が違うと必要な備
蓄品も変わってくると思います。
女性や若い世代の意見を反映し
た備蓄品もあると嬉しいです。

　通学している時に低い場所が
多いので、避難経路ができるの
は安心です。生涯学習センター
にもよく行くので、普段からも
利用したいと思います。

　衛生面が心配なので、簡易トイレ
を備蓄したいと思います。コンタク
トレンズが流されてしまった時のこ
とを考えて、常にメガネも持ち歩く
ようにすると安心かと思います。

めめざわ　　はるな
最上　真実さん
もがみ　　まこと

黒澤　颯翔さん
くろさわ　はやと

特　　集　－令和６年度予算－

大規模自然災害への備えは、十分でしょうか。
今回、町でも備蓄品を補充したものの、家庭や職場で備えておきたいものですね。町の避難所運営マ
ニュアルには「東日本大震災では、家の被害がなくても、食料不足から避難所に食料を求める方がい

ました。避難所は、避難を必要とする方の施設ですので、基本的には避難者への食料が優先です。ただし、支
援物資が届き始めるなど、支援ができる状態になった場合は、可能な範囲で支援を行ってください」とありま
す。やはり家族分の食料や水などは、ある程度各自で備蓄しておかなければいけませんね。実際にどんなもの
を備蓄しておくと良いのでしょうか。改めて備蓄品を見直してみませんか。

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

いつ起こるか 分からない　　に
生涯学習センターへの徒歩避難経路確保へ

吉田浜野山避難路伐開・除草業務委託料　42万円
吉田浜野山避難路設計業務委託料　　　 219万円

　令和６年定例会３月会議を３月１日から３月15日までの会期で開催しました。６年度当初予算は、
これまでも取り組んできた６つの政策軸をより推進させるための予算編成となっています。５年度
補正予算や条例の一部改正など33件の議案などを審議し、議員提出議案１件以外は原案の通り可
決しました。(14㌻参照) 一般質問は９人の議員が町の対応や考えを問いただしました。

充実した備蓄品へ　災害用備蓄食料等購入代  311万円

新たに避難誘導標識設置へ
避難所誘導標識設置工事　202万円

３月
会議

③  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ②
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　入学祝金の件は今ま
で知りませんでした。他
市町の祝金を検索してみ

たら、手厚い支援をしている町もありますので、
第一子から支援してもらえると本当に助かると思
います。

田邉郁子さん、宇叶さん、
希叶さん、真吾さん、
福之助さん、暖之助さん

た   なべ  いく   こ

ふく  の　すけ はる  の　すけ

き　か しん　ご

う　  か

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

転入してきたくなる 町へ！独自策は？！

小学校入学祝金支給事業
　　　　　　（県補助事業）75万円

第３期子ども・子育て支援事業計画
　　　　策定支援業務委託料　400万円

たくさんの町民の意見を吸い上げて策定してほしい

　小学校に入学する児童１人につき、各市町村が定め
た祝金や入学用品等が支給されています。支給される
金額や対象児童は市町村によって異なっています。
◆七ヶ浜町
　多子世帯の負担軽減のために第3子以降のみに小
　学校入学時３万円のお祝い金を支給
◆丸森町
　第１子から小学校入学時３万円のお祝い金を支給

Ｑ）子育て支援を本気で取り組むのであれば、町独
　自で金額の上乗せなどは検討しないのですか？
Ａ）他の事業との整合性などを整理して検証し、財
　源等が見つかれば検討していきたいと思います。

　７年度からの５か年計画(2025年度～2029年度)を
策定

Ｑ）第２期計画にはパブリックコメントが実質１件
　でしたが、もっとたくさんの町民の声を聞かないの
　ですか？
Ａ）今後、計画策定していくなかで、工夫しながら周
　知をしていきたいと思います。

H27年度 H28年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
R5年度

R6年3月31日時点
93 86

H29年度

79 111 83 83 67 77 66

年 度 別 出 生 数単位：人

　本町の人口は、2035年には15,000人を割り込み、2050年には11,250人まで減少する見込みと
されています。(国立社会保障・人口問題研究所の推計による)
　５年度の出生数は６年３月31日時点で66人と、平成27年度には93人だった出生数に比べ27人
も減っています。児童生徒数が減少している今、学校や部活の在り方など、真剣に考えなければい
けない岐路に立たされています。
　現状は？今後は？町独自の特色ある支援や教育はあるのでしょうか。

特　　集　－令和６年度予算－

外国語指導助手派遣事業　1016万円英語検定受験者費用補助　57万円
　　 (小学校20万円・中学校37万円)

中体連参加補助金（郡・県）100万円

学校再編検討委員会講師謝金　10万円

小学校：６年生児童１人につき年１回５級受験料補助
中学生：生徒１人につき年１回３級以上受験料補助

Ｑ） 英検の補助事業は助かっていますが、合格者を
　増やす取り組みは？
Ａ）今年力を入れていくのは、読む、語彙、それから
　文法事項を５年生から入れていくことにしていま
　す。 カリキュラムは英語コミュニケーション推進委
　員会で英語教諭を中心に組み直しています。

ALT (外国語指導助手) 4名が、小中学校で英語コミュ
ニケーションの授業における指導など、英語コミュニ
ケーション力の育成につながるプログラムを行っていま
す。授業づくりと実践はALTと担任によるティーム
ティーチングで行っています。
Q）「七ヶ浜５ラウンドシステム」による指導方法の
　ブラッシュアップにより、小学校からの英語コミュ
　ニケーション力の育成と継続と高校受験等も見
　据えた「書く力」や「読む力」の向上を図るため、
　文法力や語彙力の強化に取り組むとのことですが、
　具体的に何をどう進めるのですか？ICT機器も
　活用していくのですか？
Ａ）基本的には中学校の英語教諭を中心にして検討
　しています。ICT機器は使う場面もあるし、使わ
　なくてもいいところは使わないなど柔軟に考えて
　います。
Ｑ）以前は少人数クラスがありましたが、これからは
　どうなりますか？
Ａ）英語だけではなく体育技能教科も含めて、全ての
　教科においてできていません。国が打ち出している
　のは個別最適化ですが、予算が全くついていないの 
　が現状で、学校はそれぞれ工夫しながら進めてい 
　ます。

　町としてどういった学校の在り方、統合も含め、望
ましいのかということをふまえた上で、講師を呼んで
勉強していくための講師謝金です。

Ｑ）誰のための勉強会ですか？教育委員会や教育総務
　課職員向けですか？たくさんの人に関わる問題なの
　で町民も参加できますか？
Ａ）具体的にまだ決まっていません。６年度にどうい
　った講師を呼ぶかも含めながら検討していきます。

　部活動の地域移行や地域連携（※）も進めなければい
けない時代背景もあり、6年度からは、部活動が任意
加入となります。色々なことが変更になっている今、
生徒達をどう応援できるのか、考えたいものです。

Ｑ）６年度の新人戦から、塩竈市や多賀城市、宮城
　郡、富谷黒川地区が一緒になり、仙台北地区中学校
　体育連盟として、開催されます。移動距離・範囲も
　例年以上になりますが、今までと同額で計上され
　ています。十分ですか？
Ａ）６年度では増やさない考えですが、７年度に向け
　て金額の変更等も視野に入れ、検討していきたいと
　思います。

（※）地域移行とは、これまで学校が主体となってきた
部活動を新たに地域が主体となって活動する地域クラ
ブ活動に移行することです。また、地域連携とは学校
の部活動において部活動指導員等を活用することや部
員が少ない学校間で合同練習を行うことなどです。

　専門家の意見も大切だと思い
ますが、町民、特にこれから子
育てをする世代の意見を取り入
れた形で検討して欲しいです。

　中学生なので、文法は簡単に説
明するだけではなく、どうしてこう
なのか、こうなるのか、もっと詳し
く説明してもらいたいです。

赤間　大慈さん

ふくやま　なおき

あかま　 だいじ

福山　直樹さん

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

ご　  い

⑤  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ④



　入学祝金の件は今ま
で知りませんでした。他
市町の祝金を検索してみ

たら、手厚い支援をしている町もありますので、
第一子から支援してもらえると本当に助かると思
います。

田邉郁子さん、宇叶さん、
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き　か しん　ご

う　  か
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転入してきたくなる 町へ！独自策は？！

小学校入学祝金支給事業
　　　　　　（県補助事業）75万円

第３期子ども・子育て支援事業計画
　　　　策定支援業務委託料　400万円

たくさんの町民の意見を吸い上げて策定してほしい

　小学校に入学する児童１人につき、各市町村が定め
た祝金や入学用品等が支給されています。支給される
金額や対象児童は市町村によって異なっています。
◆七ヶ浜町
　多子世帯の負担軽減のために第3子以降のみに小
　学校入学時３万円のお祝い金を支給
◆丸森町
　第１子から小学校入学時３万円のお祝い金を支給

Ｑ）子育て支援を本気で取り組むのであれば、町独
　自で金額の上乗せなどは検討しないのですか？
Ａ）他の事業との整合性などを整理して検証し、財
　源等が見つかれば検討していきたいと思います。

　７年度からの５か年計画(2025年度～2029年度)を
策定

Ｑ）第２期計画にはパブリックコメントが実質１件
　でしたが、もっとたくさんの町民の声を聞かないの
　ですか？
Ａ）今後、計画策定していくなかで、工夫しながら周
　知をしていきたいと思います。

H27年度 H28年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
R5年度

R6年3月31日時点
93 86

H29年度

79 111 83 83 67 77 66

年 度 別 出 生 数単位：人

　本町の人口は、2035年には15,000人を割り込み、2050年には11,250人まで減少する見込みと
されています。(国立社会保障・人口問題研究所の推計による)
　５年度の出生数は６年３月31日時点で66人と、平成27年度には93人だった出生数に比べ27人
も減っています。児童生徒数が減少している今、学校や部活の在り方など、真剣に考えなければい
けない岐路に立たされています。
　現状は？今後は？町独自の特色ある支援や教育はあるのでしょうか。

特　　集　－令和６年度予算－

外国語指導助手派遣事業　1016万円英語検定受験者費用補助　57万円
　　 (小学校20万円・中学校37万円)

中体連参加補助金（郡・県）100万円

学校再編検討委員会講師謝金　10万円

小学校：６年生児童１人につき年１回５級受験料補助
中学生：生徒１人につき年１回３級以上受験料補助

Ｑ） 英検の補助事業は助かっていますが、合格者を
　増やす取り組みは？
Ａ）今年力を入れていくのは、読む、語彙、それから
　文法事項を５年生から入れていくことにしていま
　す。 カリキュラムは英語コミュニケーション推進委
　員会で英語教諭を中心に組み直しています。

ALT (外国語指導助手) 4名が、小中学校で英語コミュ
ニケーションの授業における指導など、英語コミュニ
ケーション力の育成につながるプログラムを行っていま
す。授業づくりと実践はALTと担任によるティーム
ティーチングで行っています。
Q）「七ヶ浜５ラウンドシステム」による指導方法の
　ブラッシュアップにより、小学校からの英語コミュ
　ニケーション力の育成と継続と高校受験等も見
　据えた「書く力」や「読む力」の向上を図るため、
　文法力や語彙力の強化に取り組むとのことですが、
　具体的に何をどう進めるのですか？ICT機器も
　活用していくのですか？
Ａ）基本的には中学校の英語教諭を中心にして検討
　しています。ICT機器は使う場面もあるし、使わ
　なくてもいいところは使わないなど柔軟に考えて
　います。
Ｑ）以前は少人数クラスがありましたが、これからは
　どうなりますか？
Ａ）英語だけではなく体育技能教科も含めて、全ての
　教科においてできていません。国が打ち出している
　のは個別最適化ですが、予算が全くついていないの 
　が現状で、学校はそれぞれ工夫しながら進めてい 
　ます。

　町としてどういった学校の在り方、統合も含め、望
ましいのかということをふまえた上で、講師を呼んで
勉強していくための講師謝金です。

Ｑ）誰のための勉強会ですか？教育委員会や教育総務
　課職員向けですか？たくさんの人に関わる問題なの
　で町民も参加できますか？
Ａ）具体的にまだ決まっていません。６年度にどうい
　った講師を呼ぶかも含めながら検討していきます。

　部活動の地域移行や地域連携（※）も進めなければい
けない時代背景もあり、6年度からは、部活動が任意
加入となります。色々なことが変更になっている今、
生徒達をどう応援できるのか、考えたいものです。

Ｑ）６年度の新人戦から、塩竈市や多賀城市、宮城
　郡、富谷黒川地区が一緒になり、仙台北地区中学校
　体育連盟として、開催されます。移動距離・範囲も
　例年以上になりますが、今までと同額で計上され
　ています。十分ですか？
Ａ）６年度では増やさない考えですが、７年度に向け
　て金額の変更等も視野に入れ、検討していきたいと
　思います。

（※）地域移行とは、これまで学校が主体となってきた
部活動を新たに地域が主体となって活動する地域クラ
ブ活動に移行することです。また、地域連携とは学校
の部活動において部活動指導員等を活用することや部
員が少ない学校間で合同練習を行うことなどです。

　専門家の意見も大切だと思い
ますが、町民、特にこれから子
育てをする世代の意見を取り入
れた形で検討して欲しいです。

　中学生なので、文法は簡単に説
明するだけではなく、どうしてこう
なのか、こうなるのか、もっと詳し
く説明してもらいたいです。

赤間　大慈さん

ふくやま　なおき

あかま　 だいじ

福山　直樹さん

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

ご　  い

⑤  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ④
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ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
内
容
は
。

　
　
全
職
員
に
対
し
て
、心
理
的
な
負

担
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
等
を
行

い
、健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　
　
４
月
か
ら
新
た
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室

が
設
置
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
関
係

の
職
員
研
修
の
実
施
方
法
は
。

　
　
富
谷
市
に
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
研

修
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
研
修
所
が
あ

り
、活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　
避
難
路
新
設
工
事
の
内
容
は
。

　
　
徒
歩
避
難
を
想
定
し
、横
断
笹

山
地
区
か
ら
中
央
公
民
館
に
向
か
っ
て

通
路
を
伐
開
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
賞
味
期
限
が
切
れ
そ
う
な
粉
ミ
ル

ク
な
ど
の
扱
い
は
。

　
　
保
育
所
等
に
配
布
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
6
年
度
の
予
定
事
業
は
。

　
　
７
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
使
用
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
集
団
、白
A
の
公
演
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
期
間
や
対
象
な
ど
は
。

　
　
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
る
。４
月
１
日
か
ら
募
集
を
始

め
る
予
定
。10
名
程
度
を
募
集
し
、滞
在

日
数
は
10
日
間
を
予
定
し
て
い
る
。ま

た
、参
加
費
用
は
20
万
円
程
度
で
あ
る
。

　
　
以
前
よ
り
負
担
額
が
大
き
い
が
、

10
名
に
満
た
な
い
場
合
は
。

　
　
為
替
や
運
賃
、物
価
高
騰
の
影
響

が
あ
り
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。10

名
に
満
た
な
く
て
も
再
募
集
せ
ず
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
事
業
の
対
象
者
は
。

　
　
６
年
度
は
七
ヶ
浜
中
学
校
と
向
洋

中
学
校
で
各
1
回
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。学
年
等
は
新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、

学
校
関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
決

め
て
い
き
た
い
。

　
　
40
歳
〜
70
歳
ま
で
5
歳
ご
と
に
対

象
に
と
な
っ
て
い
る
が
、事
業
の
詳
細
は
。

　
　
対
象
年
齢
は
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
5
歳
ご
と
を
予
定
し
て
い
る
。助
成

金
額
は
上
限
を
1
万
円
と
し
、実
際
に

か
か
っ
た
費
用
と
比
較
し
、低
い
方
を
助

成
す
る
事
業
で
あ
る
。周
知
方
法
は
、対

象
者
へ
郵
送
、広
報
や
ホ
ー
ム
ペー
ジ
へ

の
掲
載
に
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
65
歳
以
上
の
免
許
返
納
者
に
対
し

て
2
年
目
以
降
の
無
料
化
は
協
議
し
た

の
か
。ま
た
、町
民
か
ら
の
要
望
や
、1

年
間
無
料
化
の
事
業
評
価
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
。

　
　
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い
方

と
の
公
平
性
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。今
後
そ
の
点
も
含
め
て
調
査
し
て

い
き
た
い
。

　
　
５
年
度
の
成
果
と
６
年
度
の
実
施

計
画
は
。

　
　
５
年
度
は
動
画
配
信
開
始
や
、町

ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
小
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

個
別
避
難
計
画
の
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
、

ス
マ
ホ
教
室
を
実
施
し
約
３
４
５
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　
6
年
度
は
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

や
共
通
化
に
向
け
て
の
業
務
、チ
ャッ
ト

G
P
T
の
勉
強
会
、セ
キ
ュ
リ
ティ
対
策

に
関
す
る
職
員
研
修
、施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、議

会
への
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
ペー
パ

レ
ス
化
に
取
り
組
む
。

　
　
広
場
の
利
用
促
進
策
は
。ま
た
、広

場
を
貸
し
出
す
際
の
基
準
は
。

　
　
遊
び
に
来
た
い
と
思
う
よ
う
な
環

境
を
整
え
た
い
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
週
１
回
周

知
し
て
い
く
。産
業
課
と
連
携
し
て
い

く
。ま
た
、基
本
的
に
は
広
場
利
用
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
行
う
よ
う
な
団

体
は
お
断
り
し
て
い
る
が
、広
場
を
占

用
す
る
場
合
は
公
園
の
使
用
申
請
を
頂

く
こ
と
に
な
る
。

　
　
中
田
か
ら
菖
蒲
田
浜
の
公
営
住
宅

に
抜
け
る
歩
車
道
を
通
学
路
に
す
る
た

め
の
工
事
内
容
は
。（
８
ペー
ジ
参
照
）

　
　
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
や
デ
リ

ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
人
権
相
談
事
業
は
。

　
　
法
務
省
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施

す
る
人
権
相
談
の
啓
発
事
業
と
し
て
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、児
童
が
協
力
し
合
い
な
が
ら

植
え
た
花
を
育
て
、そ
の
成
長
を
観
察

し
な
が
ら
思
い
や
り
の
心
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
人
権
の
花
運
動
を
予
定
し
て

い
る
。対
象
者
は
、町
内
３
小
学
校
と
し

て
い
る
。

　
　
敬
老
会 

記
念
品
の
内
容
と
配
布
方

法
は
。 

　
　
地
区
の
方
や
婦
人
会
の
方
に
協
力

し
て
も
ら
い
、対
象
の
75
歳
以
上
の
方
へ

の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。記
念
品
の

内
容
は
決
ま
っ
て
な
い
。

　
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け

た
事
業
内
容
は
。

　
　
排
出
量
が
14・９
%
減
少
で
き
た
。 

平
成
25
年
度
比
で
令
和
4
年
度
の
実
績

は
35・２
%
削
減
で
き
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
関
す
る
研
修
の

対
象
と
内
容
は
。

　
　
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
関
す
る
社
会
の

勉
強
が
4
年
生
か
ら
入
る
。 

出
前
講
座

も
対
象
に
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
の
重
要
性
の
話
を
し
て
い
く
。

　
　
周
知
は
。

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
回
収
は
4

月
か
ら
始
ま
る
。新
し
い
分
別
方
法
の

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
て
い
る
。個
別

の
問
い
合
わ
せ
も
想
定
し
て
い
る
。

通学路の指定に向けて

デリネーター

異なる文化理解の促進

心の健康づくり講演会

予算審査特別委員会リポート

　令和６年度の各種会計予算審査は、特別
委員会を設置して３月２日から３月14日まで
の日程で行いました。
　担当課ごとに説明を受けたあと、質疑・応
答や総括質疑により慎重に審査しました。
　その後、討論・採決の結果、全会計の予算
を可決しました。
　主な内容を要約してお知らせします。

職
員
研
修
負
担
金
は

　
　
　 

　
　
　
　
　
　 

（
23
万
円
）

避
難
対
策
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
42
万
円
）

各課審査で質疑応答
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

　
　
　 

　
　
　 

　
　
　
（
30
万
円
）

文
化
芸
術
創
造
事
業
は

　
　
　 

　
　
（
２
０
０
０
万
円
）

災
害
備
蓄
食
料
は

　
　
　 

　
　
　 

（
３
１
１
万
円
）

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
は   

（
０
円
）

脳
検
診
受
診
助
成
金
は

　
　
　 

　
　
　 

（
５
７
０
万
円
）

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
は

　
　
　 

　
　
　
　
　
　 

（
24
万
円
）

敬
老
会
記
念
品
は

　
　
　 

　
　
　 

（
１
５
４
万
円
）

人
権
相
談
事
業
は

　
　
　 

　
　
　 

　
　
　
（
54
万
円
）

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
形
成
事
業
は

　
　
　 

　
　
（
８
８
８
０
万
円
）

国
際
交
流
推
進
事
業
は

　
　
　 

　
　
　 

（
６
０
０
万
円
）

政
　
　
　
策
　
　
　
課

問

問

問

問

問問

問問

問

問

問

問問

問問

問問 問

どのように使うのか

地
球
温
暖
化
対
策

　
実
行
計
画
推
進
事
業
は

　
　 

　
　
　
　
　
（
０
円
）

ゴ
ミ
収
集
減
量
事
業
は

　
　
　
　 

　
　
（
23
万
円
）

長
須
賀
多
目
的
広
場
の

　
　
　
　
　
管
理
運
営
は

　
　
　
　 
（
７
４
３
万
円
）

町
道
整
備
工
事
費
は

　
（
１
億
１
０
４
５
万
円
）
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賞
味
期
限
が
切
れ
そ
う
な
粉
ミ
ル

ク
な
ど
の
扱
い
は
。

　
　
保
育
所
等
に
配
布
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
6
年
度
の
予
定
事
業
は
。

　
　
７
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
使
用
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
集
団
、白
A
の
公
演
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
期
間
や
対
象
な
ど
は
。

　
　
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
る
。４
月
１
日
か
ら
募
集
を
始

め
る
予
定
。10
名
程
度
を
募
集
し
、滞
在

日
数
は
10
日
間
を
予
定
し
て
い
る
。ま

た
、参
加
費
用
は
20
万
円
程
度
で
あ
る
。

　
　
以
前
よ
り
負
担
額
が
大
き
い
が
、

10
名
に
満
た
な
い
場
合
は
。

　
　
為
替
や
運
賃
、物
価
高
騰
の
影
響

が
あ
り
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。10

名
に
満
た
な
く
て
も
再
募
集
せ
ず
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
事
業
の
対
象
者
は
。

　
　
６
年
度
は
七
ヶ
浜
中
学
校
と
向
洋

中
学
校
で
各
1
回
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。学
年
等
は
新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、

学
校
関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
決

め
て
い
き
た
い
。

　
　
40
歳
〜
70
歳
ま
で
5
歳
ご
と
に
対

象
に
と
な
っ
て
い
る
が
、事
業
の
詳
細
は
。

　
　
対
象
年
齢
は
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
5
歳
ご
と
を
予
定
し
て
い
る
。助
成

金
額
は
上
限
を
1
万
円
と
し
、実
際
に

か
か
っ
た
費
用
と
比
較
し
、低
い
方
を
助

成
す
る
事
業
で
あ
る
。周
知
方
法
は
、対

象
者
へ
郵
送
、広
報
や
ホ
ー
ム
ペー
ジ
へ

の
掲
載
に
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
65
歳
以
上
の
免
許
返
納
者
に
対
し

て
2
年
目
以
降
の
無
料
化
は
協
議
し
た

の
か
。ま
た
、町
民
か
ら
の
要
望
や
、1

年
間
無
料
化
の
事
業
評
価
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
。

　
　
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い
方

と
の
公
平
性
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。今
後
そ
の
点
も
含
め
て
調
査
し
て

い
き
た
い
。

　
　
５
年
度
の
成
果
と
６
年
度
の
実
施

計
画
は
。

　
　
５
年
度
は
動
画
配
信
開
始
や
、町

ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
小
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

個
別
避
難
計
画
の
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
、

ス
マ
ホ
教
室
を
実
施
し
約
３
４
５
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　
6
年
度
は
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

や
共
通
化
に
向
け
て
の
業
務
、チ
ャッ
ト

G
P
T
の
勉
強
会
、セ
キ
ュ
リ
ティ
対
策

に
関
す
る
職
員
研
修
、施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、議

会
への
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
ペー
パ

レ
ス
化
に
取
り
組
む
。

　
　
広
場
の
利
用
促
進
策
は
。ま
た
、広

場
を
貸
し
出
す
際
の
基
準
は
。

　
　
遊
び
に
来
た
い
と
思
う
よ
う
な
環

境
を
整
え
た
い
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
週
１
回
周

知
し
て
い
く
。産
業
課
と
連
携
し
て
い

く
。ま
た
、基
本
的
に
は
広
場
利
用
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
行
う
よ
う
な
団

体
は
お
断
り
し
て
い
る
が
、広
場
を
占

用
す
る
場
合
は
公
園
の
使
用
申
請
を
頂

く
こ
と
に
な
る
。

　
　
中
田
か
ら
菖
蒲
田
浜
の
公
営
住
宅

に
抜
け
る
歩
車
道
を
通
学
路
に
す
る
た

め
の
工
事
内
容
は
。（
８
ペー
ジ
参
照
）

　
　
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
や
デ
リ

ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
人
権
相
談
事
業
は
。

　
　
法
務
省
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施

す
る
人
権
相
談
の
啓
発
事
業
と
し
て
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、児
童
が
協
力
し
合
い
な
が
ら

植
え
た
花
を
育
て
、そ
の
成
長
を
観
察

し
な
が
ら
思
い
や
り
の
心
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
人
権
の
花
運
動
を
予
定
し
て

い
る
。対
象
者
は
、町
内
３
小
学
校
と
し

て
い
る
。

　
　
敬
老
会 

記
念
品
の
内
容
と
配
布
方

法
は
。 

　
　
地
区
の
方
や
婦
人
会
の
方
に
協
力

し
て
も
ら
い
、対
象
の
75
歳
以
上
の
方
へ

の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。記
念
品
の

内
容
は
決
ま
っ
て
な
い
。

　
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け

た
事
業
内
容
は
。

　
　
排
出
量
が
14・９
%
減
少
で
き
た
。 

平
成
25
年
度
比
で
令
和
4
年
度
の
実
績

は
35・２
%
削
減
で
き
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
関
す
る
研
修
の

対
象
と
内
容
は
。

　
　
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
関
す
る
社
会
の

勉
強
が
4
年
生
か
ら
入
る
。 

出
前
講
座

も
対
象
に
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
の
重
要
性
の
話
を
し
て
い
く
。

　
　
周
知
は
。

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
回
収
は
4

月
か
ら
始
ま
る
。新
し
い
分
別
方
法
の

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
て
い
る
。個
別

の
問
い
合
わ
せ
も
想
定
し
て
い
る
。

通学路の指定に向けて

デリネーター

異なる文化理解の促進

心の健康づくり講演会

予算審査特別委員会リポート

　令和６年度の各種会計予算審査は、特別
委員会を設置して３月２日から３月14日まで
の日程で行いました。
　担当課ごとに説明を受けたあと、質疑・応
答や総括質疑により慎重に審査しました。
　その後、討論・採決の結果、全会計の予算
を可決しました。
　主な内容を要約してお知らせします。

職
員
研
修
負
担
金
は

　
　
　 

　
　
　
　
　
　 

（
23
万
円
）

避
難
対
策
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
42
万
円
）

各課審査で質疑応答
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

　
　
　 

　
　
　 

　
　
　
（
30
万
円
）

文
化
芸
術
創
造
事
業
は

　
　
　 

　
　
（
２
０
０
０
万
円
）

災
害
備
蓄
食
料
は

　
　
　 

　
　
　 

（
３
１
１
万
円
）

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
は   

（
０
円
）

脳
検
診
受
診
助
成
金
は

　
　
　 

　
　
　 

（
５
７
０
万
円
）

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
は

　
　
　 
　
　
　
　
　
　 

（
24
万
円
）

敬
老
会
記
念
品
は

　
　
　 

　
　
　 
（
１
５
４
万
円
）

人
権
相
談
事
業
は

　
　
　 

　
　
　 

　
　
　
（
54
万
円
）

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
形
成
事
業
は

　
　
　 

　
　
（
８
８
８
０
万
円
）

国
際
交
流
推
進
事
業
は

　
　
　 

　
　
　 

（
６
０
０
万
円
）

政
　
　
　
策
　
　
　
課

問

問

問

問

問問

問問

問

問

問

問問

問問

問問 問

どのように使うのか

地
球
温
暖
化
対
策

　
実
行
計
画
推
進
事
業
は

　
　 

　
　
　
　
　
（
０
円
）

ゴ
ミ
収
集
減
量
事
業
は

　
　
　
　 

　
　
（
23
万
円
）

長
須
賀
多
目
的
広
場
の

　
　
　
　
　
管
理
運
営
は

　
　
　
　 

（
７
４
３
万
円
）

町
道
整
備
工
事
費
は

　
（
１
億
１
０
４
５
万
円
）
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答

答

答

答答

答答

答

答

答

答答

答答

答答 答



子 

ど 

も 

未 

来 

課

教

　育

　総

　務

　課

生

　涯

　学

　習

　課

産

　
　
　業

　
　
　課

　
　
新
た
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
事
業
を

開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

　
　
産
後
の
心
身
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、相
談
事
業
な
ど
を
通
所
型
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
定
員
90
名
に
対
し
て
71
名
で
ス
タ

ー
ト
と
の
こ
と
で
あ
る
。受
け
入
れ
体

制
は
十
分
か
。

　
　
新
し
く
民
間
の
保
育
園
も
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、受
け
入
れ
体
制
は
十
分

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
松
く
い
虫
対
策
と
し
て
、伐
採
な

ど
だ
け
で
な
く
抵
抗
性
の
松
を
植
栽
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、内
容
は
。

　
　
君
ケ
岡
公
園
と
国
際
村
で
伐
倒
し

た
所
に
、25
セ
ン
チ
の
ポ
ッ
ト
苗
を
職
員

で
１
０
０
本
植
え
る
。

　
　
ト
リ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
や
育
成
の

進
捗
状
況
お
よ
び
取
り
組
み
は
。

　
　
５
年
度
で
は
約
４
３
０
０
個
の
ト

リ
ガ
イ
を
育
成
し
た
。６
年
度
は
、い
か

だ
４
基
な
ど
で
１
８
０
０
０
個
を
目
標

に
取
り
組
む
。ま
た
、販
路
は
漁
協
七
ヶ

浜
支
所
と
連
携
し
調
査
し
て
い
く
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場
を
核
と
し

て
、に
ぎ
わ
い
創
出
イ
ベン
ト
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

　
　
七
ヶ
浜
産
の
ノ
リ
を
使
用
し
た

N-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
を
考
え
て
い

る
。内
容
や
他
の
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
か

ら
協
議
し
て
い
く
。

　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会
へ

の
補
助
金
が
増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

ま
た
、町
の
関
わ
り
方
は
。

　
　
６
年
度
が
30
回
記
念
大
会
と
な
る

た
め
、15
万
円
増
額
し
た
。県
の
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
協
会
が
事
務
局
と
な
り
、町

も
加
わ
っ
た
実
行
委
員
会
が
運
営
し
て

い
る
。

　
　
ア
ク
ア
ス
タ
ジ
オ
の
利
用
状
況
や

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
全
体
の
利
用
促
進
の
考

え
は
。

　
　
ア
ク
ア
ス
タ
ジ
オ
は
１
月
末
時
点

で
、１
３
２
３
名
の
利
用
が
あ
る
。全
体

と
し
て
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、リ
ピ

ー
タ
ー
が
多
く
新
規
利
用
者
が
少
な
い
。

指
定
管
理
者
と
連
携
を
取
り
利
用
増

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、教
職
員
の
育
成
お
よ
び
負
担
軽
減

策
は
。

　
　
昨
年
か
ら
、学
び
方
の
習
得
と
い

う
よ
う
に
変
え
て
い
る
。学
力
を
上
げ

る
た
め
の
勉
強
の
方
法
を
町
内
で
統
一

し
教
え
る
方
向
で
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

教
職
員
の
育
成
は
、校
内
で
校
長
を
中

心
に
、教
育
大
か
ら
講
師
を
招
い
て
の

研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員
の
負

担
軽
減
と
い
う
面
で
、本
町
は
進
ん
で

い
る
と
考
え
る
。教
科
書
を
全
部
教
え

な
く
て
も
良
い
と
指
導
し
て
い
る
。

　
　
中
田
か
ら
菖
蒲
田
浜
へ
向
か
う
道

路
が
整
備
さ
れ
る
が
、通
学
路
に
認
定

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
通
学
路
の
指
定
は
、歩
車
道
の
区

別
が
あ
る
道
路
で
あ
る
こ
と
や
交
通

量
、道
路
幅
員
、側
溝
整
備
お
よ
び
防
犯

面
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
。学
校
や
地

区
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
現
場
検
証
し
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
能
勢
鯨
太
委
員
　

　
　
４
年
度
か
ら
事
業
が
始

ま
っ
た
「
逍
遥
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
だ
が
、６
年
度
は

96
万
円
の
事
業
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。４
年
度
で
は
３

０
０
万
円
、
５
年
度
決
算
見

込
み
で
は
50
万
円
と
毎
年
一

定
の
歳
出
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。５
年
９
月
第
２
回
会
議

の
総
括
質
疑
で
明
確
な
全
体

像
が
見
え
た
と
は
言
い
難
い
。

町
民
か
ら
は「
逍
遥
の
ま
ち

と
は
何
か
、い
つ
で
き
る
の

か
」と
い
う
問
い
を
受
け
る

こ
と
も
多
い
。事
業
の
最
終

目
標
、完
了
時
期
、そ
こ
に
至

る
中
間
目
標
と
想
定
さ
れ
る

事
業
金
額
ま
で
は
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長
　
地
元
の
人
だ
け

　
　
で
な
く
、地
域
の
魅
力

や
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
げ
、

関
係
人
口
の
増
加
や
移
住
定

住
の
促
進
な
ど
、本
町
ら
し

い
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
５
年
度
後
半
は
月
に
１
回
、

菖
蒲
田
浜
の
メ
ン
バ
ー
と
懇

談
会
を
重
ね
、ま
た
現
地
を

歩
き
歴
史
文
化
を
再
認
識
し

た
。現
在
は
招
又
地
区
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
に
ど
う
リ

メ
イ
ク
し
た
ら
い
い
の
か
、訪

問
者
の
感
性
を
刺
激
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

な
ど
の
話
し
合
い
を
続
け
て

い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
決
定

で
き
る
段
階
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。
６
年
度
も
懇
談
会

を
続
け
、計
画
の
充
実
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　
６
年
度
中
に
は
イ
メ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
に
た
ど
り
着
き
た
い
。

一
朝
一
夕
に
出
来
上
が
る

も
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ン
を

少
し
ず
つ
積
み
上
げ
、時
間

を
掛
け
て
、大
き
く
育
て
て

い
き
た
い
。

　
特
に
本
事
業
は
狭
い
路
地

な
ど
町
民
の
生
活
区
域
に
入

り
込
む
こ
と
も
あ
り
、地
区

の
方
と
じ
っ
く
り
話
を
し
て

い
き
た
い
。現
時
点
で
は
、事

業
費
や
完
了
時
期
を
示
せ
な

い
が
も
う
少
し
時
間
を
頂
き

た
い
。

　
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
性
急
に
整
備
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。

　
　
佐
藤
直
美
委
員
　

　
　
４
年
度
に
作
っ
た
イ

メ
ー
ジ
図
が
本
町
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
い
う
副
町
長
答
弁
が

あ
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、イ

メ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

制
作
過
程
で
イ
メ
ー
ジ
と
違

う
の
で
あ
れ
ば
修
正
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
４
年
度
の
イ
メ
ー
ジ
図

　
　
は
壮
大
で
な
か
な
か
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。大

学
教
授
な
ど
も
参
加
し
た
大

き
な
作
業
と
な
り
、
修
正
で

き
な
か
っ
た
。
全
て
が
駄
目

で
は
な
か
っ
た
が
、
も
う
一

度
検
証
し
た
い
。

　
　
熊
谷
明
美
委
員

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
町
の

考
え
が
一
致
し
て
い
な
い
と
、

何
回
懇
談
会
を
し
て
も
伝
わ

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
け
に
頼

る
こ
と
な
く
、地
域
で
活
躍

し
て
い
る
方
や
子
ど
も
た
ち

な
ど
か
ら
も
、よ
り
広
く
意

見
を
聴
取
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
や
、

素
材
を
ど
う
や
っ
て
拾
っ
て
い

く
か
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
。

　
小
さ
な
成
功
事
例
を
積
み

重
ね
て
、品
の
あ
る
町
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
鈴
木
篤
委
員
　

　
　
５
年
12
月
の
全
員
協
議

会
で
６
年
度
は
何
が
で
き
、

何
を
す
る
か
を
決
め
て
い
く

と
説
明
が
あ
っ
た
。予
定
に
変

わ
り
な
い
か
。

　
　
６
年
度
で
町
づ
く
り
の

　
　
提
案
や
イ
メ
ー
ジ
プ
ラ

ン
は
作
り
あ
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ス
ケ
ー
ル
感
な
ど

地
に
足
が
つ
い
た
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
。あ
ま
り
エ

リ
ア
を
広
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
遠
藤
喜
二
委
員
　

　
　
縄
文
時
代
か
ら
６
千
年

の
歴
史
が
あ
る
七
ヶ
浜
を

も
っ
と
押
し
出
さ
な
い
の
か
。

塩
づ
く
り
や
薬
師
堂
、大
木

囲
貝
塚
な
ど
活
用
す
べ
き
も

の
は
あ
る
。

　
　
財
政
リ
ス
ク
管
理
も
考

　
　
え
な
が
ら
、議
論
を
重

ね
確
証
の
持
て
る
計
画
を
固

め
て
い
き
た
い
。

　総括質疑とは、課ごとに質疑を行った後、十分な回答ではないと判断される場合、
委員会同意のもと改めて町長への質疑を行うことだよ。

予算審査特別委員会リポート

産
婦
健
診
事
業
は

　
　
　
　

（
１
９
６
万
円
）

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　
　
　
大
会
補
助
金
は

　
　
　
　
　
　
（
60
万
円
）

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
運
営
は

　

（
１
億
４
１
６
６
万
円
）

景
観
保
全
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
５
万
円
）

通
学
路
交
通
安
全

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は

　
　
　
　
　 

　
（
72
万
円
）

問答

答

答 問

問

問答答 問

どうリメイクされる？

問問

問

問

問問問

問

問

遠
山
保
育
所
は

　
　
　 

（
４
６
０
１
万
円
）

五社稲荷明神五社稲荷明神

小
中
学
校
管
理
費
は

 

（
小
学
校
５
４
６
０
万
円
）

 

（
中
学
校
３
３
６
７
万
円
）

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は

　
　
　
　

（
７
９
８
万
円
）

観
光
振
興
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
60
万
円
）

ま
ね
き
ま
た

総　括　質　疑
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

町
長

懇
談
会
を
重
ね
計
画
を
作
り
た
い

し
ょ
う
よ
う
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健康のために利用を！

待機児童ゼロでスタート
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ど 
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来 

課

教

　育

　総

　務

　課

生

　涯

　学

　習

　課

産

　
　
　業

　
　
　課

　
　
新
た
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
事
業
を

開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

　
　
産
後
の
心
身
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、相
談
事
業
な
ど
を
通
所
型
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
定
員
90
名
に
対
し
て
71
名
で
ス
タ

ー
ト
と
の
こ
と
で
あ
る
。受
け
入
れ
体

制
は
十
分
か
。

　
　
新
し
く
民
間
の
保
育
園
も
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、受
け
入
れ
体
制
は
十
分

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
松
く
い
虫
対
策
と
し
て
、伐
採
な

ど
だ
け
で
な
く
抵
抗
性
の
松
を
植
栽
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、内
容
は
。

　
　
君
ケ
岡
公
園
と
国
際
村
で
伐
倒
し

た
所
に
、25
セ
ン
チ
の
ポ
ッ
ト
苗
を
職
員

で
１
０
０
本
植
え
る
。

　
　
ト
リ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
や
育
成
の

進
捗
状
況
お
よ
び
取
り
組
み
は
。

　
　
５
年
度
で
は
約
４
３
０
０
個
の
ト

リ
ガ
イ
を
育
成
し
た
。６
年
度
は
、い
か

だ
４
基
な
ど
で
１
８
０
０
０
個
を
目
標

に
取
り
組
む
。ま
た
、販
路
は
漁
協
七
ヶ

浜
支
所
と
連
携
し
調
査
し
て
い
く
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場
を
核
と
し

て
、に
ぎ
わ
い
創
出
イ
ベン
ト
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

　
　
七
ヶ
浜
産
の
ノ
リ
を
使
用
し
た

N-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
を
考
え
て
い

る
。内
容
や
他
の
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
か

ら
協
議
し
て
い
く
。

　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会
へ

の
補
助
金
が
増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

ま
た
、町
の
関
わ
り
方
は
。

　
　
６
年
度
が
30
回
記
念
大
会
と
な
る

た
め
、15
万
円
増
額
し
た
。県
の
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
協
会
が
事
務
局
と
な
り
、町

も
加
わ
っ
た
実
行
委
員
会
が
運
営
し
て

い
る
。

　
　
ア
ク
ア
ス
タ
ジ
オ
の
利
用
状
況
や

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
全
体
の
利
用
促
進
の
考

え
は
。

　
　
ア
ク
ア
ス
タ
ジ
オ
は
１
月
末
時
点

で
、１
３
２
３
名
の
利
用
が
あ
る
。全
体

と
し
て
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、リ
ピ

ー
タ
ー
が
多
く
新
規
利
用
者
が
少
な
い
。

指
定
管
理
者
と
連
携
を
取
り
利
用
増

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、教
職
員
の
育
成
お
よ
び
負
担
軽
減

策
は
。

　
　
昨
年
か
ら
、学
び
方
の
習
得
と
い

う
よ
う
に
変
え
て
い
る
。学
力
を
上
げ

る
た
め
の
勉
強
の
方
法
を
町
内
で
統
一

し
教
え
る
方
向
で
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

教
職
員
の
育
成
は
、校
内
で
校
長
を
中

心
に
、教
育
大
か
ら
講
師
を
招
い
て
の

研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員
の
負

担
軽
減
と
い
う
面
で
、本
町
は
進
ん
で

い
る
と
考
え
る
。教
科
書
を
全
部
教
え

な
く
て
も
良
い
と
指
導
し
て
い
る
。

　
　
中
田
か
ら
菖
蒲
田
浜
へ
向
か
う
道

路
が
整
備
さ
れ
る
が
、通
学
路
に
認
定

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
通
学
路
の
指
定
は
、歩
車
道
の
区

別
が
あ
る
道
路
で
あ
る
こ
と
や
交
通

量
、道
路
幅
員
、側
溝
整
備
お
よ
び
防
犯

面
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
。学
校
や
地

区
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
現
場
検
証
し
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
能
勢
鯨
太
委
員
　

　
　
４
年
度
か
ら
事
業
が
始

ま
っ
た
「
逍
遥
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
だ
が
、６
年
度
は

96
万
円
の
事
業
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。４
年
度
で
は
３

０
０
万
円
、
５
年
度
決
算
見

込
み
で
は
50
万
円
と
毎
年
一

定
の
歳
出
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。５
年
９
月
第
２
回
会
議

の
総
括
質
疑
で
明
確
な
全
体

像
が
見
え
た
と
は
言
い
難
い
。

町
民
か
ら
は「
逍
遥
の
ま
ち

と
は
何
か
、い
つ
で
き
る
の

か
」と
い
う
問
い
を
受
け
る

こ
と
も
多
い
。事
業
の
最
終

目
標
、完
了
時
期
、そ
こ
に
至

る
中
間
目
標
と
想
定
さ
れ
る

事
業
金
額
ま
で
は
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長
　
地
元
の
人
だ
け

　
　
で
な
く
、地
域
の
魅
力

や
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
げ
、

関
係
人
口
の
増
加
や
移
住
定

住
の
促
進
な
ど
、本
町
ら
し

い
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
５
年
度
後
半
は
月
に
１
回
、

菖
蒲
田
浜
の
メ
ン
バ
ー
と
懇

談
会
を
重
ね
、ま
た
現
地
を

歩
き
歴
史
文
化
を
再
認
識
し

た
。現
在
は
招
又
地
区
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
に
ど
う
リ

メ
イ
ク
し
た
ら
い
い
の
か
、訪

問
者
の
感
性
を
刺
激
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

な
ど
の
話
し
合
い
を
続
け
て

い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
決
定

で
き
る
段
階
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。
６
年
度
も
懇
談
会

を
続
け
、計
画
の
充
実
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　
６
年
度
中
に
は
イ
メ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
に
た
ど
り
着
き
た
い
。

一
朝
一
夕
に
出
来
上
が
る

も
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ン
を

少
し
ず
つ
積
み
上
げ
、時
間

を
掛
け
て
、大
き
く
育
て
て

い
き
た
い
。

　
特
に
本
事
業
は
狭
い
路
地

な
ど
町
民
の
生
活
区
域
に
入

り
込
む
こ
と
も
あ
り
、地
区

の
方
と
じ
っ
く
り
話
を
し
て

い
き
た
い
。現
時
点
で
は
、事

業
費
や
完
了
時
期
を
示
せ
な

い
が
も
う
少
し
時
間
を
頂
き

た
い
。

　
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
性
急
に
整
備
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。

　
　
佐
藤
直
美
委
員
　

　
　
４
年
度
に
作
っ
た
イ

メ
ー
ジ
図
が
本
町
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
い
う
副
町
長
答
弁
が

あ
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、イ

メ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

制
作
過
程
で
イ
メ
ー
ジ
と
違

う
の
で
あ
れ
ば
修
正
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
４
年
度
の
イ
メ
ー
ジ
図

　
　
は
壮
大
で
な
か
な
か
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。大

学
教
授
な
ど
も
参
加
し
た
大

き
な
作
業
と
な
り
、
修
正
で

き
な
か
っ
た
。
全
て
が
駄
目

で
は
な
か
っ
た
が
、
も
う
一

度
検
証
し
た
い
。

　
　
熊
谷
明
美
委
員

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
町
の

考
え
が
一
致
し
て
い
な
い
と
、

何
回
懇
談
会
を
し
て
も
伝
わ

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
け
に
頼

る
こ
と
な
く
、地
域
で
活
躍

し
て
い
る
方
や
子
ど
も
た
ち

な
ど
か
ら
も
、よ
り
広
く
意

見
を
聴
取
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
や
、

素
材
を
ど
う
や
っ
て
拾
っ
て
い

く
か
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
。

　
小
さ
な
成
功
事
例
を
積
み

重
ね
て
、品
の
あ
る
町
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
鈴
木
篤
委
員
　

　
　
５
年
12
月
の
全
員
協
議

会
で
６
年
度
は
何
が
で
き
、

何
を
す
る
か
を
決
め
て
い
く

と
説
明
が
あ
っ
た
。予
定
に
変

わ
り
な
い
か
。

　
　
６
年
度
で
町
づ
く
り
の

　
　
提
案
や
イ
メ
ー
ジ
プ
ラ

ン
は
作
り
あ
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ス
ケ
ー
ル
感
な
ど

地
に
足
が
つ
い
た
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
。あ
ま
り
エ

リ
ア
を
広
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
遠
藤
喜
二
委
員
　

　
　
縄
文
時
代
か
ら
６
千
年

の
歴
史
が
あ
る
七
ヶ
浜
を

も
っ
と
押
し
出
さ
な
い
の
か
。

塩
づ
く
り
や
薬
師
堂
、大
木

囲
貝
塚
な
ど
活
用
す
べ
き
も

の
は
あ
る
。

　
　
財
政
リ
ス
ク
管
理
も
考

　
　
え
な
が
ら
、議
論
を
重

ね
確
証
の
持
て
る
計
画
を
固

め
て
い
き
た
い
。

　総括質疑とは、課ごとに質疑を行った後、十分な回答ではないと判断される場合、
委員会同意のもと改めて町長への質疑を行うことだよ。

予算審査特別委員会リポート

産
婦
健
診
事
業
は

　
　
　
　

（
１
９
６
万
円
）

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　
　
　
大
会
補
助
金
は

　
　
　
　
　
　
（
60
万
円
）

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
運
営
は

　

（
１
億
４
１
６
６
万
円
）

景
観
保
全
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
５
万
円
）

通
学
路
交
通
安
全

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は

　
　
　
　
　 

　
（
72
万
円
）

問答

答

答 問

問

問答答 問

どうリメイクされる？

問問

問

問

問問問

問

問

遠
山
保
育
所
は

　
　
　 

（
４
６
０
１
万
円
）

五社稲荷明神五社稲荷明神

小
中
学
校
管
理
費
は

 

（
小
学
校
５
４
６
０
万
円
）

 

（
中
学
校
３
３
６
７
万
円
）

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は

　
　
　
　

（
７
９
８
万
円
）

観
光
振
興
事
業
は

　
　
　
　
　
　
（
60
万
円
）

ま
ね
き
ま
た

総　括　質　疑
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

町
長

懇
談
会
を
重
ね
計
画
を
作
り
た
い

し
ょ
う
よ
う

⑨  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑧
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健康のために利用を！

待機児童ゼロでスタート



国民健康保険事業特別会計

歳出の主なもの

２３億４９００万円

保険給付費　　　　　１７億　７２９万円

保健事業費　　　　　　　　２９６９万円

※糖尿病性腎症重症化予防事業、各種検診への補助

※一般被保険者医療給付費・高額医療費等

水道事業会計

公園墓地事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

４億６１０２万円
前年度比
 1.2％減

※原水費　　　　　　　　　　　　 　２億３７８５万円
　　・仙台市の受水費　　　　　　　　 　４０８０万円
　　・仙南仙塩広域水道の受水費　 　１億８８７１万円

収益的支出の主なもの

資本的支出の主なもの

収益的
支出

　５億　４１３万円
収益的
収入

１億２６８５万円
 前年度比
 46.4％減

資本的
支出

　　　　　３３万円
前年度比
増減なし

資本的
収入

建設改良費　　　　　　　　　　１億２４８８万円
※配水管整備事業費　　　　　　　　 １億１３６８万円
　　・老朽管更新工事等
※営業施設整備費　　　　　　　　 　　　１１９２万円
　　・量水器購入代等

１６９６万円

総務費　　　　　　　　　　７７８万円

※施設管理委託・墓地管理基金積立金

歳出の主なもの

歳出の主なもの

２億６７００万円
前年度比
14.3％増

後期高齢者医療広域連合納付金　
　　　　　　　　　　　２億６２７２万円
※後期高齢者医療広域連合への納付金

介護保険特別会計

１９億９０００万円

保険給付費　　　　　　 １８億４９７７万円

地域支援事業費　　　　　　 　８５４９万円

※給付費負担金　　　・居宅介護サービス
　　　　　　　　　　・地域密着型介護サービス
　　　　　　　　　　・施設介護サービスなど

※介護予防・生活支援サービス
　介護予防ケアマネジメント
　包括的支援事業費用など

保険事業　　　　１８億４６６９万円

サービス事業　　　　　　６３３万円

介護予防支援サービス事業費　　 ６０１万円

歳出の主なもの

歳出の主なもの

下水道事業会計

５億５６９８万円

営業費　　　　　　　５億２４９３万円

※汚水管渠費　　　　　　　　１３２４万円

※雨水管渠費　　　　　　　　　８２６万円

歳出の主なもの

　
地
域
支
援
事
業
が
給
付
対
象
外
と
な
っ

た
こ
と
、第
一
号
被
保
険
者
の
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。町
独
自
の
負
担
軽

減
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、国
に
制
度
の
見

直
し
を
求
め
る
。

　
第
９
期
計
画
に
お
い
て
、標
準
段
階
を

10
段
階
か
ら
13
段
階
へと
多
段
化
し
、低
所

得
者
の
保
険
率
上
昇
を
抑
制
す
る
な
ど
、

制
度
持
続
の
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
制
度
そ
の
も
の
が
、高
齢
者
の
医
療
費
抑

制
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。改
正
ご
と
に
高

齢
者
の
負
担
が
増
え
て
お
り
、町
独
自
の
支

援
策
を
講
じ
る
べき
で
あ
る
。

　
広
域
連
合
への
納
付
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
制
度
で
あ
り
、財
政
運
営
責
任
も
明
確

化
さ
れ
て
い
る
。高
齢
者
の
保
険
事
業
と
介

護
予
防
等
の
一
体
化
事
業
な
ど
、高
齢
者
の

健
康
維
持
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
や
、低
所
得

者
への
配
慮
も
さ
れ
て
い
る
。

で
、子
育
て
支
援
策
や
伴
走
型
相
談
支
援
の

連
携
強
化
等
を
図
っ
て
い
る
。

②
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
と
し
て
、英
語

の「
書
く
力
」「
読
む
力
」の
向
上
や
Ｃ
Ｉ
Ｒ

（
国
際
交
流
員
）を
招
い
て
働
き
方
を
学
ぶ

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

③
　
重
篤
化
リ
ス
ク
の
高
い
疾
病
の
予
防

対
策
や
、脳
ド
ッ
ク
助
成
、フ
レ
イ
ル
対
策
、

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ー
ツ
の
取
り
組
み
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

④
　
津
波
災
害
時
の
避
難
路
整
備
や
大
雨

時
の
対
策
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

⑤
　「
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
」「
デ
ジ
タ
ル
推

進
室
」を
新
設
し
、地
域
力
の
構
築
な
ど
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
国

保
税
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。ま
た
国・県
に

法
的
負
担
に
準
拠
し
た
負
担
率
を
求
め
る

べき
で
あ
る
。

　
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
る
税
収
減
や
、

高
齢
化
な
ど
で
財
政
状
況
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
中
、税
率
の
改
定
や
、一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
な
ど
財
政
安
定
化
策
を
講
じ
、

町
民
への
健
康
増
進
策
も
図
っ
て
い
る
。

　
仙
南・仙
塩
広
域
水
道
事
業
と
の
受
水
契

約
金
額
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、町
民
の
使
用

料
を
引
き
下
げ
る
べき
。ま
た
最
終
受
水
契

約
量
も
過
剰
で
あ
り
、是
正
す
べき
で
あ
る
。

併
せ
て
多
額
の
現
預
金
の
取
り
崩
し
も
求

め
る
。

　
災
害
時
や
将
来
に
備
え
た
積
み
立
て
、老

朽
管
更
新
工
事
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
の
給
付
金

に
よ
る
基
本
料
金
免
除
な
ど
早
急
な
対
応

を
図
っ
て
お
り
、安
心
安
全
な
水
の
供
給
に

努
め
、今
後
も
状
況
改
善
策
を
講
じ
て
い
く

方
針
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、ま
た
企
業

債
償
還
に
資
本
費
平
準
化
債
を
活
用
す
る

な
ど
、事
業
改
善
を
行
い
、町
民
負
担
の
軽

減
を
行
う
べき
で
あ
る
。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
な
ど

で
整
備
を
進
め
、町
民
が
衛
生
的
か
つ
快
適

に
生
活
で
き
る
よ
う
、計
画
的
な
施
設
維
持

管
理
と
、会
計
方
式
の
変
更
に
よ
り
効
率
的

に
事
業
運
営
が
さ
れ
る
と
判
断
す
る
。

前年度と
ほぼ同額

前年度比
 2.9％減

前年度と
ほぼ同額

前年度と
ほぼ同額

※汚水ポンプ場費　　　　　　２７５５万円

前年度と
ほぼ同額

各種特別会計予算の状況各種特別会計予算の状況
６年度

反
対
反
対

歌
川
　
渡

後
期
高
齢
者
医
療

佐
藤
直
美

賛
成
賛
成

※

公
園
墓
地
会
計
は

　
反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

賛
成
賛
成

佐
藤
信
輝

歌
川
　
渡

水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

反
対
反
対

反
対
反
対

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

鈴
木
　
篤

介
護
保
険

反
対
反
対

歌
川
　
渡

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

能
勢
鯨
太

賛
成
賛
成

熊
谷
明
美

賛
成
賛
成

論

討
　
次
の
点
で
反
対
す
る
。

①
　
防
災・減
災
事
業
で
、住
宅
耐
震
改
修

や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
、住
宅
用
火
災
報

知
器
な
ど
の
助
成
を
更
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

②
　
小
学
校
入
学
祝
金
支
給
事
業
を
中
学

校
入
学
に
拡
充
す
べき
。

③
　
保
育
事
業
で
の
会
計
年
度
任
用
職
員

比
率
が
高
く
、常
勤
雇
用
と
し
て
充
実
を
図

る
べき
。

④
　
汐
見
台
地
区
駐
車
場
管
理
組
合
と
の

契
約
内
容
を
見
直
す
べき
。

⑤
　
児
童
遊
園
の
設
備
を
法
令
等
に
準
拠

す
る
よ
う
に
充
足
す
べき
。

　
次
の
点
で
賛
成
す
る
。

①
　「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
新
た
に

設
置
し
、児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
一
体
化

一
般
会
計

賛
成
賛
成

鈴
木
洋
市

歌
川
　
渡

下
水
道
事
業
会
計

⑪  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑩



国民健康保険事業特別会計

歳出の主なもの

２３億４９００万円

保険給付費　　　　　１７億　７２９万円

保健事業費　　　　　　　　２９６９万円

※糖尿病性腎症重症化予防事業、各種検診への補助

※一般被保険者医療給付費・高額医療費等

水道事業会計

公園墓地事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

４億６１０２万円
前年度比
 1.2％減

※原水費　　　　　　　　　　　　 　２億３７８５万円
　　・仙台市の受水費　　　　　　　　 　４０８０万円
　　・仙南仙塩広域水道の受水費　 　１億８８７１万円

収益的支出の主なもの

資本的支出の主なもの

収益的
支出

　５億　４１３万円
収益的
収入

１億２６８５万円
 前年度比
 46.4％減

資本的
支出

　　　　　３３万円
前年度比
増減なし

資本的
収入

建設改良費　　　　　　　　　　１億２４８８万円
※配水管整備事業費　　　　　　　　 １億１３６８万円
　　・老朽管更新工事等
※営業施設整備費　　　　　　　　 　　　１１９２万円
　　・量水器購入代等

１６９６万円

総務費　　　　　　　　　　７７８万円

※施設管理委託・墓地管理基金積立金

歳出の主なもの

歳出の主なもの

２億６７００万円
前年度比
14.3％増

後期高齢者医療広域連合納付金　
　　　　　　　　　　　２億６２７２万円
※後期高齢者医療広域連合への納付金

介護保険特別会計

１９億９０００万円

保険給付費　　　　　　 １８億４９７７万円

地域支援事業費　　　　　　 　８５４９万円

※給付費負担金　　　・居宅介護サービス
　　　　　　　　　　・地域密着型介護サービス
　　　　　　　　　　・施設介護サービスなど

※介護予防・生活支援サービス
　介護予防ケアマネジメント
　包括的支援事業費用など

保険事業　　　　１８億４６６９万円

サービス事業　　　　　　６３３万円

介護予防支援サービス事業費　　 ６０１万円

歳出の主なもの

歳出の主なもの

下水道事業会計

５億５６９８万円

営業費　　　　　　　５億２４９３万円

※汚水管渠費　　　　　　　　１３２４万円

※雨水管渠費　　　　　　　　　８２６万円

歳出の主なもの

　
地
域
支
援
事
業
が
給
付
対
象
外
と
な
っ

た
こ
と
、第
一
号
被
保
険
者
の
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。町
独
自
の
負
担
軽

減
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、国
に
制
度
の
見

直
し
を
求
め
る
。

　
第
９
期
計
画
に
お
い
て
、標
準
段
階
を

10
段
階
か
ら
13
段
階
へと
多
段
化
し
、低
所

得
者
の
保
険
率
上
昇
を
抑
制
す
る
な
ど
、

制
度
持
続
の
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
制
度
そ
の
も
の
が
、高
齢
者
の
医
療
費
抑

制
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。改
正
ご
と
に
高

齢
者
の
負
担
が
増
え
て
お
り
、町
独
自
の
支

援
策
を
講
じ
る
べき
で
あ
る
。

　
広
域
連
合
への
納
付
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
制
度
で
あ
り
、財
政
運
営
責
任
も
明
確

化
さ
れ
て
い
る
。高
齢
者
の
保
険
事
業
と
介

護
予
防
等
の
一
体
化
事
業
な
ど
、高
齢
者
の

健
康
維
持
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
や
、低
所
得

者
への
配
慮
も
さ
れ
て
い
る
。

で
、子
育
て
支
援
策
や
伴
走
型
相
談
支
援
の

連
携
強
化
等
を
図
っ
て
い
る
。

②
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
と
し
て
、英
語

の「
書
く
力
」「
読
む
力
」の
向
上
や
Ｃ
Ｉ
Ｒ

（
国
際
交
流
員
）を
招
い
て
働
き
方
を
学
ぶ

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

③
　
重
篤
化
リ
ス
ク
の
高
い
疾
病
の
予
防

対
策
や
、脳
ド
ッ
ク
助
成
、フ
レ
イ
ル
対
策
、

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ー
ツ
の
取
り
組
み
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

④
　
津
波
災
害
時
の
避
難
路
整
備
や
大
雨

時
の
対
策
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

⑤
　「
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
」「
デ
ジ
タ
ル
推

進
室
」を
新
設
し
、地
域
力
の
構
築
な
ど
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
国

保
税
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。ま
た
国・県
に

法
的
負
担
に
準
拠
し
た
負
担
率
を
求
め
る

べき
で
あ
る
。

　
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
る
税
収
減
や
、

高
齢
化
な
ど
で
財
政
状
況
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
中
、税
率
の
改
定
や
、一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
な
ど
財
政
安
定
化
策
を
講
じ
、

町
民
への
健
康
増
進
策
も
図
っ
て
い
る
。

　
仙
南・仙
塩
広
域
水
道
事
業
と
の
受
水
契

約
金
額
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、町
民
の
使
用

料
を
引
き
下
げ
る
べき
。ま
た
最
終
受
水
契

約
量
も
過
剰
で
あ
り
、是
正
す
べき
で
あ
る
。

併
せ
て
多
額
の
現
預
金
の
取
り
崩
し
も
求

め
る
。

　
災
害
時
や
将
来
に
備
え
た
積
み
立
て
、老

朽
管
更
新
工
事
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
の
給
付
金

に
よ
る
基
本
料
金
免
除
な
ど
早
急
な
対
応

を
図
っ
て
お
り
、安
心
安
全
な
水
の
供
給
に

努
め
、今
後
も
状
況
改
善
策
を
講
じ
て
い
く

方
針
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、ま
た
企
業

債
償
還
に
資
本
費
平
準
化
債
を
活
用
す
る

な
ど
、事
業
改
善
を
行
い
、町
民
負
担
の
軽

減
を
行
う
べき
で
あ
る
。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
な
ど

で
整
備
を
進
め
、町
民
が
衛
生
的
か
つ
快
適

に
生
活
で
き
る
よ
う
、計
画
的
な
施
設
維
持

管
理
と
、会
計
方
式
の
変
更
に
よ
り
効
率
的

に
事
業
運
営
が
さ
れ
る
と
判
断
す
る
。

前年度と
ほぼ同額

前年度比
 2.9％減

前年度と
ほぼ同額

前年度と
ほぼ同額

※汚水ポンプ場費　　　　　　２７５５万円

前年度と
ほぼ同額

各種特別会計予算の状況各種特別会計予算の状況
６年度

反
対
反
対

歌
川
　
渡

後
期
高
齢
者
医
療

佐
藤
直
美

賛
成
賛
成

※

公
園
墓
地
会
計
は

　
反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

賛
成
賛
成

佐
藤
信
輝

歌
川
　
渡

水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

反
対
反
対

反
対
反
対

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

鈴
木
　
篤

介
護
保
険

反
対
反
対

歌
川
　
渡

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

能
勢
鯨
太

賛
成
賛
成

熊
谷
明
美

賛
成
賛
成

論

討
　
次
の
点
で
反
対
す
る
。

①
　
防
災・減
災
事
業
で
、住
宅
耐
震
改
修

や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
、住
宅
用
火
災
報

知
器
な
ど
の
助
成
を
更
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

②
　
小
学
校
入
学
祝
金
支
給
事
業
を
中
学

校
入
学
に
拡
充
す
べき
。

③
　
保
育
事
業
で
の
会
計
年
度
任
用
職
員

比
率
が
高
く
、常
勤
雇
用
と
し
て
充
実
を
図

る
べき
。

④
　
汐
見
台
地
区
駐
車
場
管
理
組
合
と
の

契
約
内
容
を
見
直
す
べき
。

⑤
　
児
童
遊
園
の
設
備
を
法
令
等
に
準
拠

す
る
よ
う
に
充
足
す
べき
。

　
次
の
点
で
賛
成
す
る
。

①
　「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
新
た
に

設
置
し
、児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
一
体
化

一
般
会
計

賛
成
賛
成

鈴
木
洋
市

歌
川
　
渡

下
水
道
事
業
会
計
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新たな活用に期待
（解体されるアーチェリー場）

みんながますます輝く舞台

照明操作室照明操作室

こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

答

答

質
　疑

こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

■一般会計の主な補正予算項目

岡
﨑
　
正
憲

問

問

　
　
工
事
中
の
安
全
対
策
は
。

討
　論

討
　論

歌
川
　
渡

仁
田
　
秀
和 七ヶ浜国際村

舞台照明設備
改修工事

債務負担行為の補正

歳出（支出）

歳入（収入）

地方交付税

財政調整基金
繰入金

2億863万円

2億1770万円

再算定による臨時経済対策費分等の算定
変更などがあり交付額が確定したため
物件費、普通建設事業費の整理や町税の
増収および普通交付税の再算定で追加措
置されたことなどにより取り崩しを抑える
ことができたため

事業名

項　　目 理　　由補　正　額

限度額 理　由期　間

６年度
↓

5年度から
6年度まで

1億4000万円
↓

2億9000万円

事業総額２億9000万円
のうち、１億5000万円
を前払い金として計上
していた。前払い金が
不要となったため、５
年度中に減額補正し改
めて計上するもの

さくら放課後児童
クラブ改築工事を
減額
野外活動センター
相撲場及びアーチェ
リー場解体整地工事

△2431万円

964万円

改築工事の整備事業が完了することから
整理するもの

相撲場は解体撤去し令和６年度中に活用
方法を検討アーチェリー場は解体撤去後、
芝張り予定

項　　目 理　　由補　正　額

七ヶ浜中学校プール
トイレ改修工事・屋内
運動場屋上防水工事

431万円

プールトイレ改修工事は、水流が弱く支障
があるためタンク式便器に改修
屋内運動場は玄関エリアの雨漏りにより照
明器具が漏電することから防水改修工事

生涯学習センター
防水対策工事

435万円

七ヶ浜健康スポーツ
センター指定管理料
へ追加

492万円

指定管理者が支出削減対策を講じてきた
ものの、コロナ感染拡大による利用控えや
災害復旧工事などによる不可抗力に対
する赤字補てん

生涯学習センター屋上から雨漏りが散
見されることから、シート、防水シー
リング工事を施工

所得別階級区分 年額介護保険料 対象人数（令和６年） 年額増減（８期比）

１～３段階

４～１３段階

22,572円　～　54,252円

71,280円　～　190,080円

1,499人

4,493人

△1,152円　～　1,548円

4,320円　～　59,880円

答 問問

答答

●
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

内
　
容

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
実
施
に
あ
た
り
、所
得
段

階
別
保
険
料
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　　
国
保
税
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
は
、物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
町
民
の
負
担
増
に

な
る
。

　
基
金
を
取
り
崩
し
、介
護

保
険
料
を
据
え
置
く
こ
と
を

求
め
る
。

　
安
定
的
な
事
業
運
営
を
図

る
上
で
適
正
と
判
断
す
る
。

ま
た
保
険
料
率
を
13
段
階
に

細
分
化
し
低
所
得
者
等
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
５
年
度
国
際
村
舞
台
照
明

設
備
改
修
工
事

・
契
約
金
額

　
２
億
７
２
８
０
万
円

・
契
約
先
　

株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク

塩
釡
営
業
所

・
落
札
率
：
99・88
％

　
　
５
年
度
当
初
予
算
で
議

　
　
決
し
た
案
件
が
年
度
末

に
締
結
に
な
っ
た
経
緯
は
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長
　

　
　
設
計
な
ど
の
見
積
も
り

は
職
員
が
行
い
、12
月
に
起

案
し
、年
度
末
の
発
注
に
な

っ
た
。

　
　
落
札
率
が
過
去
に
あ
ま

　
　
り
例
を
見
な
い
事
例
に

な
っ
て
い
る
。し
か
も
当
初

２
社
だ
っ
た
が
１
社
が
辞
退

し
た
。こ
の
こ
と
を
執
行
部

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、設
計
を
外
注
し
な
か

っ
た
理
由
は
。

　
　
財
政
課
長
　
資
材
不
足・

　
　
物
価
高
騰
で
、入
札
参

加
業
者
が
い
る
か
不
安
が
あ

っ
た
。結
果
的
に
は
高
い
落

札
率
で
決
ま
っ
た
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長
　

　
　
民
間
業
者
か
ら
採
用
し

た
、照
明
関
係
の
専
門
性
が
高

い
職
員
が
設
計
し
積
算
し
た
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
国
に
対
し
、自
由
民
主
党

の
派
閥
が
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
の
収
入
の
一
部
を
収
支

報
告
書
不
記
載
に
つ
い
て
、

国
民
に
説
明
責
任
果
た
す
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

　　「
政
治
資
金
の
還
流
と
そ

の
処
理
」に
対
し
て
は
、多

く
の
国
民
、自
分
自
身
を
含

め
憤
慨
に
堪
え
な
い
。

　
疑
惑
解
明
に
向
け
て
、衆

参
両
院
政
倫
審
に
て
審
議
中

で
規
正
法
等
の
見
直
し
や
内

部
か
ら
の
自
浄
作
用
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。現
時
点

で
意
見
書
を
提
出
す
る
時

期
で
は
な
い
。

採
決
の
結
果

反
対
多
数
で
否
決

ふ
ん 

が
い

た

反
対
反
対

反
対
反
対

賛
成
賛
成

●
七
ヶ
浜
国
際
村
舞
台
照
明

設
備
改
修
工
事

（
限
度
額２

億
９
０
０
０
万
円
）

　
　

　
　
施
工
か
ら
30
年
以
上
過

　
　
ぎ
、老
朽
化
し
て
い
る

施
設
の
設
備
改
修
が
今
回
の

目
的
。照
明
を
L
E
D
化
す

る
も
の
で
あ
る
。 

●
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
相
撲

場
及
び
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
解

体
整
地
工
事

　
　
　
　
　（
９
６
４
万
円
）

　
　

　
　
生
涯
学
習
課
長
　

　
　
相
撲
場
に
隣
接
し
て
い

る
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
、工

事
車
両
の
出
入
り
が
あ
る
た

め
、安
全
面
か
ら
使
用
不
可

と
す
る
期
間
が
出
る
。安
全

を
優
先
し
て
工
事
を
進
め
る
。

　
舞
台
上
の
照
明
約
１
５
０

灯
、客
席
上
約
60
灯
。さ
ら
に
、

照
明
操
作
室
の
設
備
改
修
も

行
う
。ホ
ー
ル
の
中
、客
席
全

般
に
わ
た
っ
て
改
修
工
事
を

行
う
内
容
で
あ
る
。

　
工
期
は
９
月
中
旬
か
ら
11

月
中
旬
ま
で
の
予
定
。

　
　
工
事
内
容
と
工
期
は
。

翌年度以降の債務を予算で決めておくことをいいます。
一般家庭に例えると「ローン」にあたります。

補正
予算

議案
審議

相撲場とアーチェリー場解体へ介護保険条例の
　　　　　　一部を改正

条
　
例
　
改
　
正

議
員
提
出
議
案

　５年度一般会計補正予算（第７号）は、２億１６５７万円を減額し、
総額を８０億６３６８万円としました。本議案は原案のとおり可決し
ました。

債務負担行為とは
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新たな活用に期待
（解体されるアーチェリー場）

みんながますます輝く舞台

照明操作室照明操作室

こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

答

答

質
　疑

こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

■一般会計の主な補正予算項目

岡
﨑
　
正
憲

問

問

　
　
工
事
中
の
安
全
対
策
は
。

討
　論

討
　論

歌
川
　
渡

仁
田
　
秀
和 七ヶ浜国際村

舞台照明設備
改修工事

債務負担行為の補正

歳出（支出）

歳入（収入）

地方交付税

財政調整基金
繰入金

2億863万円

2億1770万円

再算定による臨時経済対策費分等の算定
変更などがあり交付額が確定したため
物件費、普通建設事業費の整理や町税の
増収および普通交付税の再算定で追加措
置されたことなどにより取り崩しを抑える
ことができたため

事業名

項　　目 理　　由補　正　額

限度額 理　由期　間

６年度
↓

5年度から
6年度まで

1億4000万円
↓

2億9000万円

事業総額２億9000万円
のうち、１億5000万円
を前払い金として計上
していた。前払い金が
不要となったため、５
年度中に減額補正し改
めて計上するもの

さくら放課後児童
クラブ改築工事を
減額
野外活動センター
相撲場及びアーチェ
リー場解体整地工事

△2431万円

964万円

改築工事の整備事業が完了することから
整理するもの

相撲場は解体撤去し令和６年度中に活用
方法を検討アーチェリー場は解体撤去後、
芝張り予定

項　　目 理　　由補　正　額

七ヶ浜中学校プール
トイレ改修工事・屋内
運動場屋上防水工事

431万円

プールトイレ改修工事は、水流が弱く支障
があるためタンク式便器に改修
屋内運動場は玄関エリアの雨漏りにより照
明器具が漏電することから防水改修工事

生涯学習センター
防水対策工事

435万円

七ヶ浜健康スポーツ
センター指定管理料
へ追加

492万円

指定管理者が支出削減対策を講じてきた
ものの、コロナ感染拡大による利用控えや
災害復旧工事などによる不可抗力に対
する赤字補てん

生涯学習センター屋上から雨漏りが散
見されることから、シート、防水シー
リング工事を施工

所得別階級区分 年額介護保険料 対象人数（令和６年） 年額増減（８期比）

１～３段階

４～１３段階

22,572円　～　54,252円

71,280円　～　190,080円

1,499人

4,493人

△1,152円　～　1,548円

4,320円　～　59,880円

答 問問

答答

●
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

内
　
容

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
実
施
に
あ
た
り
、所
得
段

階
別
保
険
料
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　　
国
保
税
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
は
、物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
町
民
の
負
担
増
に

な
る
。

　
基
金
を
取
り
崩
し
、介
護

保
険
料
を
据
え
置
く
こ
と
を

求
め
る
。

　
安
定
的
な
事
業
運
営
を
図

る
上
で
適
正
と
判
断
す
る
。

ま
た
保
険
料
率
を
13
段
階
に

細
分
化
し
低
所
得
者
等
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
５
年
度
国
際
村
舞
台
照
明

設
備
改
修
工
事

・
契
約
金
額

　
２
億
７
２
８
０
万
円

・
契
約
先
　

株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク

塩
釡
営
業
所

・
落
札
率
：
99・88
％

　
　
５
年
度
当
初
予
算
で
議

　
　
決
し
た
案
件
が
年
度
末

に
締
結
に
な
っ
た
経
緯
は
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長
　

　
　
設
計
な
ど
の
見
積
も
り

は
職
員
が
行
い
、12
月
に
起

案
し
、年
度
末
の
発
注
に
な

っ
た
。

　
　
落
札
率
が
過
去
に
あ
ま

　
　
り
例
を
見
な
い
事
例
に

な
っ
て
い
る
。し
か
も
当
初

２
社
だ
っ
た
が
１
社
が
辞
退

し
た
。こ
の
こ
と
を
執
行
部

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、設
計
を
外
注
し
な
か

っ
た
理
由
は
。

　
　
財
政
課
長
　
資
材
不
足・

　
　
物
価
高
騰
で
、入
札
参

加
業
者
が
い
る
か
不
安
が
あ

っ
た
。結
果
的
に
は
高
い
落

札
率
で
決
ま
っ
た
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長
　

　
　
民
間
業
者
か
ら
採
用
し

た
、照
明
関
係
の
専
門
性
が
高

い
職
員
が
設
計
し
積
算
し
た
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
国
に
対
し
、自
由
民
主
党

の
派
閥
が
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
の
収
入
の
一
部
を
収
支

報
告
書
不
記
載
に
つ
い
て
、

国
民
に
説
明
責
任
果
た
す
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

　　「
政
治
資
金
の
還
流
と
そ

の
処
理
」に
対
し
て
は
、多

く
の
国
民
、自
分
自
身
を
含

め
憤
慨
に
堪
え
な
い
。

　
疑
惑
解
明
に
向
け
て
、衆

参
両
院
政
倫
審
に
て
審
議
中

で
規
正
法
等
の
見
直
し
や
内

部
か
ら
の
自
浄
作
用
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。現
時
点

で
意
見
書
を
提
出
す
る
時

期
で
は
な
い
。

採
決
の
結
果

反
対
多
数
で
否
決

ふ
ん 

が
い

た

反
対
反
対

反
対
反
対

賛
成
賛
成

●
七
ヶ
浜
国
際
村
舞
台
照
明

設
備
改
修
工
事

（
限
度
額２

億
９
０
０
０
万
円
）

　
　

　
　
施
工
か
ら
30
年
以
上
過

　
　
ぎ
、老
朽
化
し
て
い
る

施
設
の
設
備
改
修
が
今
回
の

目
的
。照
明
を
L
E
D
化
す

る
も
の
で
あ
る
。 

●
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
相
撲

場
及
び
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
解

体
整
地
工
事

　
　
　
　
　（
９
６
４
万
円
）

　
　

　
　
生
涯
学
習
課
長
　

　
　
相
撲
場
に
隣
接
し
て
い

る
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
、工

事
車
両
の
出
入
り
が
あ
る
た

め
、安
全
面
か
ら
使
用
不
可

と
す
る
期
間
が
出
る
。安
全

を
優
先
し
て
工
事
を
進
め
る
。

　
舞
台
上
の
照
明
約
１
５
０

灯
、客
席
上
約
60
灯
。さ
ら
に
、

照
明
操
作
室
の
設
備
改
修
も

行
う
。ホ
ー
ル
の
中
、客
席
全

般
に
わ
た
っ
て
改
修
工
事
を

行
う
内
容
で
あ
る
。

　
工
期
は
９
月
中
旬
か
ら
11

月
中
旬
ま
で
の
予
定
。

　
　
工
事
内
容
と
工
期
は
。

翌年度以降の債務を予算で決めておくことをいいます。
一般家庭に例えると「ローン」にあたります。

補正
予算

議案
審議

相撲場とアーチェリー場解体へ介護保険条例の
　　　　　　一部を改正

条
　
例
　
改
　
正

議
員
提
出
議
案

　５年度一般会計補正予算（第７号）は、２億１６５７万円を減額し、
総額を８０億６３６８万円としました。本議案は原案のとおり可決し
ました。

債務負担行為とは

⑬  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑫



条　例　改　正　ほ　か

●全会一致の議案等

〇工事請負契約の締結について「令和５年度七ヶ浜国際村舞台照明設備改修工事」13㌻参照
〇総合開発審議会条例及び農業委員候補者評価委員条例の一部改正
〇都市計画税条例の一部改正
〇漁港管理条例の一部改正
〇特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条
　例の一部改正
〇指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
〇指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
　予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
〇指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
　法に関する基準を定める条例の一部改正
〇指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
〇監査委員条例の一部改正
〇給水条例の一部改正

●賛否が分かれた議案等

○賛成　　●反対　　議長は採決に加わらない。

６年度介護保険特別会計予算

鈴
木
　
洋
市

鈴
木
　
　
篤

岡
﨑
　
正
憲

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

佐
藤
　
信
輝

能
勢
　
鯨
太

鈴
木
　
　
博

鈴
木
　
惠
子

佐
藤
　
直
美

熊
谷
　
明
美

佐
藤
　
壮
一

遠
藤
　
喜
二

掲　載
ページ議　 案　名

可決

６年度国民健康保険事業特別会計予算
６年度一般会計予算

歌
川
　
　
渡

仁
田
　
秀
和

安
倍
　
敏
彦

11 211 ○○○○○○○ ○○○○ ●● ー

６年度後期高齢者医療特別会計予算
６年度水道会計予算

政治資金規制法に係る疑惑解明を求める意
見書（議員提出議案）

介護保険条例の一部改正
６年度下水道事業会計予算

可決11 211
11
11
11
11
13

13

○○○○○○○ ○○○○ ●● ー
可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー

可決10 3 ○○○○○ ○○○○ ● ー
可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー
可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー

可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー

○
○
○
○
○

●

●●● ●●●●●● ○○○ ○ ー

●
●
●
●
●

4 9 否決

　賛否が分かれた案件は採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しま
した。なお、議案名は略して記載しています。

定例会３月会議　提出議案採決結果一覧　（３/1～1５）

⑮ しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 ⑭

議員提出議案

〇地域を支える、中小・小規模事業者の支援に重点を置いた経済
　対策の早期実施を求める意見書
〇七ヶ浜町議会委員会条例の一部を改正
〇後期高齢者医療制度に関する意見書

補　正　予　算

５年度一般会計補正予算（第７号）12㌻参照
５年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）
５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
５年度公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）
５年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
５年度水道事業会計補正予算（第５号）

２月
会議

国保会計に１億円を繰り入れ

●
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

内
　
容
　

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

必
要
な
組
織
改
編
を
行
う
も

の
で
す
。

　
　
政
策
課
と
財
政
課
を
一

　
　
体
化
す
る
こ
と
に
よ
る

町
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
総
務
課
長
　
政
策
推
進

　
　
に
あ
た
っ
て
の
調
整
連

絡
や
、予
算
配
置
を
担
う
重

要
な
課
が一
体
化
す
る
こ
と

で
、現
場
の
方
の
動
き
が
さ

ら
に
良
く
な
る
こ
と
が
メ
リ

ッ
ト
だ
と
考
え
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
で
は

　
　
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
人
材
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、人
材
育
成
は
。

　
　
内
部
で
職
員
と
し
て
育

　
　
成
す
る
の
が
最
も
良
い

が
、外
部
委
託
な
ど
も
柔
軟

に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

内
　
容

　
５
年
度
の一
般
会
計
予
算

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

６
１
０
３
万
円
を
追
加
し
総

額
を
82
億
８
０
２
４
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

●
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

（
１
億
６
８
７
万
円
）

内
　
容

　
国
保
残
高
が
不
足
と
な
っ

て
い
る
た
め
の
繰
入
れ
と
、能

登
半
島
地
震
に
対
す
る
災
害

派
遣
な
ど
の
対
応
を
す
る
た

め
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

　
　
現
在
の
基
金
残
高
は
。

　
　
財
政
課
長
　
５
年
度
末

　
　
で
13
億
４
９
４
０
万
円

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
支
給
事
業
費

　
　
　
　（
５
４
１
６
万
円
）

内
　
容

　
本
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。

　
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

　
　
援
給
付
金
の
申
請
期
限

が
令
和
６
年
８
月
末
で
あ
る

が
、申
請
漏
れ
を
防
ぐ
工
夫

や
支
給
時
期
は
。　

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
広
報

　
　
の
３
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
を
徹

底
し
、速
や
か
に
支
給
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算   

（
第
４
号
）

内
　
容

　
一
般
会
計
繰
入
金
を
財
源

と
し
て
、財
政
調
整
基
金
積

立
金
へ
追
加
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
円
を
追
加
し
総

額
24
億
５
７
２
７
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
法
定
繰
入
以

　
　
外
は一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
な
か
っ
た
が
、今

回
、１
億
円
も
の
繰
り
入
れ

を
行
っ
た
理
由
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
一
般

　
　
的
に
は
国
保
財
政
は
特

別
会
計
の
中
で
賄
う
と
い
う

こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る

が
、今
回
は
、税
率
を
上
昇
改

定
し
て
も
国
保
特
別
会
計
が

不
安
定
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

た
め
、緊
急
避
難
的
に一般
会

計
か
ら一
時
的
に
繰
り
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

質
　疑

質
　疑

質
　疑

補
　
正
　
予
　
算

条
　
例
　
改
　
正

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

　２月14日に２月会議を開催し、課設置条例の改正や一般会計補正予算、
国保特別会計補正予算などを審議しました。

質
　疑

 課名  課名  係名  主な業務  連絡先
 地域振興
 交通対策
 統計

 広報・広聴
 商工・観光
 農林業
 水産業

 デジタル化の推進  357-7436
 企画調整係  町政の総合企画  357-7438
 財政係  財政  357-2117

水道事業所 　上下水道事業所 係・連絡先の変更なし

政策課

財政課

産業課
 企画財政課

 まちづくり振興課
 まちづくり推進係  357-7443

 産業振興係  357-7444

 デジタル推進室

こんなことが決まりました－2月会議での議案審議－

機構改革

 ー

５
年
度
ま
で

６
年
度
か
ら



条　例　改　正　ほ　か

●全会一致の議案等

〇工事請負契約の締結について「令和５年度七ヶ浜国際村舞台照明設備改修工事」13㌻参照
〇総合開発審議会条例及び農業委員候補者評価委員条例の一部改正
〇都市計画税条例の一部改正
〇漁港管理条例の一部改正
〇特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条
　例の一部改正
〇指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
〇指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
　予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
〇指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
　法に関する基準を定める条例の一部改正
〇指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
〇監査委員条例の一部改正
〇給水条例の一部改正

●賛否が分かれた議案等

○賛成　　●反対　　議長は採決に加わらない。

６年度介護保険特別会計予算

鈴
木
　
洋
市

鈴
木
　
　
篤

岡
﨑
　
正
憲

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

佐
藤
　
信
輝

能
勢
　
鯨
太

鈴
木
　
　
博

鈴
木
　
惠
子

佐
藤
　
直
美

熊
谷
　
明
美

佐
藤
　
壮
一

遠
藤
　
喜
二

掲　載
ページ議　 案　名

可決

６年度国民健康保険事業特別会計予算
６年度一般会計予算

歌
川
　
　
渡

仁
田
　
秀
和

安
倍
　
敏
彦

11 211 ○○○○○○○ ○○○○ ●● ー

６年度後期高齢者医療特別会計予算
６年度水道会計予算

政治資金規制法に係る疑惑解明を求める意
見書（議員提出議案）

介護保険条例の一部改正
６年度下水道事業会計予算

可決11 211
11
11
11
11
13

13

○○○○○○○ ○○○○ ●● ー
可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー

可決10 3 ○○○○○ ○○○○ ● ー
可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー
可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー

可決11 2 ○○○○○○ ○○○○ ● ー

○
○
○
○
○

●

●●● ●●●●●● ○○○ ○ ー

●
●
●
●
●

4 9 否決

　賛否が分かれた案件は採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しま
した。なお、議案名は略して記載しています。

定例会３月会議　提出議案採決結果一覧　（３/1～1５）

⑮ しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 ⑭

議員提出議案

〇地域を支える、中小・小規模事業者の支援に重点を置いた経済
　対策の早期実施を求める意見書
〇七ヶ浜町議会委員会条例の一部を改正
〇後期高齢者医療制度に関する意見書

補　正　予　算

５年度一般会計補正予算（第７号）12㌻参照
５年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）
５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
５年度公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）
５年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
５年度水道事業会計補正予算（第５号）

２月
会議

国保会計に１億円を繰り入れ

●
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

内
　
容
　

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

必
要
な
組
織
改
編
を
行
う
も

の
で
す
。

　
　
政
策
課
と
財
政
課
を
一

　
　
体
化
す
る
こ
と
に
よ
る

町
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
総
務
課
長
　
政
策
推
進

　
　
に
あ
た
っ
て
の
調
整
連

絡
や
、予
算
配
置
を
担
う
重

要
な
課
が一
体
化
す
る
こ
と

で
、現
場
の
方
の
動
き
が
さ

ら
に
良
く
な
る
こ
と
が
メ
リ

ッ
ト
だ
と
考
え
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
で
は

　
　
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
人
材
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、人
材
育
成
は
。

　
　
内
部
で
職
員
と
し
て
育

　
　
成
す
る
の
が
最
も
良
い

が
、外
部
委
託
な
ど
も
柔
軟

に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

内
　
容

　
５
年
度
の一
般
会
計
予
算

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

６
１
０
３
万
円
を
追
加
し
総

額
を
82
億
８
０
２
４
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

●
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

（
１
億
６
８
７
万
円
）

内
　
容

　
国
保
残
高
が
不
足
と
な
っ

て
い
る
た
め
の
繰
入
れ
と
、能

登
半
島
地
震
に
対
す
る
災
害

派
遣
な
ど
の
対
応
を
す
る
た

め
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

　
　
現
在
の
基
金
残
高
は
。

　
　
財
政
課
長
　
５
年
度
末

　
　
で
13
億
４
９
４
０
万
円

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
支
給
事
業
費

　
　
　
　（
５
４
１
６
万
円
）

内
　
容

　
本
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。

　
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

　
　
援
給
付
金
の
申
請
期
限

が
令
和
６
年
８
月
末
で
あ
る

が
、申
請
漏
れ
を
防
ぐ
工
夫

や
支
給
時
期
は
。　

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
広
報

　
　
の
３
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
を
徹

底
し
、速
や
か
に
支
給
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算   

（
第
４
号
）

内
　
容

　
一
般
会
計
繰
入
金
を
財
源

と
し
て
、財
政
調
整
基
金
積

立
金
へ
追
加
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
円
を
追
加
し
総

額
24
億
５
７
２
７
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
法
定
繰
入
以

　
　
外
は一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
な
か
っ
た
が
、今

回
、１
億
円
も
の
繰
り
入
れ

を
行
っ
た
理
由
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
一
般

　
　
的
に
は
国
保
財
政
は
特

別
会
計
の
中
で
賄
う
と
い
う

こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る

が
、今
回
は
、税
率
を
上
昇
改

定
し
て
も
国
保
特
別
会
計
が

不
安
定
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

た
め
、緊
急
避
難
的
に一般
会

計
か
ら一
時
的
に
繰
り
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

質
　疑

質
　疑

質
　疑

補
　
正
　
予
　
算

条
　
例
　
改
　
正

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

　２月14日に２月会議を開催し、課設置条例の改正や一般会計補正予算、
国保特別会計補正予算などを審議しました。

質
　疑

 課名  課名  係名  主な業務  連絡先
 地域振興
 交通対策
 統計

 広報・広聴
 商工・観光
 農林業
 水産業

 デジタル化の推進  357-7436
 企画調整係  町政の総合企画  357-7438
 財政係  財政  357-2117

水道事業所 　上下水道事業所 係・連絡先の変更なし

政策課

財政課

産業課
 企画財政課

 まちづくり振興課
 まちづくり推進係  357-7443

 産業振興係  357-7444

 デジタル推進室

こんなことが決まりました－2月会議での議案審議－

機構改革

 ー

５
年
度
ま
で

６
年
度
か
ら



　３月会議の一般質問は、３月14日と15日に行い９人が活発な議
論を展開しました。
　内容は17～25ページに掲載しています。なお、タイトルは通告
のとおりです。

一 般 質 問 一 覧 表

町 

政 

を 

問 

う

○ １か月児健診での聴覚検査及び５才児の健康診査の実施は
○ 発達障がいへの支援は

熊谷　明美　・・・・・・・ 19ページ

○ 民間建立戦没者慰霊碑の安置されるべき場所について
○ 町道七ヶ浜縦断線の桜が大事か、躑躅が大事かについて

遠藤　喜二　・・・・・・・ 20ページ

○ 聴力健診と、補聴器購入への助成について
鈴木　惠子　・・・・・・・ 21ページ

○ 防犯対策について
鈴木　洋市　・・・・・・・ 22ページ

○ 大規模災害の備えについて
○ 生涯学習センター、野外活動センター、スポーツ施設の充実策
　 について

佐藤　直美　・・・・・・・ 23ページ

○ 部活動の地域移行およびスポーツ奨励金制度について
鈴木　博　　・・・・・・・ 24ページ

○ 施政方針及び少子高齢化対策について
○ 公共施設の更新問題について
○ 今年１月に発生した大しけの影響による、のり養殖施設破壊や
　 赤腐れ病に伴う減収への救済策について

仁田　秀和　・・・・・・・ 17ページ

○ 水道料金の引き下げを
○ 災害時の避難場所となっている拠点・指定避難所に貯水タンク
　 の設置及び小・中学校体育館にエアコンの設置を
○ 老人福祉センターの環境改善を

歌川　渡　　・・・・・・・ 18ページ

○ 町民バス「ぐるりんこ」のオンデマンド化について
○ 海水浴場マナーアップ条例について
○ トライアスロン大会新会場について

能勢　鯨太　・・・・・・・ 25ページ

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑰  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑯

ズバリズバリ

つ つじ

町長町長町長　国の動向を注視していきたい

　
　全
国
的
に
、A
I
技
術

　
　を
活
用
し
た
婚
活
事
業

が
進
ん
で
い
る
。
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
た

婚
活
事
業
を
進
め
る
考
え
は
。

　
　県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
事

　
　業
を
実
施
し
て
い
る
。

結
婚
に
対
す
る
考
え
方
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。行
政
が
こ

れ
が
決
め
手
だ
と
い
う
も
の

が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。マ

ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
も
含
め
、他

自
治
体
の
取
組
情
報
を
取
り

入
れ
考
え
た
い
。

　
　少
子
化
対
策
と
し
て
、

　
　小
学
校
入
学
祝
い
金
を

支
給
し
て
い
る
が
、負
担
軽

減
を
図
る
た
め
中
学
校
入
学

祝
い
金
を
支
給
す
る
考
え
は
。

　
　子
育
て
施
策
と
し
て
実

　
　施
し
て
い
る
ほ
か
の
自

治
体
は
あ
る
が
、効
果
が
表

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
本
町
と
し
て
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
な
ど
の
事
業

に
資
金
を
投
じ
て
き
た
。

　
　さ
ま
ざ
ま
な
少
子
化
対

　
　策
事
業
を
進
め
る
た
め

に
は
財
源
の
確
保
も
課
題
で

あ
る
。全
国
的
に
も
議
論
が

進
ん
で
い
る
、敬
老
祝
い
金
な

ど
の
見
直
し
を
図
る
考
え
は
。

ま
た
、
代
替
案
と
し
て
、
ぐ

る
り
ん
こ
の
永
年
無
償
化
も

考
え
ら
れ
る
が
。

　
　さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
、

　
　在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

　
　い
る
本
町
で
は
、移
住
定

住
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

土
地
利
用
の
最
適
化
や
地
域

全
体
の
再
生
、移
住
定
住
促

進
の
た
め
に
、土
地
区
画
整

理
な
ど
の
必
要
性
を
調
査
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　以
前
か
ら
調
査
を
し
て

　
　い
る
が
、市
街
化
区
域
の

未
利
用
地
の
活
用
が
進
ま
な

い
。市
街
化
区
域
の
有
効
活

用
を
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
　高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

　
　地
域
に
お
け
る
、若
手

世
代
の
育
成
や
参
画
促
進
を

町
と
し
て
後
押
し
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、地

区
で
は
役
員
な
ど
の
な
り
手

不
足
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
る
が
。

　
　総
務
課
長
　区
長
会
な

　
　ど
を
通
し
て
、各
地
区
の

取
組
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
浜
地
区
で
は
若
い
住
民

の
育
成
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

各
地
区
に
紹
介
し
な
が
ら
後

継
者
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き

れ
ば
と
考
え
る
。

※その他にもこんな質問をしました。
「公共施設の更新問題について」
「今年１月に発生した大しけの影響によ
る、ノリ養殖施設の破壊や赤腐れ病に伴
う減収へお救済策について」

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

町長

少子化対策は

問答問答

問答

問答

答 問 答

問答

問答問

　
　本
町
の
少
子
高
齢
化
の

　
　深
刻
度
を
町
長
は
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　町
長
　日
本
が
直
面
し

　
　て
い
る
最
も
深
刻
な
社

会
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。厚

労
省
が
発
表
し
た
令
和
５
年

の
出
生
数
は
76
万
人
を
割
り

込
ん
で
い
る
。政
府
と
地
方

自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な

課
題
と
捉
え
て
い
る
。政
府

が
打
ち
出
す
施
策
や
制
度
を

注
視
し
て
町
の
対
応
を
考
え

て
い
く
。

　
　子
ど
も
を
産
み
た
い
が
、

　
　経
済
や
就
労
状
況
な
ど

に
よ
り
、子
ど
も
が
産
め
な

い
と
い
っ
た
方
々
に
寄
り
添

え
る
よ
う
な
政
策
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　今
後
、国
が
打
ち
出
す

　
　政
策
を
漏
ら
さ
ず
に
、

把
握
す
る
と
と
も
に
、本
町

で
、
で
き
る
も
の
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　町
独
自
の
就
職
支
援
も

　
　必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　一
時
的
な
補
助
金
な
ど

　
　で
、人
口
が
増
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
今
後
、分
析

し
て
い
き
た
い
。

※その他にもこんな質問をしました。
「公共施設の更新問題について」
「今年１月に発生した大しけの影響によ
る、ノリ養殖施設の破壊や赤腐れ病に伴
う減収への救済策について」

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

未来のいぶき



　３月会議の一般質問は、３月14日と15日に行い９人が活発な議
論を展開しました。
　内容は17～25ページに掲載しています。なお、タイトルは通告
のとおりです。

一 般 質 問 一 覧 表

町 

政 

を 

問 

う

○ １か月児健診での聴覚検査及び５才児の健康診査の実施は
○ 発達障がいへの支援は

熊谷　明美　・・・・・・・ 19ページ

○ 民間建立戦没者慰霊碑の安置されるべき場所について
○ 町道七ヶ浜縦断線の桜が大事か、躑躅が大事かについて

遠藤　喜二　・・・・・・・ 20ページ

○ 聴力健診と、補聴器購入への助成について
鈴木　惠子　・・・・・・・ 21ページ

○ 防犯対策について
鈴木　洋市　・・・・・・・ 22ページ

○ 大規模災害の備えについて
○ 生涯学習センター、野外活動センター、スポーツ施設の充実策
　 について

佐藤　直美　・・・・・・・ 23ページ

○ 部活動の地域移行およびスポーツ奨励金制度について
鈴木　博　　・・・・・・・ 24ページ

○ 施政方針及び少子高齢化対策について
○ 公共施設の更新問題について
○ 今年１月に発生した大しけの影響による、のり養殖施設破壊や
　 赤腐れ病に伴う減収への救済策について

仁田　秀和　・・・・・・・ 17ページ

○ 水道料金の引き下げを
○ 災害時の避難場所となっている拠点・指定避難所に貯水タンク
　 の設置及び小・中学校体育館にエアコンの設置を
○ 老人福祉センターの環境改善を

歌川　渡　　・・・・・・・ 18ページ

○ 町民バス「ぐるりんこ」のオンデマンド化について
○ 海水浴場マナーアップ条例について
○ トライアスロン大会新会場について

能勢　鯨太　・・・・・・・ 25ページ

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑰  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑯

ズバリズバリ

つ つじ

町長町長町長　国の動向を注視していきたい

　
　全
国
的
に
、A
I
技
術

　
　を
活
用
し
た
婚
活
事
業

が
進
ん
で
い
る
。
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
た

婚
活
事
業
を
進
め
る
考
え
は
。

　
　県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
事

　
　業
を
実
施
し
て
い
る
。

結
婚
に
対
す
る
考
え
方
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。行
政
が
こ

れ
が
決
め
手
だ
と
い
う
も
の

が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。マ

ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
も
含
め
、他

自
治
体
の
取
組
情
報
を
取
り

入
れ
考
え
た
い
。

　
　少
子
化
対
策
と
し
て
、

　
　小
学
校
入
学
祝
い
金
を

支
給
し
て
い
る
が
、負
担
軽

減
を
図
る
た
め
中
学
校
入
学

祝
い
金
を
支
給
す
る
考
え
は
。

　
　子
育
て
施
策
と
し
て
実

　
　施
し
て
い
る
ほ
か
の
自

治
体
は
あ
る
が
、効
果
が
表

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
本
町
と
し
て
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
な
ど
の
事
業

に
資
金
を
投
じ
て
き
た
。

　
　さ
ま
ざ
ま
な
少
子
化
対

　
　策
事
業
を
進
め
る
た
め

に
は
財
源
の
確
保
も
課
題
で

あ
る
。全
国
的
に
も
議
論
が

進
ん
で
い
る
、敬
老
祝
い
金
な

ど
の
見
直
し
を
図
る
考
え
は
。

ま
た
、
代
替
案
と
し
て
、
ぐ

る
り
ん
こ
の
永
年
無
償
化
も

考
え
ら
れ
る
が
。

　
　さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
、

　
　在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

　
　い
る
本
町
で
は
、移
住
定

住
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

土
地
利
用
の
最
適
化
や
地
域

全
体
の
再
生
、移
住
定
住
促

進
の
た
め
に
、土
地
区
画
整

理
な
ど
の
必
要
性
を
調
査
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　以
前
か
ら
調
査
を
し
て

　
　い
る
が
、市
街
化
区
域
の

未
利
用
地
の
活
用
が
進
ま
な

い
。市
街
化
区
域
の
有
効
活

用
を
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
　高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

　
　地
域
に
お
け
る
、若
手

世
代
の
育
成
や
参
画
促
進
を

町
と
し
て
後
押
し
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、地

区
で
は
役
員
な
ど
の
な
り
手

不
足
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
る
が
。

　
　総
務
課
長
　区
長
会
な

　
　ど
を
通
し
て
、各
地
区
の

取
組
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
浜
地
区
で
は
若
い
住
民

の
育
成
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

各
地
区
に
紹
介
し
な
が
ら
後

継
者
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き

れ
ば
と
考
え
る
。

※その他にもこんな質問をしました。
「公共施設の更新問題について」
「今年１月に発生した大しけの影響によ
る、ノリ養殖施設の破壊や赤腐れ病に伴
う減収へお救済策について」

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

町長

少子化対策は

問答問答

問答

問答

答 問 答

問答

問答問

　
　本
町
の
少
子
高
齢
化
の

　
　深
刻
度
を
町
長
は
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　町
長
　日
本
が
直
面
し

　
　て
い
る
最
も
深
刻
な
社

会
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。厚

労
省
が
発
表
し
た
令
和
５
年

の
出
生
数
は
76
万
人
を
割
り

込
ん
で
い
る
。政
府
と
地
方

自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な

課
題
と
捉
え
て
い
る
。政
府

が
打
ち
出
す
施
策
や
制
度
を

注
視
し
て
町
の
対
応
を
考
え

て
い
く
。

　
　子
ど
も
を
産
み
た
い
が
、

　
　経
済
や
就
労
状
況
な
ど

に
よ
り
、子
ど
も
が
産
め
な

い
と
い
っ
た
方
々
に
寄
り
添

え
る
よ
う
な
政
策
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　今
後
、国
が
打
ち
出
す

　
　政
策
を
漏
ら
さ
ず
に
、

把
握
す
る
と
と
も
に
、本
町

で
、
で
き
る
も
の
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　町
独
自
の
就
職
支
援
も

　
　必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　一
時
的
な
補
助
金
な
ど

　
　で
、人
口
が
増
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
今
後
、分
析

し
て
い
き
た
い
。

※その他にもこんな質問をしました。
「公共施設の更新問題について」
「今年１月に発生した大しけの影響によ
る、ノリ養殖施設の破壊や赤腐れ病に伴
う減収への救済策について」

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

未来のいぶき



町長

１か月児・５歳児健診の実施は

　内容を含めて検討する

教
育
長

発
達
障
害
へ
の
支
援
は

最
重
点
取
り
組
み
の
一つ

問問 答問 答

問

答

答

答 問

問答 問答

問答

　
　
１
歳
６
か
月
児
と
３
歳

　
　
児
健
診
は
法
令
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。国
で
は
、

出
産
後
か
ら
就
学
前
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の

実
施
体
制
整
備
を
目
的
と
し

て
新
た
に
１
か
月
児
と
５
歳

児
健
診
の
実
施
を
目
指
し
て

い
る
が
。

　
　
町
長
　
１
か
月
児
と
５

　
　
歳
児
健
診
と
も
に
、内

容
を
含
め
て
、医
師
会
や
他

市
町
村
と
の
協
議
を
ふ
ま
え
、

検
討
す
る
。

　
　
難
聴
の
子
ど
も
が
正
し

　
　
く
言
葉
を
覚
え
た
り
発

話
す
る
た
め
に
は
、早
期
発

見・療
育
が
必
要
で
あ
る
。

１
か
月
児
健
診
に
、聴
覚
検

査
を
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
４
年
度
か
ら
公
費
負
担

　
　
で
新
生
児
聴
覚
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。１
か
月
児

健
診
で
は
、実
施
の
確
認
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
３
歳
児
健
診
の
次
は
、

　
　
就
学
時
ま
で
健
診
は
行

わ
れ
な
い
。５
歳
児
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
で
、切
れ
目

の
な
い
支
援
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、健
診
内
容
に
発
達
障

害
検
査
を
入
れ
る
こ
と
で
、

小
学
校
入
学
ま
で
に
、発
達

障
害
へ
の
支
援
体
制
が
作
ら

れ
る
と
思
う
が
。

　
　
５
歳
児
健
診
は
集
団
健

　
　
診
と
な
る
。医
者
や
看

護
師
な
ど
健
診
に
従
事
す
る

専
門
職
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。こ
の
こ
と
を
含
め
実
施

を
検
討
し
た
い
。

　
　
小
・
中
学
校
で
は
、発

　
　
達
の
特
性
を
十
分
に
理

解
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長
　
最
重
点
取
り

　
　
組
み
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
発
達
障
害
は
、多
様
で

一
斉
指
導
が
困
難
な
た
め
、

一
人
一
人
の
個
別
指
導
計
画

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
文
科
省
は
、４
年
度
の

　
　
通
常
学
級
で
の
学
習
面

や
行
動
面
で
困
難
を
示
し
た

児
童
生
徒
の
割
合
を
８・８
％

と
し
て
い
る
。

　
本
町
の
現
状
と
学
習
支
援

と
し
て
I
C
T
の
活
用
は
。

　
　
15・２
％
で
、
国
の
平
均

　
　
の
１・７
倍
で
あ
り
、通

常
学
級
は
１
３
０
人
、特
別
支

援
学
級
は
65
人
と
な
っ
て
い

る
。I
C
T
の
活
用
は
、使
う

こ
と
で
伸
び
る
児
童
と
、は
ま

り
込
ん
で
依
存
的
な
脳
障
害

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
、医

師
に
よ
る
医
学
的
評
価
が
必

要
と
な
る
。様
子
を
観
察
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
る
。

　
　
困
難
に
直
面
し
て
い
る

　
　
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
支
援
体
制
は
。

　
　
就
学
前
は
、保
健
師
や

　
　
心
理
士
等
が
個
別
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
就
学

後
は
、医
療
機
関
と
の
連
携

体
制
も
入
れ
て
、長
期
的
に

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援

体
制
の
取
り
組
み
に
努
め
て

い
く
。

　
　
発
達
障
害
の
子
ど
も
を

　
　
育
て
た
経
験
が
あ
り
、

研
修
等
を
受
け
た
保
護
者
が
、

現
在
子
育
て
中
の
保
護
者
の

話
を
聞
い
た
り
、自
身
の
体

験
談
を
話
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
ペ
ア
レ
ン
ト・メ
ン
タ
ー

の
活
用
は
。

　
　
障
が
い
児
を
持
つ
親
の

　
　
会
か
ら
支
援
し
た
い
と

の
声
は
あ
る
が
、当
事
者
の
保

護
者
の
方
は
、ネ
ッ
ト
や
仙
台

圏
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
ア

ク
セ
ス
し
て
お
り
、制
度
化

し
て
い
な
い
。

　
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
や
発
達
障
害・療
育

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　
　

　
　
考
え
て
い
な
い
。

　
　
１
歳
６
か
月
児
と
３
歳

　
　
児
健
診
は
法
令
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。国
で
は
、

出
産
後
か
ら
就
学
前
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の

実
施
体
制
整
備
を
目
的
と
し

て
新
た
に
１
か
月
児
と
５
歳

児
健
診
の
実
施
を
目
指
し
て

い
る
が
。

　
　
町
長
　
１
か
月
児
と
５

　
　
歳
児
健
診
と
も
に
、内

容
を
含
め
て
、医
師
会
や
他

市
町
村
と
の
協
議
を
ふ
ま
え
、

検
討
す
る
。

　
　
難
聴
の
子
ど
も
が
正
し

　
　
く
言
葉
を
覚
え
た
り
発

話
す
る
た
め
に
は
、早
期
発

見・療
育
が
必
要
で
あ
る
。

１
か
月
児
健
診
に
、聴
覚
検

査
を
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
４
年
度
か
ら
公
費
負
担

　
　
で
新
生
児
聴
覚
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。１
か
月
児

健
診
で
は
、実
施
の
確
認
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
３
歳
児
健
診
の
次
は
、

　
　
就
学
時
ま
で
健
診
は
行

わ
れ
な
い
。５
歳
児
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
で
、切
れ
目

の
な
い
支
援
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、健
診
内
容
に
発
達
障

害
検
査
を
入
れ
る
こ
と
で
、

小
学
校
入
学
ま
で
に
、発
達

障
害
へ
の
支
援
体
制
が
作
ら

れ
る
と
思
う
が
。

　
　
５
歳
児
健
診
は
集
団
健

　
　
診
と
な
る
。医
者
や
看

護
師
な
ど
健
診
に
従
事
す
る

専
門
職
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。こ
の
こ
と
を
含
め
実
施

を
検
討
し
た
い
。

　
　
小
・
中
学
校
で
は
、発

　
　
達
の
特
性
を
十
分
に
理

解
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長
　
最
重
点
取
り

　
　
組
み
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
発
達
障
害
は
、多
様
で

一
斉
指
導
が
困
難
な
た
め
、

一
人
一
人
の
個
別
指
導
計
画

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
文
科
省
は
、４
年
度
の

　
　
通
常
学
級
で
の
学
習
面

や
行
動
面
で
困
難
を
示
し
た

児
童
生
徒
の
割
合
を
８・８
％

と
し
て
い
る
。

　
本
町
の
現
状
と
学
習
支
援

と
し
て
I
C
T
の
活
用
は
。

　
　
15・２
％
で
、
国
の
平
均

　
　
の
１・７
倍
で
あ
り
、通

常
学
級
は
１
３
０
人
、特
別
支

援
学
級
は
65
人
と
な
っ
て
い

る
。I
C
T
の
活
用
は
、使
う

こ
と
で
伸
び
る
児
童
と
、は
ま

り
込
ん
で
依
存
的
な
脳
障
害

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
、医

師
に
よ
る
医
学
的
評
価
が
必

要
と
な
る
。様
子
を
観
察
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
る
。

　
　
困
難
に
直
面
し
て
い
る

　
　
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
支
援
体
制
は
。

　
　
就
学
前
は
、保
健
師
や

　
　
心
理
士
等
が
個
別
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
就
学

後
は
、医
療
機
関
と
の
連
携

体
制
も
入
れ
て
、長
期
的
に

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援

体
制
の
取
り
組
み
に
努
め
て

い
く
。

　
　
発
達
障
害
の
子
ど
も
を

　
　
育
て
た
経
験
が
あ
り
、

研
修
等
を
受
け
た
保
護
者
が
、

現
在
子
育
て
中
の
保
護
者
の

話
を
聞
い
た
り
、自
身
の
体

験
談
を
話
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
ペ
ア
レ
ン
ト・メ
ン
タ
ー

の
活
用
は
。

　
　
障
が
い
児
を
持
つ
親
の

　
　
会
か
ら
支
援
し
た
い
と

の
声
は
あ
る
が
、当
事
者
の
保

護
者
の
方
は
、ネ
ッ
ト
や
仙
台

圏
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
ア

ク
セ
ス
し
て
お
り
、制
度
化

し
て
い
な
い
。

　
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
や
発
達
障
害・療
育

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　
　

　
　
考
え
て
い
な
い
。

熊　谷　明　美
く ま が い あ け み

答問 町
長

契
約
を
実
配
水
日
量
に

乖
離
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

老人福祉センターにエアコンを
町長 エアコン設置の考えはない

問

答問答

問答

問

答

問

答

答

問答 問答問 答

問

　
　
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
と

　
　
の
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
10
年
度
ま
で
の
契
約
更
新

で
引
き
下
げ
ら
れ
た
受
水
契

約
内
容
と
、
平
成
22
年
度
、

平
成
27
年
度
、令
和
２
年
度

で
軽
減
さ
れ
た
軽
減
額
の
用

途
等
は
。

　
　
町
長
　
１
日
当
た
り
の

　
　
契
約
水
量
は
５
３
０
０

㎥
基
本
料
金
は
、基
本
水
量

１
㎥
に
つ
き
７
９
９
円
。使
用

料
は
給
水
量
１
㎥
に
つ
き
、41

円
に
見
直
さ
れ
、令
和
６
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の

適
用
と
な
る
。

　
現
行
と
比
較
す
る
と
、契

約
水
量
は
５
０
０
㎥
減
、基

本
料
金
は
18
円
の
減
、使
用

料
金
は
１
円
減
と
な
る
。

　
　
覚
書
の
年
度
別
需
給
給

　
　
水
量
は
、１
０
９
０
０
㎥

だ
が
、町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
「
給

水
人
口
・
有
収
水
量
の
推

移
」
に
照
ら
し
、適
正
な
受

水
日
量
と
判
断
し
た
の
か
。

実
配
水
日
量
に
近
い
６
０
０
０

㎥
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
乖
離
が
あ
る
こ
と
は
、

　
　
十
分
認
識
し
て
い
る
。

今
回
締
結
し
た
覚
書
の
中
に
、

３
ヶ
年
を
目
途
に
意
見
の
集

約
を
図
り
、基
本
料
金
の
算

定
基
礎
と
な
る
基
本
水
量
お

よ
び
料
金
負
担
の
速
や
か
に

料
金
設
定
に
反
映
す
る
と
記

載
し
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和

　
　
10
年
度
の
支
払
い
受
水

料
減
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
年
間
当
た
り
約
７
０
０

　
　
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

５
年
間
で
約
３
５
０
０
万
円

の
減
額
と
な
る
。

　
　
平
成
22
年
度
、平
成
27

　
　
年
度
、令
和
２
年
度
の

契
約
期
間
で
支
払
い
受
水
料

減
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
平
成
22
年
度
の
５
年
間

　
　
は
12
億
4
6
6
7
万

7
2
9
4
円
。平
成
27
年
度

の
５
年
間
は
6
9
1
6
万

6
9
7
6
円
の
減
額
。令
和

２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
４

年
間
は
、令
和
５
年
度
分
が

確
定
し
て
い
な
い
。

　
　
平
成
22
年
度
か
ら
減
額

　
　
さ
れ
た
金
額
の
用
途
は
。

　
　
各
事
業
年
度
の
営
業
損

　
　
失
の
補
填
と
し
た
。

　
　
令
和
５
年
度
末
の
起
債

　
　
残
額
と
減
価
償
却
費
は
。

　
　
未
償
還
予
定
額
が
、

　
　
1
9
7
万
3
0
6
5
円
。

減
価
償
却
費
は
、令
和
５
年

度
決
算
の
予
定
額
で
、１
億

３
０
６
６
万
１
０
０
０
円
。

　
　
平
成
18
年
度
時
点
の
起

　
　
債
償
還
計
画
で
元
利
償

還
額
を
平
成
20
年
２
６
１
８

万
１
０
０
０
円
が
５
０
４
５

万
３
０
０
０
円
に
、平
成
21
年

度
２
７
３
８
万
1
０
０
０

円
を
7
6
5
万
円
に
償
還
増

額
し
た
充
当
財
源
元
は
。

　
　
平
成
20
年
度
は
損
益
勘

　
　
定
留
保
資
金
を
充
当
。

平
成
21
年
度
は
損
益
勘
定
留

保
資
金
３
１
６
４
万
９
２
８

７
円
と
減
債
積
立
金
か
ら
１

億
円
を
充
当
。

　
　
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

　
　
考
え
は
。

　
　
町
長
　
エ
ア
コ
ン
設
置

　
　
の
考
え
は
な
い
。

　
　
カ
ラ
オ
ケ
機
器
が
使
え

　
　
な
い
が
。

　
　
３
月
５
日
に
利
用
で
き

　
　
る
よ
う
に
し
た
。

　
　
血
圧
計
が
使
え
な
い
が
。

　
　
再
設
置
を
進
め
て
い
る
。

※その他にもこんな質問をしました。
「災害時の避難場所となっている拠
点・指定避難所に貯水タンクの設置及
び小・中学校体育館にエアコンの設置
を」

歌　　川　　渡
う た が わ わたる

か
い
り

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑲  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑱



町長

１か月児・５歳児健診の実施は

　内容を含めて検討する

教
育
長

発
達
障
害
へ
の
支
援
は

最
重
点
取
り
組
み
の
一つ

問問 答問 答

問

答

答

答 問

問答 問答

問答

　
　
１
歳
６
か
月
児
と
３
歳

　
　
児
健
診
は
法
令
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。国
で
は
、

出
産
後
か
ら
就
学
前
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の

実
施
体
制
整
備
を
目
的
と
し

て
新
た
に
１
か
月
児
と
５
歳

児
健
診
の
実
施
を
目
指
し
て

い
る
が
。

　
　
町
長
　
１
か
月
児
と
５

　
　
歳
児
健
診
と
も
に
、内

容
を
含
め
て
、医
師
会
や
他

市
町
村
と
の
協
議
を
ふ
ま
え
、

検
討
す
る
。

　
　
難
聴
の
子
ど
も
が
正
し

　
　
く
言
葉
を
覚
え
た
り
発

話
す
る
た
め
に
は
、早
期
発

見・療
育
が
必
要
で
あ
る
。

１
か
月
児
健
診
に
、聴
覚
検

査
を
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
４
年
度
か
ら
公
費
負
担

　
　
で
新
生
児
聴
覚
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。１
か
月
児

健
診
で
は
、実
施
の
確
認
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
３
歳
児
健
診
の
次
は
、

　
　
就
学
時
ま
で
健
診
は
行

わ
れ
な
い
。５
歳
児
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
で
、切
れ
目

の
な
い
支
援
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、健
診
内
容
に
発
達
障

害
検
査
を
入
れ
る
こ
と
で
、

小
学
校
入
学
ま
で
に
、発
達

障
害
へ
の
支
援
体
制
が
作
ら

れ
る
と
思
う
が
。

　
　
５
歳
児
健
診
は
集
団
健

　
　
診
と
な
る
。医
者
や
看

護
師
な
ど
健
診
に
従
事
す
る

専
門
職
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。こ
の
こ
と
を
含
め
実
施

を
検
討
し
た
い
。

　
　
小
・
中
学
校
で
は
、発

　
　
達
の
特
性
を
十
分
に
理

解
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長
　
最
重
点
取
り

　
　
組
み
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
発
達
障
害
は
、多
様
で

一
斉
指
導
が
困
難
な
た
め
、

一
人
一
人
の
個
別
指
導
計
画

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
文
科
省
は
、４
年
度
の

　
　
通
常
学
級
で
の
学
習
面

や
行
動
面
で
困
難
を
示
し
た

児
童
生
徒
の
割
合
を
８・８
％

と
し
て
い
る
。

　
本
町
の
現
状
と
学
習
支
援

と
し
て
I
C
T
の
活
用
は
。

　
　
15・２
％
で
、
国
の
平
均

　
　
の
１・７
倍
で
あ
り
、通

常
学
級
は
１
３
０
人
、特
別
支

援
学
級
は
65
人
と
な
っ
て
い

る
。I
C
T
の
活
用
は
、使
う

こ
と
で
伸
び
る
児
童
と
、は
ま

り
込
ん
で
依
存
的
な
脳
障
害

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
、医

師
に
よ
る
医
学
的
評
価
が
必

要
と
な
る
。様
子
を
観
察
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
る
。

　
　
困
難
に
直
面
し
て
い
る

　
　
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
支
援
体
制
は
。

　
　
就
学
前
は
、保
健
師
や

　
　
心
理
士
等
が
個
別
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
就
学

後
は
、医
療
機
関
と
の
連
携

体
制
も
入
れ
て
、長
期
的
に

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援

体
制
の
取
り
組
み
に
努
め
て

い
く
。

　
　
発
達
障
害
の
子
ど
も
を

　
　
育
て
た
経
験
が
あ
り
、

研
修
等
を
受
け
た
保
護
者
が
、

現
在
子
育
て
中
の
保
護
者
の

話
を
聞
い
た
り
、自
身
の
体

験
談
を
話
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
ペ
ア
レ
ン
ト・メ
ン
タ
ー

の
活
用
は
。

　
　
障
が
い
児
を
持
つ
親
の

　
　
会
か
ら
支
援
し
た
い
と

の
声
は
あ
る
が
、当
事
者
の
保

護
者
の
方
は
、ネ
ッ
ト
や
仙
台

圏
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
ア

ク
セ
ス
し
て
お
り
、制
度
化

し
て
い
な
い
。

　
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
や
発
達
障
害・療
育

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　
　

　
　
考
え
て
い
な
い
。

　
　
１
歳
６
か
月
児
と
３
歳

　
　
児
健
診
は
法
令
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。国
で
は
、

出
産
後
か
ら
就
学
前
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の

実
施
体
制
整
備
を
目
的
と
し

て
新
た
に
１
か
月
児
と
５
歳

児
健
診
の
実
施
を
目
指
し
て

い
る
が
。

　
　
町
長
　
１
か
月
児
と
５

　
　
歳
児
健
診
と
も
に
、内

容
を
含
め
て
、医
師
会
や
他

市
町
村
と
の
協
議
を
ふ
ま
え
、

検
討
す
る
。

　
　
難
聴
の
子
ど
も
が
正
し

　
　
く
言
葉
を
覚
え
た
り
発

話
す
る
た
め
に
は
、早
期
発

見・療
育
が
必
要
で
あ
る
。

１
か
月
児
健
診
に
、聴
覚
検

査
を
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
４
年
度
か
ら
公
費
負
担

　
　
で
新
生
児
聴
覚
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。１
か
月
児

健
診
で
は
、実
施
の
確
認
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
３
歳
児
健
診
の
次
は
、

　
　
就
学
時
ま
で
健
診
は
行

わ
れ
な
い
。５
歳
児
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
で
、切
れ
目

の
な
い
支
援
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、健
診
内
容
に
発
達
障

害
検
査
を
入
れ
る
こ
と
で
、

小
学
校
入
学
ま
で
に
、発
達

障
害
へ
の
支
援
体
制
が
作
ら

れ
る
と
思
う
が
。

　
　
５
歳
児
健
診
は
集
団
健

　
　
診
と
な
る
。医
者
や
看

護
師
な
ど
健
診
に
従
事
す
る

専
門
職
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。こ
の
こ
と
を
含
め
実
施

を
検
討
し
た
い
。

　
　
小
・
中
学
校
で
は
、発

　
　
達
の
特
性
を
十
分
に
理

解
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長
　
最
重
点
取
り

　
　
組
み
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
発
達
障
害
は
、多
様
で

一
斉
指
導
が
困
難
な
た
め
、

一
人
一
人
の
個
別
指
導
計
画

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
文
科
省
は
、４
年
度
の

　
　
通
常
学
級
で
の
学
習
面

や
行
動
面
で
困
難
を
示
し
た

児
童
生
徒
の
割
合
を
８・８
％

と
し
て
い
る
。

　
本
町
の
現
状
と
学
習
支
援

と
し
て
I
C
T
の
活
用
は
。

　
　
15・２
％
で
、
国
の
平
均

　
　
の
１・７
倍
で
あ
り
、通

常
学
級
は
１
３
０
人
、特
別
支

援
学
級
は
65
人
と
な
っ
て
い

る
。I
C
T
の
活
用
は
、使
う

こ
と
で
伸
び
る
児
童
と
、は
ま

り
込
ん
で
依
存
的
な
脳
障
害

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
、医

師
に
よ
る
医
学
的
評
価
が
必

要
と
な
る
。様
子
を
観
察
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
る
。

　
　
困
難
に
直
面
し
て
い
る

　
　
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
支
援
体
制
は
。

　
　
就
学
前
は
、保
健
師
や

　
　
心
理
士
等
が
個
別
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
就
学

後
は
、医
療
機
関
と
の
連
携

体
制
も
入
れ
て
、長
期
的
に

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援

体
制
の
取
り
組
み
に
努
め
て

い
く
。

　
　
発
達
障
害
の
子
ど
も
を

　
　
育
て
た
経
験
が
あ
り
、

研
修
等
を
受
け
た
保
護
者
が
、

現
在
子
育
て
中
の
保
護
者
の

話
を
聞
い
た
り
、自
身
の
体

験
談
を
話
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
ペ
ア
レ
ン
ト・メ
ン
タ
ー

の
活
用
は
。

　
　
障
が
い
児
を
持
つ
親
の

　
　
会
か
ら
支
援
し
た
い
と

の
声
は
あ
る
が
、当
事
者
の
保

護
者
の
方
は
、ネ
ッ
ト
や
仙
台

圏
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
ア

ク
セ
ス
し
て
お
り
、制
度
化

し
て
い
な
い
。

　
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
や
発
達
障
害・療
育

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　
　

　
　
考
え
て
い
な
い
。

熊　谷　明　美
く ま が い あ け み

答問 町
長

契
約
を
実
配
水
日
量
に

乖
離
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

老人福祉センターにエアコンを
町長 エアコン設置の考えはない

問

答問答

問答

問

答

問

答

答

問答 問答問 答

問

　
　
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
と

　
　
の
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
10
年
度
ま
で
の
契
約
更
新

で
引
き
下
げ
ら
れ
た
受
水
契

約
内
容
と
、
平
成
22
年
度
、

平
成
27
年
度
、令
和
２
年
度

で
軽
減
さ
れ
た
軽
減
額
の
用

途
等
は
。

　
　
町
長
　
１
日
当
た
り
の

　
　
契
約
水
量
は
５
３
０
０

㎥
基
本
料
金
は
、基
本
水
量

１
㎥
に
つ
き
７
９
９
円
。使
用

料
は
給
水
量
１
㎥
に
つ
き
、41

円
に
見
直
さ
れ
、令
和
６
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の

適
用
と
な
る
。

　
現
行
と
比
較
す
る
と
、契

約
水
量
は
５
０
０
㎥
減
、基

本
料
金
は
18
円
の
減
、使
用

料
金
は
１
円
減
と
な
る
。

　
　
覚
書
の
年
度
別
需
給
給

　
　
水
量
は
、１
０
９
０
０
㎥

だ
が
、町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
「
給

水
人
口
・
有
収
水
量
の
推

移
」
に
照
ら
し
、適
正
な
受

水
日
量
と
判
断
し
た
の
か
。

実
配
水
日
量
に
近
い
６
０
０
０

㎥
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
乖
離
が
あ
る
こ
と
は
、

　
　
十
分
認
識
し
て
い
る
。

今
回
締
結
し
た
覚
書
の
中
に
、

３
ヶ
年
を
目
途
に
意
見
の
集

約
を
図
り
、基
本
料
金
の
算

定
基
礎
と
な
る
基
本
水
量
お

よ
び
料
金
負
担
の
速
や
か
に

料
金
設
定
に
反
映
す
る
と
記

載
し
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和

　
　
10
年
度
の
支
払
い
受
水

料
減
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
年
間
当
た
り
約
７
０
０

　
　
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

５
年
間
で
約
３
５
０
０
万
円

の
減
額
と
な
る
。

　
　
平
成
22
年
度
、平
成
27

　
　
年
度
、令
和
２
年
度
の

契
約
期
間
で
支
払
い
受
水
料

減
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
平
成
22
年
度
の
５
年
間

　
　
は
12
億
4
6
6
7
万

7
2
9
4
円
。平
成
27
年
度

の
５
年
間
は
6
9
1
6
万

6
9
7
6
円
の
減
額
。令
和

２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
４

年
間
は
、令
和
５
年
度
分
が

確
定
し
て
い
な
い
。

　
　
平
成
22
年
度
か
ら
減
額

　
　
さ
れ
た
金
額
の
用
途
は
。

　
　
各
事
業
年
度
の
営
業
損

　
　
失
の
補
填
と
し
た
。

　
　
令
和
５
年
度
末
の
起
債

　
　
残
額
と
減
価
償
却
費
は
。

　
　
未
償
還
予
定
額
が
、

　
　
1
9
7
万
3
0
6
5
円
。

減
価
償
却
費
は
、令
和
５
年

度
決
算
の
予
定
額
で
、１
億

３
０
６
６
万
１
０
０
０
円
。

　
　
平
成
18
年
度
時
点
の
起

　
　
債
償
還
計
画
で
元
利
償

還
額
を
平
成
20
年
２
６
１
８

万
１
０
０
０
円
が
５
０
４
５

万
３
０
０
０
円
に
、平
成
21
年

度
２
７
３
８
万
1
０
０
０

円
を
7
6
5
万
円
に
償
還
増

額
し
た
充
当
財
源
元
は
。

　
　
平
成
20
年
度
は
損
益
勘

　
　
定
留
保
資
金
を
充
当
。

平
成
21
年
度
は
損
益
勘
定
留

保
資
金
３
１
６
４
万
９
２
８

７
円
と
減
債
積
立
金
か
ら
１

億
円
を
充
当
。

　
　
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

　
　
考
え
は
。

　
　
町
長
　
エ
ア
コ
ン
設
置

　
　
の
考
え
は
な
い
。

　
　
カ
ラ
オ
ケ
機
器
が
使
え

　
　
な
い
が
。

　
　
３
月
５
日
に
利
用
で
き

　
　
る
よ
う
に
し
た
。

　
　
血
圧
計
が
使
え
な
い
が
。

　
　
再
設
置
を
進
め
て
い
る
。

※その他にもこんな質問をしました。
「災害時の避難場所となっている拠
点・指定避難所に貯水タンクの設置及
び小・中学校体育館にエアコンの設置
を」

歌　　川　　渡
う た が わ わたる

か
い
り

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑲  しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行 しちがはま議会だより　第159号　令和6年4月25日発行  ⑱



町長

聴力検査と
　　　補聴器購入への助成を
　現時点で独自の助成はしない

答 問 町
長

戦
没
者
慰
霊
碑
の
安
置
場
所
は

　今
後
対
応
を
協
議
し
て
い
く

町長

縦断線の桜が
　　　　苦しいと泣いている
　剪定や撤去を考えていきたい

せんてい

答 問

答

答

問

答

問

答

問答

問答

問

答問問

　
　
難
聴
を
早
期
発
見
で
き

　
　
れ
ば
、認
知
症
の
予
防

や
健
康
寿
命
の
延
伸
、ひ
い

て
は
医
療
費
の
抑
制
と
、介

護
予
防
と
も
繋
が
る
。そ
の

た
め
に
、町
の
特
定
健
診
に

あ
わ
せ
て
聴
力
検
査・検
診

を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
加
齢
性
難
聴
は
、

　
　
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

と
認
識
し
て
い
る
。
国
は
、

特
定
健
康
診
査
項
目
に
は
含

ん
で
い
な
い
。現
時
点
で
、町

と
し
て
は
独
自
の
検
診
は
し

な
い
。

　
　
町
職
員
検
診
で
は
、母

　
　
子
健
康
セ
ン
タ
ー
内
の

1
室
で
聴
力
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。
町
民
は
、生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
な
の
で
、

聴
力
検
査
の
部
屋
を
確
保
し

実
施
す
る
こ
と
は
十
分
可
能

だ
が
。

　
　
職
域
検
診
は
、あ
く
ま

　
　
で
も
労
働
安
全
衛
生
法

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
特

定
健
康
診
査
に
は
、聴
力
検

査
項
目
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
　
４
年
３
月
会
議
で
、歌

　
　
川
議
員
が
同
様
の
質
問

の
際
、今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。そ
の
後

ど
の
よ
う
に
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
国
で

　
　
も
調
査
は
し
て
い
る
。国

の
動
き
を
注
視
し
て
、適
切

に
判
断
し
対
応
す
る
。

　
　
国
は
、認
知
症
施
策
推

　
　
進
総
合
戦
略
に
お
い
て

加
齢
や
高
血
圧
な
ど
と
と
も

に
、難
聴
も
認
知
症
の
危
険

因
子
の一つ
と
挙
げ
て
い
る
。

予
防
手
段
と
し
て
補
聴
器
の

役
割
は
大
き
く
、購
入
費
を

助
成
す
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。本
町
で
も
補
聴
器
購

入
へ
の
助
成
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長
　
聴
覚
障
害
で
、

　
　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
て
補
聴
器
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
方
に
は
、補
聴
器
購

入
を
助
成
し
て
い
る
。加
齢

性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購
入

助
成
は
、
現
在
、町
独
自
で

助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
日
清
・
日
露
戦
没
者
の

　
　
霊
碑
が
民
間
所
有
地
内

に
あ
る
。

　
同
じ
英
霊
の
名
が
刻
ま
れ

た
も
の
が
諏
訪
神
社
の「
昭

忠
碑
」に
八
柱
あ
る
。

　
所
有
者
が
引
き
継
い
だ
と

い
っ
て
も
英
霊
が
刻
ま
れ
た

碑
を
町
の
所
有
地
で
あ
る
、

七
ヶ
浜
中
学
校
東
側
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
「
忠
霊
碑
」
の
場
所

か
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
諏
訪

神
社
に
移
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長
　
戦
没
し
た
方
々

　
　
を
悼
み
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
。現
在
の
所
有
者
が

土
地
を
購
入
し
新
築
し
た
際

に
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
の
「
忠
霊
碑
」
に
す
べ

て
の
方
々
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。現
在
の
所
有
者
が

氏
神
様
的
な
も
の
と
し
て
建

て
直
し
設
置
し
て
い
る
。

　
現
在
は
個
人
の
所
有
で
あ

り
、
今
後
、対
応
を
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　「
綺
麗
な
桜
が
咲
い
た
」

　
　
と
町
民
が
喜
ぶ
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
。
春
に
向
け
て
、

花
が
咲
く
前
に
剪
定
し
た
り
、

絡
ま
る
ツ
タ
を
除
去
し
た
り
、

下
の
ツ
ツ
ジ
が
桜
の
根
の
栄

養
分
を
摂
っ
て
い
る
。桜
が
大

事
か
ツ
ツ
ジ
が
大
事
か
。

　
　
町
長
　
景
観
道
路
の
ア

　
　
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、根

元
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
桜
並
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、道
路
両

側
に
配
置
し
た
。

　
道
路
新
設
時
に
植
え
た
も

の
で
あ
り
老
木
化
と
枝
が
通

行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
混
植
に
よ
る
栄
養
不
足
で

桜
の
樹
勢
が
衰
え
て
き
た
。

　
枯
れ
枝
を
含
め
て
剪
定
や

撤
去
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
障
害
者
手
帳
に
該
当
と

　
　
な
る
聴
力
は
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
と
な
る
。
そ
の
前
の

30
か
ら
40
デ
シ
ベ
ル
頃
か
ら

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
加
齢

　
　
性
難
聴
を
悪
化
さ
せ
る

の
は
、
糖
尿
病・高
血
圧・高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
の
い
わ
ゆ

る
生
活
習
慣
病
が
要
因
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
ず
は
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
の
取
り

組
み
を
す
る
。そ
の
過
程
で
、

加
齢
性
難
聴
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
医
療
機
関
の
受
診
を

勧
め
る
。

　
　
６
年
度
施
政
方
針
に
、

　
　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
等
の一
体
的
な
実

施
事
業
が
示
さ
れ
た
。そ
の

過
程
で
、特
定
健
康
診
査
の

項
目
に
検
査
も
含
め
る
こ
と

や
、補
聴
器
購
入
の
助
成
は

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
。

　
　
高
齢
者
に
、ま
ず
は
、住

　
　
民
健
診
を
受
け
て
も
ら

い
、必
要
な
方
に
医
療
機
関

の
受
診
を
勧
め
て
い
く
。

　
　
ギ
チ
ギ
チ
に
絡
ま
っ
て

　
　
い
る
ツ
タ
は
、ノ
コ
ギ
リ

か
斧
で
取
れ
る
。早
め
の
処

理
は
で
き
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　
桜
に
余
計

　
　
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。ツ
タ
の
撤
去
を
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
早
急
に
進
め

た
い
。

　
　
難
聴
を
早
期
発
見
で
き

　
　
れ
ば
、認
知
症
の
予
防

や
健
康
寿
命
の
延
伸
、ひ
い

て
は
医
療
費
の
抑
制
と
、介

護
予
防
と
も
繋
が
る
。そ
の

た
め
に
、町
の
特
定
健
診
に

あ
わ
せ
て
聴
力
検
査・検
診

を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
加
齢
性
難
聴
は
、

　
　
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

と
認
識
し
て
い
る
。
国
は
、

特
定
健
康
診
査
項
目
に
は
含

ん
で
い
な
い
。現
時
点
で
、町

と
し
て
は
独
自
の
検
診
は
し

な
い
。

　
　
町
職
員
検
診
で
は
、母

　
　
子
健
康
セ
ン
タ
ー
内
の

1
室
で
聴
力
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。
町
民
は
、生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
な
の
で
、

聴
力
検
査
の
部
屋
を
確
保
し

実
施
す
る
こ
と
は
十
分
可
能

だ
が
。

　
　
職
域
検
診
は
、あ
く
ま

　
　
で
も
労
働
安
全
衛
生
法

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
特

定
健
康
診
査
に
は
、聴
力
検

査
項
目
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
　
４
年
３
月
会
議
で
、歌

　
　
川
議
員
が
同
様
の
質
問

の
際
、今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。そ
の
後

ど
の
よ
う
に
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
国
で

　
　
も
調
査
は
し
て
い
る
。国

の
動
き
を
注
視
し
て
、適
切

に
判
断
し
対
応
す
る
。

　
　
国
は
、認
知
症
施
策
推

　
　
進
総
合
戦
略
に
お
い
て

加
齢
や
高
血
圧
な
ど
と
と
も

に
、難
聴
も
認
知
症
の
危
険

因
子
の一つ
と
挙
げ
て
い
る
。

予
防
手
段
と
し
て
補
聴
器
の

役
割
は
大
き
く
、購
入
費
を

助
成
す
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。本
町
で
も
補
聴
器
購

入
へ
の
助
成
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長
　
聴
覚
障
害
で
、

　
　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
て
補
聴
器
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
方
に
は
、補
聴
器
購

入
を
助
成
し
て
い
る
。加
齢

性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購
入

助
成
は
、
現
在
、町
独
自
で

助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
日
清
・
日
露
戦
没
者
の

　
　
霊
碑
が
民
間
所
有
地
内

に
あ
る
。

　
同
じ
英
霊
の
名
が
刻
ま
れ

た
も
の
が
諏
訪
神
社
の「
昭

忠
碑
」に
八
柱
あ
る
。

　
所
有
者
が
引
き
継
い
だ
と

い
っ
て
も
英
霊
が
刻
ま
れ
た

碑
を
町
の
所
有
地
で
あ
る
、

七
ヶ
浜
中
学
校
東
側
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
「
忠
霊
碑
」
の
場
所

か
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
諏
訪

神
社
に
移
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長
　
戦
没
し
た
方
々

　
　
を
悼
み
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
。現
在
の
所
有
者
が

土
地
を
購
入
し
新
築
し
た
際

に
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
の
「
忠
霊
碑
」
に
す
べ

て
の
方
々
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。現
在
の
所
有
者
が

氏
神
様
的
な
も
の
と
し
て
建

て
直
し
設
置
し
て
い
る
。

　
現
在
は
個
人
の
所
有
で
あ

り
、
今
後
、対
応
を
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　「
綺
麗
な
桜
が
咲
い
た
」

　
　
と
町
民
が
喜
ぶ
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
。
春
に
向
け
て
、

花
が
咲
く
前
に
剪
定
し
た
り
、

絡
ま
る
ツ
タ
を
除
去
し
た
り
、

下
の
ツ
ツ
ジ
が
桜
の
根
の
栄

養
分
を
摂
っ
て
い
る
。桜
が
大

事
か
ツ
ツ
ジ
が
大
事
か
。

　
　
町
長
　
景
観
道
路
の
ア

　
　
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、根

元
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
桜
並
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、道
路
両

側
に
配
置
し
た
。

　
道
路
新
設
時
に
植
え
た
も

の
で
あ
り
老
木
化
と
枝
が
通

行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
混
植
に
よ
る
栄
養
不
足
で

桜
の
樹
勢
が
衰
え
て
き
た
。

　
枯
れ
枝
を
含
め
て
剪
定
や

撤
去
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
障
害
者
手
帳
に
該
当
と

　
　
な
る
聴
力
は
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
と
な
る
。
そ
の
前
の

30
か
ら
40
デ
シ
ベ
ル
頃
か
ら

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
加
齢

　
　
性
難
聴
を
悪
化
さ
せ
る

の
は
、
糖
尿
病・高
血
圧・高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
の
い
わ
ゆ

る
生
活
習
慣
病
が
要
因
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
ず
は
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
の
取
り

組
み
を
す
る
。そ
の
過
程
で
、

加
齢
性
難
聴
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
医
療
機
関
の
受
診
を

勧
め
る
。

　
　
６
年
度
施
政
方
針
に
、

　
　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
等
の一
体
的
な
実

施
事
業
が
示
さ
れ
た
。そ
の

過
程
で
、特
定
健
康
診
査
の

項
目
に
検
査
も
含
め
る
こ
と

や
、補
聴
器
購
入
の
助
成
は

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
。

　
　
高
齢
者
に
、ま
ず
は
、住

　
　
民
健
診
を
受
け
て
も
ら

い
、必
要
な
方
に
医
療
機
関

の
受
診
を
勧
め
て
い
く
。

　
　
ギ
チ
ギ
チ
に
絡
ま
っ
て

　
　
い
る
ツ
タ
は
、ノ
コ
ギ
リ

か
斧
で
取
れ
る
。早
め
の
処

理
は
で
き
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　
桜
に
余
計

　
　
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。ツ
タ
の
撤
去
を
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
早
急
に
進
め

た
い
。

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ し じ

よく聴いて社会参加を

民有地に残されている「昭忠」の碑

共生では双方に栄養がいき渡らない

町の考えを聞く 一 般 質 問
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町長

聴力検査と
　　　補聴器購入への助成を
　現時点で独自の助成はしない

答 問 町
長

戦
没
者
慰
霊
碑
の
安
置
場
所
は

　今
後
対
応
を
協
議
し
て
い
く

町長

縦断線の桜が
　　　　苦しいと泣いている
　剪定や撤去を考えていきたい

せんてい

答 問

答

答

問

答

問

答

問答

問答

問

答問問

　
　
難
聴
を
早
期
発
見
で
き

　
　
れ
ば
、認
知
症
の
予
防

や
健
康
寿
命
の
延
伸
、ひ
い

て
は
医
療
費
の
抑
制
と
、介

護
予
防
と
も
繋
が
る
。そ
の

た
め
に
、町
の
特
定
健
診
に

あ
わ
せ
て
聴
力
検
査・検
診

を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
加
齢
性
難
聴
は
、

　
　
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

と
認
識
し
て
い
る
。
国
は
、

特
定
健
康
診
査
項
目
に
は
含

ん
で
い
な
い
。現
時
点
で
、町

と
し
て
は
独
自
の
検
診
は
し

な
い
。

　
　
町
職
員
検
診
で
は
、母

　
　
子
健
康
セ
ン
タ
ー
内
の

1
室
で
聴
力
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。
町
民
は
、生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
な
の
で
、

聴
力
検
査
の
部
屋
を
確
保
し

実
施
す
る
こ
と
は
十
分
可
能

だ
が
。

　
　
職
域
検
診
は
、あ
く
ま

　
　
で
も
労
働
安
全
衛
生
法

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
特

定
健
康
診
査
に
は
、聴
力
検

査
項
目
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
　
４
年
３
月
会
議
で
、歌

　
　
川
議
員
が
同
様
の
質
問

の
際
、今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。そ
の
後

ど
の
よ
う
に
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
国
で

　
　
も
調
査
は
し
て
い
る
。国

の
動
き
を
注
視
し
て
、適
切

に
判
断
し
対
応
す
る
。

　
　
国
は
、認
知
症
施
策
推

　
　
進
総
合
戦
略
に
お
い
て

加
齢
や
高
血
圧
な
ど
と
と
も

に
、難
聴
も
認
知
症
の
危
険

因
子
の一つ
と
挙
げ
て
い
る
。

予
防
手
段
と
し
て
補
聴
器
の

役
割
は
大
き
く
、購
入
費
を

助
成
す
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。本
町
で
も
補
聴
器
購

入
へ
の
助
成
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長
　
聴
覚
障
害
で
、

　
　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
て
補
聴
器
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
方
に
は
、補
聴
器
購

入
を
助
成
し
て
い
る
。加
齢

性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購
入

助
成
は
、
現
在
、町
独
自
で

助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
日
清
・
日
露
戦
没
者
の

　
　
霊
碑
が
民
間
所
有
地
内

に
あ
る
。

　
同
じ
英
霊
の
名
が
刻
ま
れ

た
も
の
が
諏
訪
神
社
の「
昭

忠
碑
」に
八
柱
あ
る
。

　
所
有
者
が
引
き
継
い
だ
と

い
っ
て
も
英
霊
が
刻
ま
れ
た

碑
を
町
の
所
有
地
で
あ
る
、

七
ヶ
浜
中
学
校
東
側
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
「
忠
霊
碑
」
の
場
所

か
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
諏
訪

神
社
に
移
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長
　
戦
没
し
た
方
々

　
　
を
悼
み
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
。現
在
の
所
有
者
が

土
地
を
購
入
し
新
築
し
た
際

に
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
の
「
忠
霊
碑
」
に
す
べ

て
の
方
々
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。現
在
の
所
有
者
が

氏
神
様
的
な
も
の
と
し
て
建

て
直
し
設
置
し
て
い
る
。

　
現
在
は
個
人
の
所
有
で
あ

り
、
今
後
、対
応
を
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　「
綺
麗
な
桜
が
咲
い
た
」

　
　
と
町
民
が
喜
ぶ
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
。
春
に
向
け
て
、

花
が
咲
く
前
に
剪
定
し
た
り
、

絡
ま
る
ツ
タ
を
除
去
し
た
り
、

下
の
ツ
ツ
ジ
が
桜
の
根
の
栄

養
分
を
摂
っ
て
い
る
。桜
が
大

事
か
ツ
ツ
ジ
が
大
事
か
。

　
　
町
長
　
景
観
道
路
の
ア

　
　
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、根

元
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
桜
並
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、道
路
両

側
に
配
置
し
た
。

　
道
路
新
設
時
に
植
え
た
も

の
で
あ
り
老
木
化
と
枝
が
通

行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
混
植
に
よ
る
栄
養
不
足
で

桜
の
樹
勢
が
衰
え
て
き
た
。

　
枯
れ
枝
を
含
め
て
剪
定
や

撤
去
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
障
害
者
手
帳
に
該
当
と

　
　
な
る
聴
力
は
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
と
な
る
。
そ
の
前
の

30
か
ら
40
デ
シ
ベ
ル
頃
か
ら

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
加
齢

　
　
性
難
聴
を
悪
化
さ
せ
る

の
は
、
糖
尿
病・高
血
圧・高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
の
い
わ
ゆ

る
生
活
習
慣
病
が
要
因
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
ず
は
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
の
取
り

組
み
を
す
る
。そ
の
過
程
で
、

加
齢
性
難
聴
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
医
療
機
関
の
受
診
を

勧
め
る
。

　
　
６
年
度
施
政
方
針
に
、

　
　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
等
の一
体
的
な
実

施
事
業
が
示
さ
れ
た
。そ
の

過
程
で
、特
定
健
康
診
査
の

項
目
に
検
査
も
含
め
る
こ
と

や
、補
聴
器
購
入
の
助
成
は

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
。

　
　
高
齢
者
に
、ま
ず
は
、住

　
　
民
健
診
を
受
け
て
も
ら

い
、必
要
な
方
に
医
療
機
関

の
受
診
を
勧
め
て
い
く
。

　
　
ギ
チ
ギ
チ
に
絡
ま
っ
て

　
　
い
る
ツ
タ
は
、ノ
コ
ギ
リ

か
斧
で
取
れ
る
。早
め
の
処

理
は
で
き
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　
桜
に
余
計

　
　
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。ツ
タ
の
撤
去
を
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
早
急
に
進
め

た
い
。

　
　
難
聴
を
早
期
発
見
で
き

　
　
れ
ば
、認
知
症
の
予
防

や
健
康
寿
命
の
延
伸
、ひ
い

て
は
医
療
費
の
抑
制
と
、介

護
予
防
と
も
繋
が
る
。そ
の

た
め
に
、町
の
特
定
健
診
に

あ
わ
せ
て
聴
力
検
査・検
診

を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
加
齢
性
難
聴
は
、

　
　
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

と
認
識
し
て
い
る
。
国
は
、

特
定
健
康
診
査
項
目
に
は
含

ん
で
い
な
い
。現
時
点
で
、町

と
し
て
は
独
自
の
検
診
は
し

な
い
。

　
　
町
職
員
検
診
で
は
、母

　
　
子
健
康
セ
ン
タ
ー
内
の

1
室
で
聴
力
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。
町
民
は
、生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
な
の
で
、

聴
力
検
査
の
部
屋
を
確
保
し

実
施
す
る
こ
と
は
十
分
可
能

だ
が
。

　
　
職
域
検
診
は
、あ
く
ま

　
　
で
も
労
働
安
全
衛
生
法

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
特

定
健
康
診
査
に
は
、聴
力
検

査
項
目
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
　
４
年
３
月
会
議
で
、歌

　
　
川
議
員
が
同
様
の
質
問

の
際
、今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。そ
の
後

ど
の
よ
う
に
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
国
で

　
　
も
調
査
は
し
て
い
る
。国

の
動
き
を
注
視
し
て
、適
切

に
判
断
し
対
応
す
る
。

　
　
国
は
、認
知
症
施
策
推

　
　
進
総
合
戦
略
に
お
い
て

加
齢
や
高
血
圧
な
ど
と
と
も

に
、難
聴
も
認
知
症
の
危
険

因
子
の一つ
と
挙
げ
て
い
る
。

予
防
手
段
と
し
て
補
聴
器
の

役
割
は
大
き
く
、購
入
費
を

助
成
す
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。本
町
で
も
補
聴
器
購

入
へ
の
助
成
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長
　
聴
覚
障
害
で
、

　
　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
て
補
聴
器
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
方
に
は
、補
聴
器
購

入
を
助
成
し
て
い
る
。加
齢

性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購
入

助
成
は
、
現
在
、町
独
自
で

助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
日
清
・
日
露
戦
没
者
の

　
　
霊
碑
が
民
間
所
有
地
内

に
あ
る
。

　
同
じ
英
霊
の
名
が
刻
ま
れ

た
も
の
が
諏
訪
神
社
の「
昭

忠
碑
」に
八
柱
あ
る
。

　
所
有
者
が
引
き
継
い
だ
と

い
っ
て
も
英
霊
が
刻
ま
れ
た

碑
を
町
の
所
有
地
で
あ
る
、

七
ヶ
浜
中
学
校
東
側
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
「
忠
霊
碑
」
の
場
所

か
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
諏
訪

神
社
に
移
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長
　
戦
没
し
た
方
々

　
　
を
悼
み
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
。現
在
の
所
有
者
が

土
地
を
購
入
し
新
築
し
た
際

に
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
の
「
忠
霊
碑
」
に
す
べ

て
の
方
々
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。現
在
の
所
有
者
が

氏
神
様
的
な
も
の
と
し
て
建

て
直
し
設
置
し
て
い
る
。

　
現
在
は
個
人
の
所
有
で
あ

り
、
今
後
、対
応
を
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　「
綺
麗
な
桜
が
咲
い
た
」

　
　
と
町
民
が
喜
ぶ
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
。
春
に
向
け
て
、

花
が
咲
く
前
に
剪
定
し
た
り
、

絡
ま
る
ツ
タ
を
除
去
し
た
り
、

下
の
ツ
ツ
ジ
が
桜
の
根
の
栄

養
分
を
摂
っ
て
い
る
。桜
が
大

事
か
ツ
ツ
ジ
が
大
事
か
。

　
　
町
長
　
景
観
道
路
の
ア

　
　
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、根

元
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
桜
並
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、道
路
両

側
に
配
置
し
た
。

　
道
路
新
設
時
に
植
え
た
も

の
で
あ
り
老
木
化
と
枝
が
通

行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
混
植
に
よ
る
栄
養
不
足
で

桜
の
樹
勢
が
衰
え
て
き
た
。

　
枯
れ
枝
を
含
め
て
剪
定
や

撤
去
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
障
害
者
手
帳
に
該
当
と

　
　
な
る
聴
力
は
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
と
な
る
。
そ
の
前
の

30
か
ら
40
デ
シ
ベ
ル
頃
か
ら

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
加
齢

　
　
性
難
聴
を
悪
化
さ
せ
る

の
は
、
糖
尿
病・高
血
圧・高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
の
い
わ
ゆ

る
生
活
習
慣
病
が
要
因
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
ず
は
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
の
取
り

組
み
を
す
る
。そ
の
過
程
で
、

加
齢
性
難
聴
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
医
療
機
関
の
受
診
を

勧
め
る
。

　
　
６
年
度
施
政
方
針
に
、

　
　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
等
の一
体
的
な
実

施
事
業
が
示
さ
れ
た
。そ
の

過
程
で
、特
定
健
康
診
査
の

項
目
に
検
査
も
含
め
る
こ
と

や
、補
聴
器
購
入
の
助
成
は

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
。

　
　
高
齢
者
に
、ま
ず
は
、住

　
　
民
健
診
を
受
け
て
も
ら

い
、必
要
な
方
に
医
療
機
関

の
受
診
を
勧
め
て
い
く
。

　
　
ギ
チ
ギ
チ
に
絡
ま
っ
て

　
　
い
る
ツ
タ
は
、ノ
コ
ギ
リ

か
斧
で
取
れ
る
。早
め
の
処

理
は
で
き
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　
桜
に
余
計

　
　
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。ツ
タ
の
撤
去
を
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
早
急
に
進
め

た
い
。

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ し じ

よく聴いて社会参加を

民有地に残されている「昭忠」の碑

共生では双方に栄養がいき渡らない

町の考えを聞く 一 般 質 問
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町長

総合防災訓練を
　　　　　　実施する考えは
　今のところ考えていない

答問 町
長

防
犯
対
策
強
化
を

　「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」を
設
置

町
長

相
撲
場
跡
地
の
整
備
は

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答答 答

答

答答答

答

答答 答

答

答答

問

教
育
長

６
年
度
中
に
検
討
す
る

　
　
本
町
は
、昼
夜
間
人
口

　
　
比
率
が
低
く
、日
中
の

防
災
体
制
に
は
不
安
な
面
が

あ
る
。全
小
中
学
生
も
訓
練

に
参
加
で
き
る
総
合
防
災
訓

練
を
毎
年
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
昼
夜
間
人
口
比

　
　
率
は
、約
66
％
と
低
く

日
本
一
で
あ
る
。平
日
の
日

中
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、避
難
面
な
ど
を
懸
念
し

て
い
る
が
、全
町
民
が
参
加

す
る
大
規
模
な
防
災
訓
練
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

昨
年
松
ケ
浜
小
学
校
を
会
場

に
実
施
し
た
規
模
の
訓
練
を
、

各
年
、小
学
校
の
学
区
ご
と

に
一
校
ず
つ
町
民
の
避
難
方

法
に
重
点
を
置
い
て
実
施
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
　
必
要
な
物
資
の
備
蓄
や

　
　
細
や
か
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
に
も
、女
性
の

視
点
が
必
要
で
あ
る
。備
蓄

状
況
と
、女
性
職
員
の
か
か

わ
り
方
は
。

　
　
生
理
用
品
１
万
５
９
１

　
　
０
枚
や
哺
乳
瓶
１
１
６

本
、紙
オ
ム
ツ
１
６
７
８
枚
、

粉
ミ
ル
ク
96
箱
、液
体
ミ
ル

ク
１
９
２
缶
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ミ
ル
ク
８
缶
を
備
蓄
し
て

い
る
。ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
、

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。町
地
域

防
災
計
画
や
避
難
計
画
等
を

策
定
す
る
際
に
開
催
さ
れ
る

防
災
会
議
に
、女
性
委
員
３

名
を
委
嘱
し
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。 

　
防
災
対
策
室
に
は
女
性
の

職
員
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い

が
、避
難
所
の
運
営
や
備
蓄

な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、

地
域
の
女
性
団
体
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、女
性
の
視
点

も
含
め
て
物
品
の
選
定
を
し

て
い
く
。

　
　
お
む
つ
替
え
を
す
る
際

　
　
に
必
要
な
お
し
り
ふ
き

や
離
乳
食
、お
り
も
の
シ
ー
ト
、

女
性
男
性
も
使
う
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
な
ど
、町
民
が
必
要
と
す

る
も
の
を
備
え
る
べ
き
で
あ

る
。女
性
職
員
や
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、今

日
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災

害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
副
町
長
　
今
ま
で
は
男

　
　
性
の
目
線
の
み
で
考
え

て
い
た
が
、す
ぐ
に
で
も
町
の

女
性
職
員
に
意
見
を
聞
き
、

そ
の
後
、町
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
現
在
の
防
犯
対
策
は
十

　
　
分
に
取
れ
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
平
成
31
年
度
よ

　
　
り
下
校
時
刻
に
合
わ
せ

防
災
無
線
に
よ
る
児
童
見
守

り
の
町
内
放
送
を
開
始
し
た
。

３
年
度
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
取
り
入
れ
た
。ま

た
、特
殊
詐
欺
等
の
事
案
に

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
防
犯
無

線
に
よ
る
放
送
を
行
っ
て
い

る
。防
犯
対
策
を
ど
れ
だ
け

講
じ
て
も
１
０
０
％
犯
罪
を

な
く
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、こ
れ
ら
の
対
策
が
抑
止

力
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
今

後
も
有
効
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

　
　
平
成
31
年
３
月
議
会
で

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
信
号
機

へ
の
設
置
に
関
す
る
質
問
が

さ
れ
調
査
す
る
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。そ
の
後
の
調
査
結
果

と
対
応
は
。

　
　
塩
釜
警
察
署
に
確
認
し

　
　
た
と
こ
ろ
信
号
機
へ
の

設
置
は
で
き
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
経
費
面
、映
像
保
存
期

間
、
確
認
方
法
、取
り
付
け

方
法
な
ど
、今
後
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
ロ
ー
コ
ス
ト
で
高

性
能
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

実
用
性
を
踏
ま
え
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

　
　
電
柱
等
に
設
置
す
る
定

　
　
点
カ
メ
ラ
は
。

　
　
電
力
会
社
の
許
可
が
必

　
　
要
で
あ
る
。ま
た
、設
置

の
提
案
が
あ
り
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
　
防
犯
活
動
に
関
す
る
協

　
　
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

た
経
緯
は
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関

　
　
し
情
報
収
集
し
て
い
た

中
で
、５
年
８
月
に
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
様
よ
り

「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

の
提
案
が
あ
り
、塩
釜
警
察

署
も
含
め
候
補
地
の
下
見
な

ど
対
面
で
の
協
議
を
重
ね
、

６
年
２
月
19
日
の
締
結
式

に
至
っ
た
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」設
置
に
関
し
て
地

元
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
る

の
か
。

　
　
当
面
は
公
共
施
設
に
設

　
　
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
に
向
け
た
今
後
の

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、維
持

管
理
に
か
か
る
費
用
負
担
な

ど
は
。

　
　
花
渕
浜
多
目
的
広
場
駐

　
　
車
場
に一
台
の
設
置
は

決
ま
っ
て
い
る
。協
定
の
中
で

売
上
を
設
置
費
用
に
充
て
る

と
あ
り
、最
終
的
に
何
台
設

置
す
る
か
は
設
置
者
に
よ
る
。

設
置
等
に
関
し
て
の
費
用
負

担
は
無
い
。土
地
の
借
地
料

等
の
負
担
と
な
る
。

　
　
不
審
者
等
の
対
策
と
し

　
　
て
通
学
路
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。

　
　
通
学
路
上
に
、有
効
で

　
　
設
置
可
能
な
場
所
を
調

べ「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

増
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
公
園
や
公
共
ト
イ
レ
の

　
　
防
犯
対
策
と
し
て
、防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」の
設
置
に
取
り
組

む
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や

　
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
更
に
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。合
宿

施
設
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

へ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置
お
よ

び
屋
根
付
き
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
、相
撲
場
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
跡
地
、キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備

す
る
考
え
は
。
ま
た
、サ
ッ
カ

ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
カ
フ
ェ
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
町
外
の
ス
ポ

　
　
ー
ツ
団
体
な
ど
が
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
際
は
、

町
内
の
旅
館
な
ど
を
宿
泊
地

と
し
て
お
り
、利
用
増
進
に
つ

な
が
っ
て
い
る
た
め
合
宿
所

の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

　
若
者
の
施
設
利
用
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
や
３ｘ

３
コ
ー
ト
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
が
、相
撲
場
を
解
体
し
ス

ポ
ー
ツ
振
興
交
付
金
の
活
用

を
前
提
と
し
た
施
設
整
備
の

検
討
を
、６
年
度
中
に
行
う

予
定
で
あ
る
。ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
内
容
も
踏
ま
え
、

今
後
の
整
備
検
討
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
は
既
存

の
施
設
を
撤
去
後
、芝
生
広

場
と
し
て
整
備
す
る
。 

　
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
木
の
根

の
影
響
で
地
面
の
凹
凸
が
残

っ
て
い
る
ほ
か
、
傾
斜
が
あ
っ

て
テ
ン
ト
が
立
て
に
く
く
な

っ
て
い
る
。松
く
い
虫
対
策

で
伐
倒
し
た
、根
の
部
分
が

残
っ
て
い
る
分
の
伐
根
処
理

や
、盛
土
等
の
検
討
を
進
め

る
。時
期
は
、伐
倒
処
理
が
一

通
り
完
了
し
た
頃
を
目
標
に

検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。 

　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

カ
フ
ェ
に
関
し
て
は
整
備
す

る
考
え
は
な
い
が
、大
会
開

催
な
ど
で
多
く
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、町
観
光

協
会
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
手

配
が
可
能
か
ど
う
か
今
後
調

整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
い
た
ず
ら
や
車
上
ね
ら

　
　
い
な
ど
の
事
案
も
あ
る
。

少
年
犯
罪
の
抑
止
や
窃
盗
等

の
犯
罪
防
止
と
し
て
定
点
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
犯
罪
と
な
る
と
警
察
も

　
　
関
係
し
て
く
る
。地
区

や
警
察
か
ら
具
体
的
な
場
所

を
示
さ
れ
れ
ば
、検
討
を
し

て
い
く
。

　
　
暮
ら
し
の
安
全
を
確
保

　
　
し
、犯
罪
抑
止
と
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
自
治
会
で
設
置
し
て
町

　
　
で
補
助
金
を
出
す
方
法

も
あ
る
。検
討
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
方
法
を
考
え
た
い
。

　
　
独
自
に
防
犯
対
策
を
講

　
　
じ
る
場
合
、補
助
を
す

る
考
え
は
。

　
　
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

ば
っ
こ
ん

　
　
本
町
は
、昼
夜
間
人
口

　
　
比
率
が
低
く
、日
中
の

防
災
体
制
に
は
不
安
な
面
が

あ
る
。全
小
中
学
生
も
訓
練

に
参
加
で
き
る
総
合
防
災
訓

練
を
毎
年
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
昼
夜
間
人
口
比

　
　
率
は
、約
66
％
と
低
く

日
本
一
で
あ
る
。平
日
の
日

中
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、避
難
面
な
ど
を
懸
念
し

て
い
る
が
、全
町
民
が
参
加

す
る
大
規
模
な
防
災
訓
練
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

昨
年
松
ケ
浜
小
学
校
を
会
場

に
実
施
し
た
規
模
の
訓
練
を
、

各
年
、小
学
校
の
学
区
ご
と

に
一
校
ず
つ
町
民
の
避
難
方

法
に
重
点
を
置
い
て
実
施
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
　
必
要
な
物
資
の
備
蓄
や

　
　
細
や
か
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
に
も
、女
性
の

視
点
が
必
要
で
あ
る
。備
蓄

状
況
と
、女
性
職
員
の
か
か

わ
り
方
は
。

　
　
生
理
用
品
１
万
５
９
１

　
　
０
枚
や
哺
乳
瓶
１
１
６

本
、紙
オ
ム
ツ
１
６
７
８
枚
、

粉
ミ
ル
ク
96
箱
、液
体
ミ
ル

ク
１
９
２
缶
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ミ
ル
ク
８
缶
を
備
蓄
し
て

い
る
。ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
、

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。町
地
域

防
災
計
画
や
避
難
計
画
等
を

策
定
す
る
際
に
開
催
さ
れ
る

防
災
会
議
に
、女
性
委
員
３

名
を
委
嘱
し
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。 

　
防
災
対
策
室
に
は
女
性
の

職
員
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い

が
、避
難
所
の
運
営
や
備
蓄

な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、

地
域
の
女
性
団
体
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、女
性
の
視
点

も
含
め
て
物
品
の
選
定
を
し

て
い
く
。

　
　
お
む
つ
替
え
を
す
る
際

　
　
に
必
要
な
お
し
り
ふ
き

や
離
乳
食
、お
り
も
の
シ
ー
ト
、

女
性
男
性
も
使
う
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
な
ど
、町
民
が
必
要
と
す

る
も
の
を
備
え
る
べ
き
で
あ

る
。女
性
職
員
や
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、今

日
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災

害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
副
町
長
　
今
ま
で
は
男

　
　
性
の
目
線
の
み
で
考
え

て
い
た
が
、す
ぐ
に
で
も
町
の

女
性
職
員
に
意
見
を
聞
き
、

そ
の
後
、町
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
現
在
の
防
犯
対
策
は
十

　
　
分
に
取
れ
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
平
成
31
年
度
よ

　
　
り
下
校
時
刻
に
合
わ
せ

防
災
無
線
に
よ
る
児
童
見
守

り
の
町
内
放
送
を
開
始
し
た
。

３
年
度
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
取
り
入
れ
た
。ま

た
、特
殊
詐
欺
等
の
事
案
に

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
防
犯
無

線
に
よ
る
放
送
を
行
っ
て
い

る
。防
犯
対
策
を
ど
れ
だ
け

講
じ
て
も
１
０
０
％
犯
罪
を

な
く
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、こ
れ
ら
の
対
策
が
抑
止

力
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
今

後
も
有
効
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

　
　
平
成
31
年
３
月
議
会
で

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
信
号
機

へ
の
設
置
に
関
す
る
質
問
が

さ
れ
調
査
す
る
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。そ
の
後
の
調
査
結
果

と
対
応
は
。

　
　
塩
釜
警
察
署
に
確
認
し

　
　
た
と
こ
ろ
信
号
機
へ
の

設
置
は
で
き
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
経
費
面
、映
像
保
存
期

間
、
確
認
方
法
、取
り
付
け

方
法
な
ど
、今
後
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
ロ
ー
コ
ス
ト
で
高

性
能
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

実
用
性
を
踏
ま
え
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

　
　
電
柱
等
に
設
置
す
る
定

　
　
点
カ
メ
ラ
は
。

　
　
電
力
会
社
の
許
可
が
必

　
　
要
で
あ
る
。ま
た
、設
置

の
提
案
が
あ
り
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
　
防
犯
活
動
に
関
す
る
協

　
　
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

た
経
緯
は
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関

　
　
し
情
報
収
集
し
て
い
た

中
で
、５
年
８
月
に
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
様
よ
り

「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

の
提
案
が
あ
り
、塩
釜
警
察

署
も
含
め
候
補
地
の
下
見
な

ど
対
面
で
の
協
議
を
重
ね
、

６
年
２
月
19
日
の
締
結
式

に
至
っ
た
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」設
置
に
関
し
て
地

元
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
る

の
か
。

　
　
当
面
は
公
共
施
設
に
設

　
　
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
に
向
け
た
今
後
の

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、維
持

管
理
に
か
か
る
費
用
負
担
な

ど
は
。

　
　
花
渕
浜
多
目
的
広
場
駐

　
　
車
場
に一
台
の
設
置
は

決
ま
っ
て
い
る
。協
定
の
中
で

売
上
を
設
置
費
用
に
充
て
る

と
あ
り
、最
終
的
に
何
台
設

置
す
る
か
は
設
置
者
に
よ
る
。

設
置
等
に
関
し
て
の
費
用
負

担
は
無
い
。土
地
の
借
地
料

等
の
負
担
と
な
る
。

　
　
不
審
者
等
の
対
策
と
し

　
　
て
通
学
路
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。

　
　
通
学
路
上
に
、有
効
で

　
　
設
置
可
能
な
場
所
を
調

べ「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

増
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
公
園
や
公
共
ト
イ
レ
の

　
　
防
犯
対
策
と
し
て
、防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」の
設
置
に
取
り
組

む
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や

　
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
更
に
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。合
宿

施
設
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

へ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置
お
よ

び
屋
根
付
き
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
、相
撲
場
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
跡
地
、キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備

す
る
考
え
は
。
ま
た
、サ
ッ
カ

ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
カ
フ
ェ
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
町
外
の
ス
ポ

　
　
ー
ツ
団
体
な
ど
が
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
際
は
、

町
内
の
旅
館
な
ど
を
宿
泊
地

と
し
て
お
り
、利
用
増
進
に
つ

な
が
っ
て
い
る
た
め
合
宿
所

の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

　
若
者
の
施
設
利
用
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
や
３ｘ

３
コ
ー
ト
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
が
、相
撲
場
を
解
体
し
ス

ポ
ー
ツ
振
興
交
付
金
の
活
用

を
前
提
と
し
た
施
設
整
備
の

検
討
を
、６
年
度
中
に
行
う

予
定
で
あ
る
。ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
内
容
も
踏
ま
え
、

今
後
の
整
備
検
討
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
は
既
存

の
施
設
を
撤
去
後
、芝
生
広

場
と
し
て
整
備
す
る
。 

　
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
木
の
根

の
影
響
で
地
面
の
凹
凸
が
残

っ
て
い
る
ほ
か
、
傾
斜
が
あ
っ

て
テ
ン
ト
が
立
て
に
く
く
な

っ
て
い
る
。松
く
い
虫
対
策

で
伐
倒
し
た
、根
の
部
分
が

残
っ
て
い
る
分
の
伐
根
処
理

や
、盛
土
等
の
検
討
を
進
め

る
。時
期
は
、伐
倒
処
理
が
一

通
り
完
了
し
た
頃
を
目
標
に

検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。 

　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

カ
フ
ェ
に
関
し
て
は
整
備
す

る
考
え
は
な
い
が
、大
会
開

催
な
ど
で
多
く
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、町
観
光

協
会
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
手

配
が
可
能
か
ど
う
か
今
後
調

整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
い
た
ず
ら
や
車
上
ね
ら

　
　
い
な
ど
の
事
案
も
あ
る
。

少
年
犯
罪
の
抑
止
や
窃
盗
等

の
犯
罪
防
止
と
し
て
定
点
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
犯
罪
と
な
る
と
警
察
も

　
　
関
係
し
て
く
る
。地
区

や
警
察
か
ら
具
体
的
な
場
所

を
示
さ
れ
れ
ば
、検
討
を
し

て
い
く
。

　
　
暮
ら
し
の
安
全
を
確
保

　
　
し
、犯
罪
抑
止
と
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
自
治
会
で
設
置
し
て
町

　
　
で
補
助
金
を
出
す
方
法

も
あ
る
。検
討
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
方
法
を
考
え
た
い
。

　
　
独
自
に
防
犯
対
策
を
講

　
　
じ
る
場
合
、補
助
を
す

る
考
え
は
。

　
　
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

ば
っ
こ
ん

佐　藤　直　美
さ と う な お み

鈴　木　洋　市
す ず き よ う い ち

安心して暮らせる地域に

　跡地の有効活用を期待する

町の考えを聞く 一 般 質 問
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自
動
販
売
機
の
内
部

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
た
も
の
。

　
目
線
の
高
さ
で
撮
影

し
て
い
る
た
め
カ
メ
ラ

の
存
在
に
気
付
き
や
す

く
、犯
罪
の
抑
止
効
果

が
高
ま
る
。

「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

ひ 

と 

口 

メ 

モ



町長

総合防災訓練を
　　　　　　実施する考えは
　今のところ考えていない

答問 町
長

防
犯
対
策
強
化
を

　「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」を
設
置

町
長

相
撲
場
跡
地
の
整
備
は

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答答 答

答

答答答

答

答答 答

答

答答

問

教
育
長

６
年
度
中
に
検
討
す
る

　
　
本
町
は
、昼
夜
間
人
口

　
　
比
率
が
低
く
、日
中
の

防
災
体
制
に
は
不
安
な
面
が

あ
る
。全
小
中
学
生
も
訓
練

に
参
加
で
き
る
総
合
防
災
訓

練
を
毎
年
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
昼
夜
間
人
口
比

　
　
率
は
、約
66
％
と
低
く

日
本
一
で
あ
る
。平
日
の
日

中
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、避
難
面
な
ど
を
懸
念
し

て
い
る
が
、全
町
民
が
参
加

す
る
大
規
模
な
防
災
訓
練
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

昨
年
松
ケ
浜
小
学
校
を
会
場

に
実
施
し
た
規
模
の
訓
練
を
、

各
年
、小
学
校
の
学
区
ご
と

に
一
校
ず
つ
町
民
の
避
難
方

法
に
重
点
を
置
い
て
実
施
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
　
必
要
な
物
資
の
備
蓄
や

　
　
細
や
か
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
に
も
、女
性
の

視
点
が
必
要
で
あ
る
。備
蓄

状
況
と
、女
性
職
員
の
か
か

わ
り
方
は
。

　
　
生
理
用
品
１
万
５
９
１

　
　
０
枚
や
哺
乳
瓶
１
１
６

本
、紙
オ
ム
ツ
１
６
７
８
枚
、

粉
ミ
ル
ク
96
箱
、液
体
ミ
ル

ク
１
９
２
缶
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ミ
ル
ク
８
缶
を
備
蓄
し
て

い
る
。ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
、

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。町
地
域

防
災
計
画
や
避
難
計
画
等
を

策
定
す
る
際
に
開
催
さ
れ
る

防
災
会
議
に
、女
性
委
員
３

名
を
委
嘱
し
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。 

　
防
災
対
策
室
に
は
女
性
の

職
員
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い

が
、避
難
所
の
運
営
や
備
蓄

な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、

地
域
の
女
性
団
体
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、女
性
の
視
点

も
含
め
て
物
品
の
選
定
を
し

て
い
く
。

　
　
お
む
つ
替
え
を
す
る
際

　
　
に
必
要
な
お
し
り
ふ
き

や
離
乳
食
、お
り
も
の
シ
ー
ト
、

女
性
男
性
も
使
う
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
な
ど
、町
民
が
必
要
と
す

る
も
の
を
備
え
る
べ
き
で
あ

る
。女
性
職
員
や
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、今

日
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災

害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
副
町
長
　
今
ま
で
は
男

　
　
性
の
目
線
の
み
で
考
え

て
い
た
が
、す
ぐ
に
で
も
町
の

女
性
職
員
に
意
見
を
聞
き
、

そ
の
後
、町
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
現
在
の
防
犯
対
策
は
十

　
　
分
に
取
れ
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
平
成
31
年
度
よ

　
　
り
下
校
時
刻
に
合
わ
せ

防
災
無
線
に
よ
る
児
童
見
守

り
の
町
内
放
送
を
開
始
し
た
。

３
年
度
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
取
り
入
れ
た
。ま

た
、特
殊
詐
欺
等
の
事
案
に

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
防
犯
無

線
に
よ
る
放
送
を
行
っ
て
い

る
。防
犯
対
策
を
ど
れ
だ
け

講
じ
て
も
１
０
０
％
犯
罪
を

な
く
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、こ
れ
ら
の
対
策
が
抑
止

力
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
今

後
も
有
効
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

　
　
平
成
31
年
３
月
議
会
で

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
信
号
機

へ
の
設
置
に
関
す
る
質
問
が

さ
れ
調
査
す
る
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。そ
の
後
の
調
査
結
果

と
対
応
は
。

　
　
塩
釜
警
察
署
に
確
認
し

　
　
た
と
こ
ろ
信
号
機
へ
の

設
置
は
で
き
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
経
費
面
、映
像
保
存
期

間
、
確
認
方
法
、取
り
付
け

方
法
な
ど
、今
後
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
ロ
ー
コ
ス
ト
で
高

性
能
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

実
用
性
を
踏
ま
え
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

　
　
電
柱
等
に
設
置
す
る
定

　
　
点
カ
メ
ラ
は
。

　
　
電
力
会
社
の
許
可
が
必

　
　
要
で
あ
る
。ま
た
、設
置

の
提
案
が
あ
り
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
　
防
犯
活
動
に
関
す
る
協

　
　
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

た
経
緯
は
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関

　
　
し
情
報
収
集
し
て
い
た

中
で
、５
年
８
月
に
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
様
よ
り

「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

の
提
案
が
あ
り
、塩
釜
警
察

署
も
含
め
候
補
地
の
下
見
な

ど
対
面
で
の
協
議
を
重
ね
、

６
年
２
月
19
日
の
締
結
式

に
至
っ
た
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」設
置
に
関
し
て
地

元
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
る

の
か
。

　
　
当
面
は
公
共
施
設
に
設

　
　
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
に
向
け
た
今
後
の

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、維
持

管
理
に
か
か
る
費
用
負
担
な

ど
は
。

　
　
花
渕
浜
多
目
的
広
場
駐

　
　
車
場
に一
台
の
設
置
は

決
ま
っ
て
い
る
。協
定
の
中
で

売
上
を
設
置
費
用
に
充
て
る

と
あ
り
、最
終
的
に
何
台
設

置
す
る
か
は
設
置
者
に
よ
る
。

設
置
等
に
関
し
て
の
費
用
負

担
は
無
い
。土
地
の
借
地
料

等
の
負
担
と
な
る
。

　
　
不
審
者
等
の
対
策
と
し

　
　
て
通
学
路
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。

　
　
通
学
路
上
に
、有
効
で

　
　
設
置
可
能
な
場
所
を
調

べ「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

増
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
公
園
や
公
共
ト
イ
レ
の

　
　
防
犯
対
策
と
し
て
、防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」の
設
置
に
取
り
組

む
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や

　
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
更
に
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。合
宿

施
設
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

へ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置
お
よ

び
屋
根
付
き
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
、相
撲
場
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
跡
地
、キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備

す
る
考
え
は
。
ま
た
、サ
ッ
カ

ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
カ
フ
ェ
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
町
外
の
ス
ポ

　
　
ー
ツ
団
体
な
ど
が
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
際
は
、

町
内
の
旅
館
な
ど
を
宿
泊
地

と
し
て
お
り
、利
用
増
進
に
つ

な
が
っ
て
い
る
た
め
合
宿
所

の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

　
若
者
の
施
設
利
用
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
や
３ｘ

３
コ
ー
ト
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
が
、相
撲
場
を
解
体
し
ス

ポ
ー
ツ
振
興
交
付
金
の
活
用

を
前
提
と
し
た
施
設
整
備
の

検
討
を
、６
年
度
中
に
行
う

予
定
で
あ
る
。ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
内
容
も
踏
ま
え
、

今
後
の
整
備
検
討
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
は
既
存

の
施
設
を
撤
去
後
、芝
生
広

場
と
し
て
整
備
す
る
。 

　
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
木
の
根

の
影
響
で
地
面
の
凹
凸
が
残

っ
て
い
る
ほ
か
、
傾
斜
が
あ
っ

て
テ
ン
ト
が
立
て
に
く
く
な

っ
て
い
る
。松
く
い
虫
対
策

で
伐
倒
し
た
、根
の
部
分
が

残
っ
て
い
る
分
の
伐
根
処
理

や
、盛
土
等
の
検
討
を
進
め

る
。時
期
は
、伐
倒
処
理
が
一

通
り
完
了
し
た
頃
を
目
標
に

検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。 

　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

カ
フ
ェ
に
関
し
て
は
整
備
す

る
考
え
は
な
い
が
、大
会
開

催
な
ど
で
多
く
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、町
観
光

協
会
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
手

配
が
可
能
か
ど
う
か
今
後
調

整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
い
た
ず
ら
や
車
上
ね
ら

　
　
い
な
ど
の
事
案
も
あ
る
。

少
年
犯
罪
の
抑
止
や
窃
盗
等

の
犯
罪
防
止
と
し
て
定
点
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
犯
罪
と
な
る
と
警
察
も

　
　
関
係
し
て
く
る
。地
区

や
警
察
か
ら
具
体
的
な
場
所

を
示
さ
れ
れ
ば
、検
討
を
し

て
い
く
。

　
　
暮
ら
し
の
安
全
を
確
保

　
　
し
、犯
罪
抑
止
と
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
自
治
会
で
設
置
し
て
町

　
　
で
補
助
金
を
出
す
方
法

も
あ
る
。検
討
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
方
法
を
考
え
た
い
。

　
　
独
自
に
防
犯
対
策
を
講

　
　
じ
る
場
合
、補
助
を
す

る
考
え
は
。

　
　
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

ば
っ
こ
ん

　
　
本
町
は
、昼
夜
間
人
口

　
　
比
率
が
低
く
、日
中
の

防
災
体
制
に
は
不
安
な
面
が

あ
る
。全
小
中
学
生
も
訓
練

に
参
加
で
き
る
総
合
防
災
訓

練
を
毎
年
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
昼
夜
間
人
口
比

　
　
率
は
、約
66
％
と
低
く

日
本
一
で
あ
る
。平
日
の
日

中
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、避
難
面
な
ど
を
懸
念
し

て
い
る
が
、全
町
民
が
参
加

す
る
大
規
模
な
防
災
訓
練
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

昨
年
松
ケ
浜
小
学
校
を
会
場

に
実
施
し
た
規
模
の
訓
練
を
、

各
年
、小
学
校
の
学
区
ご
と

に
一
校
ず
つ
町
民
の
避
難
方

法
に
重
点
を
置
い
て
実
施
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
　
必
要
な
物
資
の
備
蓄
や

　
　
細
や
か
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
に
も
、女
性
の

視
点
が
必
要
で
あ
る
。備
蓄

状
況
と
、女
性
職
員
の
か
か

わ
り
方
は
。

　
　
生
理
用
品
１
万
５
９
１

　
　
０
枚
や
哺
乳
瓶
１
１
６

本
、紙
オ
ム
ツ
１
６
７
８
枚
、

粉
ミ
ル
ク
96
箱
、液
体
ミ
ル

ク
１
９
２
缶
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ミ
ル
ク
８
缶
を
備
蓄
し
て

い
る
。ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
、

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。町
地
域

防
災
計
画
や
避
難
計
画
等
を

策
定
す
る
際
に
開
催
さ
れ
る

防
災
会
議
に
、女
性
委
員
３

名
を
委
嘱
し
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。 

　
防
災
対
策
室
に
は
女
性
の

職
員
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い

が
、避
難
所
の
運
営
や
備
蓄

な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、

地
域
の
女
性
団
体
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、女
性
の
視
点

も
含
め
て
物
品
の
選
定
を
し

て
い
く
。

　
　
お
む
つ
替
え
を
す
る
際

　
　
に
必
要
な
お
し
り
ふ
き

や
離
乳
食
、お
り
も
の
シ
ー
ト
、

女
性
男
性
も
使
う
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
な
ど
、町
民
が
必
要
と
す

る
も
の
を
備
え
る
べ
き
で
あ

る
。女
性
職
員
や
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、今

日
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災

害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
副
町
長
　
今
ま
で
は
男

　
　
性
の
目
線
の
み
で
考
え

て
い
た
が
、す
ぐ
に
で
も
町
の

女
性
職
員
に
意
見
を
聞
き
、

そ
の
後
、町
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
現
在
の
防
犯
対
策
は
十

　
　
分
に
取
れ
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
平
成
31
年
度
よ

　
　
り
下
校
時
刻
に
合
わ
せ

防
災
無
線
に
よ
る
児
童
見
守

り
の
町
内
放
送
を
開
始
し
た
。

３
年
度
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
取
り
入
れ
た
。ま

た
、特
殊
詐
欺
等
の
事
案
に

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
防
犯
無

線
に
よ
る
放
送
を
行
っ
て
い

る
。防
犯
対
策
を
ど
れ
だ
け

講
じ
て
も
１
０
０
％
犯
罪
を

な
く
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、こ
れ
ら
の
対
策
が
抑
止

力
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
今

後
も
有
効
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

　
　
平
成
31
年
３
月
議
会
で

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
信
号
機

へ
の
設
置
に
関
す
る
質
問
が

さ
れ
調
査
す
る
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。そ
の
後
の
調
査
結
果

と
対
応
は
。

　
　
塩
釜
警
察
署
に
確
認
し

　
　
た
と
こ
ろ
信
号
機
へ
の

設
置
は
で
き
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
経
費
面
、映
像
保
存
期

間
、
確
認
方
法
、取
り
付
け

方
法
な
ど
、今
後
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
ロ
ー
コ
ス
ト
で
高

性
能
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

実
用
性
を
踏
ま
え
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

　
　
電
柱
等
に
設
置
す
る
定

　
　
点
カ
メ
ラ
は
。

　
　
電
力
会
社
の
許
可
が
必

　
　
要
で
あ
る
。ま
た
、設
置

の
提
案
が
あ
り
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
　
防
犯
活
動
に
関
す
る
協

　
　
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

た
経
緯
は
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関

　
　
し
情
報
収
集
し
て
い
た

中
で
、５
年
８
月
に
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
様
よ
り

「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

の
提
案
が
あ
り
、塩
釜
警
察

署
も
含
め
候
補
地
の
下
見
な

ど
対
面
で
の
協
議
を
重
ね
、

６
年
２
月
19
日
の
締
結
式

に
至
っ
た
。

　
　「
み
ま
も
り
自
動
販
売

　
　
機
」設
置
に
関
し
て
地

元
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
る

の
か
。

　
　
当
面
は
公
共
施
設
に
設

　
　
置
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考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
に
向
け
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今
後
の

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、維
持

管
理
に
か
か
る
費
用
負
担
な

ど
は
。

　
　
花
渕
浜
多
目
的
広
場
駐

　
　
車
場
に一
台
の
設
置
は

決
ま
っ
て
い
る
。協
定
の
中
で

売
上
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設
置
費
用
に
充
て
る

と
あ
り
、最
終
的
に
何
台
設
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す
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設
置
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よ
る
。

設
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し
て
の
費
用
負
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い
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。
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可
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な
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流
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加
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目
的
に
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ド
場
や
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３
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の
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を
行
っ
て
い

る
が
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撲
場
を
解
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し
ス
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交
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金
の
活
用

を
前
提
と
し
た
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整
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の

検
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を
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度
中
に
行
う

予
定
で
あ
る
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意
見
を
い

た
だ
い
た
内
容
も
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ま
え
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今
後
の
整
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検
討
の
参
考
と

さ
せ
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た
だ
く
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場
は
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存

の
施
設
を
撤
去
後
、芝
生
広

場
と
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て
整
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す
る
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キ
ャ
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プ
場
に
は
木
の
根

の
影
響
で
地
面
の
凹
凸
が
残

っ
て
い
る
ほ
か
、
傾
斜
が
あ
っ

て
テ
ン
ト
が
立
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に
く
く
な

っ
て
い
る
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く
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虫
対
策

で
伐
倒
し
た
、根
の
部
分
が

残
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て
い
る
分
の
伐
根
処
理

や
、盛
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等
の
検
討
を
進
め

る
。時
期
は
、伐
倒
処
理
が
一

通
り
完
了
し
た
頃
を
目
標
に

検
討
を
進
め
た
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と
思
う
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サ
ッ
カ
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ス
タ
ジ
ア
ム
の

カ
フ
ェ
に
関
し
て
は
整
備
す

る
考
え
は
な
い
が
、大
会
開

催
な
ど
で
多
く
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、町
観
光

協
会
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
手

配
が
可
能
か
ど
う
か
今
後
調

整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
い
た
ず
ら
や
車
上
ね
ら

　
　
い
な
ど
の
事
案
も
あ
る
。

少
年
犯
罪
の
抑
止
や
窃
盗
等

の
犯
罪
防
止
と
し
て
定
点
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
犯
罪
と
な
る
と
警
察
も

　
　
関
係
し
て
く
る
。地
区

や
警
察
か
ら
具
体
的
な
場
所

を
示
さ
れ
れ
ば
、検
討
を
し

て
い
く
。

　
　
暮
ら
し
の
安
全
を
確
保

　
　
し
、犯
罪
抑
止
と
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
　
自
治
会
で
設
置
し
て
町

　
　
で
補
助
金
を
出
す
方
法

も
あ
る
。検
討
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
方
法
を
考
え
た
い
。

　
　
独
自
に
防
犯
対
策
を
講

　
　
じ
る
場
合
、補
助
を
す

る
考
え
は
。

　
　
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

ば
っ
こ
ん

佐　藤　直　美
さ と う な お み

鈴　木　洋　市
す ず き よ う い ち

安心して暮らせる地域に

　跡地の有効活用を期待する

町の考えを聞く 一 般 質 問
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自
動
販
売
機
の
内
部

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
た
も
の
。

　
目
線
の
高
さ
で
撮
影

し
て
い
る
た
め
カ
メ
ラ

の
存
在
に
気
付
き
や
す

く
、犯
罪
の
抑
止
効
果

が
高
ま
る
。

「
み
ま
も
り
自
動
販
売
機
」

ひ 

と 

口 

メ 

モ



町長

町民バスのオンデマンド化は
　ニーズを把握し検討したい

海
水
浴
場
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

条
例
化
を

条
例
化
以
外
の
方
法
で
善
処
す
る

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の
拡
充
を
図
れ

　幅
広
く
検
討
す
る

問

問

答答

答

問

問答

問答問答問答

問

問 答

問答

問答

問 答

答

町
長

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
移
転
は

　来
年
度
も
コ
ー
ス
は
検
討
す
る

答

　
　
現
在
の
町
民
バ
ス「
ぐ

　
　
る
り
ん
こ
」の
運
行
形

態
や
利
用
状
況
を
ど
う
検
証
、

分
析
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
長
　
利
用
者
に
ア
ン

　
　
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
く
。利

用
状
況
は
運
行
会
社
か
ら
毎

月
報
告
を
受
け
、人
流
の
傾

向
を
分
析
し
て
い
る
。

　
前
回
調
査
が
令
和
元
年
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
実
態
調
査
す
る
。

　
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
地

域
交
通
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
施
政
方
針
で「
交
通
体

　
　
系
の
構
築
を
模
索
」と

述
べ
た
が
、現
時
点
で
想
定

さ
れ
る
次
世
代
地
域
交
通
手

段
の
候
補
は
。ま
た
過
去
に

検
討
し
た
際
に
実
現
化
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
や

　
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、あ
い
の

り
サ
ー
ビ
ス
、自
動
運
転
な

ど
様
々
な
手
法
を
探
っ
て
い

く
。ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
が
使

い
や
す
い
の
で
は
と
も
感
じ

て
い
る
が
、町
内
の
民
間
事

業
者
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
も

あ
り
、思
い
切
っ
た
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。

　
過
去
に
は
福
島
県
浪
江
町

の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た

が
、シ
ス
テ
ム
経
費
だ
け
で
１

億
円
ほ
ど
掛
か
る
と
い
う
こ

と
で
断
念
し
た
。

　
　
便
数
が
少
な
く
、乗
車

　
　
率
も
低
い
日
中
便
を
廃

止
し
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
す
る

な
ど
と
い
う
形
態
は
ど
う
か
。

　
　
午
前
中
の
下
り
便
、午

　
　
後
の
上
り
便
は
、利
用

人
数
５
人
未
満
だ
が
一
部
で

は
10
人
以
上
乗
車
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。各
便
の
利
用

状
況
を
把
握
し
て
、ど
の
よ

う
な
運
行
形
態
が
合
う
の
か

を
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

　
ニ
ー
ズ
と
し
て
通
勤
通
学

や
買
い
物
、病
院
通
い
な
ど
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
従
来
の
部
活
動
の
メ
リ

　
　
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
教
育
長
　
チ
ー
ム
ワ
ー

　
　
ク
作
り
や
精
神
、技
能

の
鍛
錬
な
ど
を
通
し
て
人
間

性
を
豊
か
に
育
む
役
割
を
果

た
し
、生
徒
指
導
の
中
心
を

担
う
活
動
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、過
度
な
練
習
に

よ
る
健
康
被
害
や
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
に
基
づ
か
な
い
精
神

主
義
的
な
指
導
に
よ
る
人
権

問
題
、教
師
が
授
業
の
準
備

不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
部
活
動
は
教

　
　
育
の
一
環
で
必
須
加
入

だ
っ
た
。６
年
度
か
ら
は
任
意

加
入
と
な
る
が
、地
域
ク
ラ

ブ
の
受
け
皿
が
整
っ
て
い
な

い
な
か
で
早
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
生
徒
の
利
益
や
成
長
に

　
　
お
い
て
、む
し
ろ
遅
か
っ

た
と
思
う
。

　
　
学
校
側
と
し
て
入
部
へ

　
　
の
積
極
的
な
呼
び
か
け

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
中
学
生
と
し
て
の
あ
り

　
　
方
生
き
方
を
問
う
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
自
己
決
定
を

さ
せ
る
こ
と
。こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
踏
ん
で
も
ら
う
。

　
　
近
隣
二
市
二
町
と
比
べ
、

　
　
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

金
が
少
な
い
と
感
じ
る
。次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
、ス
ポ
ー

ツ
奨
励
金
の
増
額
、要
件
の

緩
和
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
は
、

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、全
国

大
会
に
出
場
す
る
町
民
を
支

援
す
る
た
め
に
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。奨
励
金
の
増
額

や
要
件
の
緩
和
な
ど
、生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、近
隣
市
町
の
動
向
を

踏
ま
え
幅
広
く
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
本
町
で
は
少
な
く
と
も

　
　
20
年
間
据
え
置
か
れ
て

い
た
。時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
見
直
す
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
過
去

　
　
の
検
討
の
経
緯
は
承
知

し
て
い
な
い
。近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ

け
早
く
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
海
水
浴
場
来
訪
者
の
一

　
　
部
に
、砂
浜
で
の
喫
煙

や
飲
酒
、火
気
使
用
、入
れ
墨

や
タ
ト
ゥ
ー
を
さ
ら
し
周
囲

に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど
、マ

ナ
ー
の
悪
い
方
が
い
る
。海
水

浴
場
ス
タ
ッ
フ
が
注
意
し
て

も
現
在
の
善
意
に
頼
る
ル
ー

ル
で
は
限
界
が
あ
り
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
な
ど
で
導
入
し
て

い
る
海
水
浴
場
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
条
例
を
制
定
し
、安
心
安

全
な
海
水
浴
場
を
目
指
す
考

え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
神
奈
川
県
で
は
、

　
　
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県

の
条
例
に
基
づ
き
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
運
用
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、海
水
浴
場
開

設
や
菖
蒲
田
浜
以
外
の
浜
の

運
用
な
ど
多
く
の
議
論
が
必

要
で
、現
在
は
条
例
を
定
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。海

水
浴
に
限
ら
な
い
海
岸
利
用

の
マ
ナ
ー
を
海
岸
管
理
者
の

県
と
相
談
し
て
い
く
。

　
　
産
業
課
長
　
町
と
し
て

　
　
も
マ
ナ
ー
向
上
は
願
っ

て
お
り
、６
年
度
か
ら
条
例

で
は
な
い
形
で
対
応
を
考
え

て
い
く
。例
え
ば
現
在
の
ル
ー

ル
を
町
か
ら
も
周
知
さ
せ
て

い
く
、警
察
や
消
防
、海
上
保

安
庁
な
ど
と
連
携
強
化
す
る

な
ど
。

　
　
第
30
回
を
迎
え
、菖
蒲

　
　
田
浜
に
会
場
を
移
転
す

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
だ

が
、大
会
コ
ー
ス
は
従
来
よ
り

も
短
い
距
離
に
留
ま
り
、広

く
町
民
の
目
に
触
れ
て
欲
し

い
と
い
う
趣
旨
と
一
致
し
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、コ
ー
ス

設
定
の
経
緯
と
町
の
見
解
は
。

　
　
本
件
は
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

対
象
者
と
の
対
応
に
複
数
の

ス
タ
ッ
フ
を
割
か
れ
、監
視
救

助
の
人
員
が
手
薄
に
な
り
、

事
故
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
い
う
人
命
に
関
わ
る
問

題
で
も
あ
る
。ど
の
よ
う
に

警
察
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
っ
て

も
ら
う
の
か
。

　
　
実
態
を
整
理
し
、警
察

　
　
に
強
く
対
応
を
申
し
入

れ
る
。

 

　
　
町
長
　
従
来
の
湊
浜
開

　
　
催
で
は
、観
戦
者
の
車

の
ア
ク
セ
ス
、選
手
の
駐
車
場

確
保
な
ど
が
課
題
で
県
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
と
協
議
の

上
で
菖
蒲
田
海
浜
公
園
へ
移

転
を
決
定
し
た
。

　
区
長
会
で
は
更
な
る
コ
ー

ス
の
見
直
し
の
意
見
が
あ
り
、

令
和
７
年
度
大
会
に
向
け
協

会
と
議
論
し
て
い
く
。

　
大
き
な
コ
ー
ス
で
七
ヶ
浜

の
良
い
と
こ
ろ
、ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
な
ど
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金

　
　
を
利
用
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
出
て
く
る
こ
と
を
願
う
が
。

　
　
町
長
　
ま
さ
に
そ
れ
を

　
　
望
ん
で
い
る
。こ
の
町

か
ら
、世
界
で
活
躍
す
る
選

手
が
出
た
ら
大
変
う
れ
し
い
。

　
町
内
に
住
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
、な
お
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。

町
長
町
長
町
長

町
長
町
長
町
長

　
　
現
在
の
町
民
バ
ス「
ぐ

　
　
る
り
ん
こ
」の
運
行
形

態
や
利
用
状
況
を
ど
う
検
証
、

分
析
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
長
　
利
用
者
に
ア
ン

　
　
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
く
。利

用
状
況
は
運
行
会
社
か
ら
毎

月
報
告
を
受
け
、人
流
の
傾

向
を
分
析
し
て
い
る
。

　
前
回
調
査
が
令
和
元
年
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
実
態
調
査
す
る
。

　
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
地

域
交
通
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
施
政
方
針
で「
交
通
体

　
　
系
の
構
築
を
模
索
」と

述
べ
た
が
、現
時
点
で
想
定

さ
れ
る
次
世
代
地
域
交
通
手

段
の
候
補
は
。ま
た
過
去
に

検
討
し
た
際
に
実
現
化
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
や

　
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、あ
い
の

り
サ
ー
ビ
ス
、自
動
運
転
な

ど
様
々
な
手
法
を
探
っ
て
い

く
。ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
が
使

い
や
す
い
の
で
は
と
も
感
じ

て
い
る
が
、町
内
の
民
間
事

業
者
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
も

あ
り
、思
い
切
っ
た
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。

　
過
去
に
は
福
島
県
浪
江
町

の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た

が
、シ
ス
テ
ム
経
費
だ
け
で
１

億
円
ほ
ど
掛
か
る
と
い
う
こ

と
で
断
念
し
た
。

　
　
便
数
が
少
な
く
、乗
車

　
　
率
も
低
い
日
中
便
を
廃

止
し
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
す
る

な
ど
と
い
う
形
態
は
ど
う
か
。

　
　
午
前
中
の
下
り
便
、午

　
　
後
の
上
り
便
は
、利
用

人
数
５
人
未
満
だ
が
一
部
で

は
10
人
以
上
乗
車
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。各
便
の
利
用

状
況
を
把
握
し
て
、ど
の
よ

う
な
運
行
形
態
が
合
う
の
か

を
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

　
ニ
ー
ズ
と
し
て
通
勤
通
学

や
買
い
物
、病
院
通
い
な
ど
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
従
来
の
部
活
動
の
メ
リ

　
　
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
教
育
長
　
チ
ー
ム
ワ
ー

　
　
ク
作
り
や
精
神
、技
能

の
鍛
錬
な
ど
を
通
し
て
人
間

性
を
豊
か
に
育
む
役
割
を
果

た
し
、生
徒
指
導
の
中
心
を

担
う
活
動
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、過
度
な
練
習
に

よ
る
健
康
被
害
や
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
に
基
づ
か
な
い
精
神

主
義
的
な
指
導
に
よ
る
人
権

問
題
、教
師
が
授
業
の
準
備

不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
部
活
動
は
教

　
　
育
の
一
環
で
必
須
加
入

だ
っ
た
。６
年
度
か
ら
は
任
意

加
入
と
な
る
が
、地
域
ク
ラ

ブ
の
受
け
皿
が
整
っ
て
い
な

い
な
か
で
早
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
生
徒
の
利
益
や
成
長
に

　
　
お
い
て
、む
し
ろ
遅
か
っ

た
と
思
う
。

　
　
学
校
側
と
し
て
入
部
へ

　
　
の
積
極
的
な
呼
び
か
け

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
中
学
生
と
し
て
の
あ
り

　
　
方
生
き
方
を
問
う
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
自
己
決
定
を

さ
せ
る
こ
と
。こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
踏
ん
で
も
ら
う
。

　
　
近
隣
二
市
二
町
と
比
べ
、

　
　
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

金
が
少
な
い
と
感
じ
る
。次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
、ス
ポ
ー

ツ
奨
励
金
の
増
額
、要
件
の

緩
和
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
は
、

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、全
国

大
会
に
出
場
す
る
町
民
を
支

援
す
る
た
め
に
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。奨
励
金
の
増
額

や
要
件
の
緩
和
な
ど
、生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、近
隣
市
町
の
動
向
を

踏
ま
え
幅
広
く
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
本
町
で
は
少
な
く
と
も

　
　
20
年
間
据
え
置
か
れ
て

い
た
。時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
見
直
す
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
過
去

　
　
の
検
討
の
経
緯
は
承
知

し
て
い
な
い
。近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ

け
早
く
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
海
水
浴
場
来
訪
者
の
一

　
　
部
に
、砂
浜
で
の
喫
煙

や
飲
酒
、火
気
使
用
、入
れ
墨

や
タ
ト
ゥ
ー
を
さ
ら
し
周
囲

に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど
、マ

ナ
ー
の
悪
い
方
が
い
る
。海
水

浴
場
ス
タ
ッ
フ
が
注
意
し
て

も
現
在
の
善
意
に
頼
る
ル
ー

ル
で
は
限
界
が
あ
り
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
な
ど
で
導
入
し
て

い
る
海
水
浴
場
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
条
例
を
制
定
し
、安
心
安

全
な
海
水
浴
場
を
目
指
す
考

え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
神
奈
川
県
で
は
、

　
　
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県

の
条
例
に
基
づ
き
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
運
用
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、海
水
浴
場
開

設
や
菖
蒲
田
浜
以
外
の
浜
の

運
用
な
ど
多
く
の
議
論
が
必

要
で
、現
在
は
条
例
を
定
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。海

水
浴
に
限
ら
な
い
海
岸
利
用

の
マ
ナ
ー
を
海
岸
管
理
者
の

県
と
相
談
し
て
い
く
。

　
　
産
業
課
長
　
町
と
し
て

　
　
も
マ
ナ
ー
向
上
は
願
っ

て
お
り
、６
年
度
か
ら
条
例

で
は
な
い
形
で
対
応
を
考
え

て
い
く
。例
え
ば
現
在
の
ル
ー

ル
を
町
か
ら
も
周
知
さ
せ
て

い
く
、警
察
や
消
防
、海
上
保

安
庁
な
ど
と
連
携
強
化
す
る

な
ど
。

　
　
第
30
回
を
迎
え
、菖
蒲

　
　
田
浜
に
会
場
を
移
転
す

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
だ

が
、大
会
コ
ー
ス
は
従
来
よ
り

も
短
い
距
離
に
留
ま
り
、広

く
町
民
の
目
に
触
れ
て
欲
し

い
と
い
う
趣
旨
と
一
致
し
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、コ
ー
ス

設
定
の
経
緯
と
町
の
見
解
は
。

　
　
本
件
は
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

対
象
者
と
の
対
応
に
複
数
の

ス
タ
ッ
フ
を
割
か
れ
、監
視
救

助
の
人
員
が
手
薄
に
な
り
、

事
故
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
い
う
人
命
に
関
わ
る
問

題
で
も
あ
る
。ど
の
よ
う
に

警
察
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
っ
て

も
ら
う
の
か
。

　
　
実
態
を
整
理
し
、警
察

　
　
に
強
く
対
応
を
申
し
入

れ
る
。

 

　
　
町
長
　
従
来
の
湊
浜
開

　
　
催
で
は
、観
戦
者
の
車

の
ア
ク
セ
ス
、選
手
の
駐
車
場

確
保
な
ど
が
課
題
で
県
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
と
協
議
の

上
で
菖
蒲
田
海
浜
公
園
へ
移

転
を
決
定
し
た
。

　
区
長
会
で
は
更
な
る
コ
ー

ス
の
見
直
し
の
意
見
が
あ
り
、

令
和
７
年
度
大
会
に
向
け
協

会
と
議
論
し
て
い
く
。

　
大
き
な
コ
ー
ス
で
七
ヶ
浜

の
良
い
と
こ
ろ
、ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
な
ど
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金

　
　
を
利
用
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
出
て
く
る
こ
と
を
願
う
が
。

　
　
町
長
　
ま
さ
に
そ
れ
を

　
　
望
ん
で
い
る
。こ
の
町

か
ら
、世
界
で
活
躍
す
る
選

手
が
出
た
ら
大
変
う
れ
し
い
。

　
町
内
に
住
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
、な
お
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。

町
長

町
長

能　勢　鯨　太
の せ け い た

鈴　　木　　博
す ず き ひろし

応援にも熱が入る

もっと便利にしたい、ぐるりんこ

全国大会を目指して

町の考えを聞く 一 般 質 問
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町長

町民バスのオンデマンド化は
　ニーズを把握し検討したい

海
水
浴
場
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

条
例
化
を

条
例
化
以
外
の
方
法
で
善
処
す
る

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の
拡
充
を
図
れ

　幅
広
く
検
討
す
る

問

問

答答

答

問

問答

問答問答問答

問

問 答

問答

問答

問 答

答

町
長

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
移
転
は

　来
年
度
も
コ
ー
ス
は
検
討
す
る

答

　
　
現
在
の
町
民
バ
ス「
ぐ

　
　
る
り
ん
こ
」の
運
行
形

態
や
利
用
状
況
を
ど
う
検
証
、

分
析
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
長
　
利
用
者
に
ア
ン

　
　
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
く
。利

用
状
況
は
運
行
会
社
か
ら
毎

月
報
告
を
受
け
、人
流
の
傾

向
を
分
析
し
て
い
る
。

　
前
回
調
査
が
令
和
元
年
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
実
態
調
査
す
る
。

　
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
地

域
交
通
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
施
政
方
針
で「
交
通
体

　
　
系
の
構
築
を
模
索
」と

述
べ
た
が
、現
時
点
で
想
定

さ
れ
る
次
世
代
地
域
交
通
手

段
の
候
補
は
。ま
た
過
去
に

検
討
し
た
際
に
実
現
化
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
や

　
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、あ
い
の

り
サ
ー
ビ
ス
、自
動
運
転
な

ど
様
々
な
手
法
を
探
っ
て
い

く
。ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
が
使

い
や
す
い
の
で
は
と
も
感
じ

て
い
る
が
、町
内
の
民
間
事

業
者
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
も

あ
り
、思
い
切
っ
た
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。

　
過
去
に
は
福
島
県
浪
江
町

の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た

が
、シ
ス
テ
ム
経
費
だ
け
で
１

億
円
ほ
ど
掛
か
る
と
い
う
こ

と
で
断
念
し
た
。

　
　
便
数
が
少
な
く
、乗
車

　
　
率
も
低
い
日
中
便
を
廃

止
し
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
す
る

な
ど
と
い
う
形
態
は
ど
う
か
。

　
　
午
前
中
の
下
り
便
、午

　
　
後
の
上
り
便
は
、利
用

人
数
５
人
未
満
だ
が
一
部
で

は
10
人
以
上
乗
車
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。各
便
の
利
用

状
況
を
把
握
し
て
、ど
の
よ

う
な
運
行
形
態
が
合
う
の
か

を
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

　
ニ
ー
ズ
と
し
て
通
勤
通
学

や
買
い
物
、病
院
通
い
な
ど
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
従
来
の
部
活
動
の
メ
リ

　
　
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
教
育
長
　
チ
ー
ム
ワ
ー

　
　
ク
作
り
や
精
神
、技
能

の
鍛
錬
な
ど
を
通
し
て
人
間

性
を
豊
か
に
育
む
役
割
を
果

た
し
、生
徒
指
導
の
中
心
を

担
う
活
動
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、過
度
な
練
習
に

よ
る
健
康
被
害
や
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
に
基
づ
か
な
い
精
神

主
義
的
な
指
導
に
よ
る
人
権

問
題
、教
師
が
授
業
の
準
備

不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
部
活
動
は
教

　
　
育
の
一
環
で
必
須
加
入

だ
っ
た
。６
年
度
か
ら
は
任
意

加
入
と
な
る
が
、地
域
ク
ラ

ブ
の
受
け
皿
が
整
っ
て
い
な

い
な
か
で
早
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
生
徒
の
利
益
や
成
長
に

　
　
お
い
て
、む
し
ろ
遅
か
っ

た
と
思
う
。

　
　
学
校
側
と
し
て
入
部
へ

　
　
の
積
極
的
な
呼
び
か
け

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
中
学
生
と
し
て
の
あ
り

　
　
方
生
き
方
を
問
う
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
自
己
決
定
を

さ
せ
る
こ
と
。こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
踏
ん
で
も
ら
う
。

　
　
近
隣
二
市
二
町
と
比
べ
、

　
　
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

金
が
少
な
い
と
感
じ
る
。次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
、ス
ポ
ー

ツ
奨
励
金
の
増
額
、要
件
の

緩
和
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
は
、

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、全
国

大
会
に
出
場
す
る
町
民
を
支

援
す
る
た
め
に
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。奨
励
金
の
増
額

や
要
件
の
緩
和
な
ど
、生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、近
隣
市
町
の
動
向
を

踏
ま
え
幅
広
く
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
本
町
で
は
少
な
く
と
も

　
　
20
年
間
据
え
置
か
れ
て

い
た
。時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
見
直
す
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
過
去

　
　
の
検
討
の
経
緯
は
承
知

し
て
い
な
い
。近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ

け
早
く
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
海
水
浴
場
来
訪
者
の
一

　
　
部
に
、砂
浜
で
の
喫
煙

や
飲
酒
、火
気
使
用
、入
れ
墨

や
タ
ト
ゥ
ー
を
さ
ら
し
周
囲

に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど
、マ

ナ
ー
の
悪
い
方
が
い
る
。海
水

浴
場
ス
タ
ッ
フ
が
注
意
し
て

も
現
在
の
善
意
に
頼
る
ル
ー

ル
で
は
限
界
が
あ
り
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
な
ど
で
導
入
し
て

い
る
海
水
浴
場
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
条
例
を
制
定
し
、安
心
安

全
な
海
水
浴
場
を
目
指
す
考

え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
神
奈
川
県
で
は
、

　
　
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県

の
条
例
に
基
づ
き
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
運
用
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、海
水
浴
場
開

設
や
菖
蒲
田
浜
以
外
の
浜
の

運
用
な
ど
多
く
の
議
論
が
必

要
で
、現
在
は
条
例
を
定
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。海

水
浴
に
限
ら
な
い
海
岸
利
用

の
マ
ナ
ー
を
海
岸
管
理
者
の

県
と
相
談
し
て
い
く
。

　
　
産
業
課
長
　
町
と
し
て

　
　
も
マ
ナ
ー
向
上
は
願
っ

て
お
り
、６
年
度
か
ら
条
例

で
は
な
い
形
で
対
応
を
考
え

て
い
く
。例
え
ば
現
在
の
ル
ー

ル
を
町
か
ら
も
周
知
さ
せ
て

い
く
、警
察
や
消
防
、海
上
保

安
庁
な
ど
と
連
携
強
化
す
る

な
ど
。

　
　
第
30
回
を
迎
え
、菖
蒲

　
　
田
浜
に
会
場
を
移
転
す

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
だ

が
、大
会
コ
ー
ス
は
従
来
よ
り

も
短
い
距
離
に
留
ま
り
、広

く
町
民
の
目
に
触
れ
て
欲
し

い
と
い
う
趣
旨
と
一
致
し
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、コ
ー
ス

設
定
の
経
緯
と
町
の
見
解
は
。

　
　
本
件
は
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

対
象
者
と
の
対
応
に
複
数
の

ス
タ
ッ
フ
を
割
か
れ
、監
視
救

助
の
人
員
が
手
薄
に
な
り
、

事
故
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
い
う
人
命
に
関
わ
る
問

題
で
も
あ
る
。ど
の
よ
う
に

警
察
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
っ
て

も
ら
う
の
か
。

　
　
実
態
を
整
理
し
、警
察

　
　
に
強
く
対
応
を
申
し
入

れ
る
。

 

　
　
町
長
　
従
来
の
湊
浜
開

　
　
催
で
は
、観
戦
者
の
車

の
ア
ク
セ
ス
、選
手
の
駐
車
場

確
保
な
ど
が
課
題
で
県
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
と
協
議
の

上
で
菖
蒲
田
海
浜
公
園
へ
移

転
を
決
定
し
た
。

　
区
長
会
で
は
更
な
る
コ
ー

ス
の
見
直
し
の
意
見
が
あ
り
、

令
和
７
年
度
大
会
に
向
け
協

会
と
議
論
し
て
い
く
。

　
大
き
な
コ
ー
ス
で
七
ヶ
浜

の
良
い
と
こ
ろ
、ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
な
ど
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金

　
　
を
利
用
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
出
て
く
る
こ
と
を
願
う
が
。

　
　
町
長
　
ま
さ
に
そ
れ
を

　
　
望
ん
で
い
る
。こ
の
町

か
ら
、世
界
で
活
躍
す
る
選

手
が
出
た
ら
大
変
う
れ
し
い
。

　
町
内
に
住
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
、な
お
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。

町
長
町
長
町
長

町
長
町
長
町
長

　
　
現
在
の
町
民
バ
ス「
ぐ

　
　
る
り
ん
こ
」の
運
行
形

態
や
利
用
状
況
を
ど
う
検
証
、

分
析
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
長
　
利
用
者
に
ア
ン

　
　
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
く
。利

用
状
況
は
運
行
会
社
か
ら
毎

月
報
告
を
受
け
、人
流
の
傾

向
を
分
析
し
て
い
る
。

　
前
回
調
査
が
令
和
元
年
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
実
態
調
査
す
る
。

　
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
地

域
交
通
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
施
政
方
針
で「
交
通
体

　
　
系
の
構
築
を
模
索
」と

述
べ
た
が
、現
時
点
で
想
定

さ
れ
る
次
世
代
地
域
交
通
手

段
の
候
補
は
。ま
た
過
去
に

検
討
し
た
際
に
実
現
化
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
や

　
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、あ
い
の

り
サ
ー
ビ
ス
、自
動
運
転
な

ど
様
々
な
手
法
を
探
っ
て
い

く
。ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
が
使

い
や
す
い
の
で
は
と
も
感
じ

て
い
る
が
、町
内
の
民
間
事

業
者
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
も

あ
り
、思
い
切
っ
た
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。

　
過
去
に
は
福
島
県
浪
江
町

の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た

が
、シ
ス
テ
ム
経
費
だ
け
で
１

億
円
ほ
ど
掛
か
る
と
い
う
こ

と
で
断
念
し
た
。

　
　
便
数
が
少
な
く
、乗
車

　
　
率
も
低
い
日
中
便
を
廃

止
し
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
す
る

な
ど
と
い
う
形
態
は
ど
う
か
。

　
　
午
前
中
の
下
り
便
、午

　
　
後
の
上
り
便
は
、利
用

人
数
５
人
未
満
だ
が
一
部
で

は
10
人
以
上
乗
車
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。各
便
の
利
用

状
況
を
把
握
し
て
、ど
の
よ

う
な
運
行
形
態
が
合
う
の
か

を
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

　
ニ
ー
ズ
と
し
て
通
勤
通
学

や
買
い
物
、病
院
通
い
な
ど
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
従
来
の
部
活
動
の
メ
リ

　
　
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
教
育
長
　
チ
ー
ム
ワ
ー

　
　
ク
作
り
や
精
神
、技
能

の
鍛
錬
な
ど
を
通
し
て
人
間

性
を
豊
か
に
育
む
役
割
を
果

た
し
、生
徒
指
導
の
中
心
を

担
う
活
動
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、過
度
な
練
習
に

よ
る
健
康
被
害
や
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
に
基
づ
か
な
い
精
神

主
義
的
な
指
導
に
よ
る
人
権

問
題
、教
師
が
授
業
の
準
備

不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
部
活
動
は
教

　
　
育
の
一
環
で
必
須
加
入

だ
っ
た
。６
年
度
か
ら
は
任
意

加
入
と
な
る
が
、地
域
ク
ラ

ブ
の
受
け
皿
が
整
っ
て
い
な

い
な
か
で
早
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
生
徒
の
利
益
や
成
長
に

　
　
お
い
て
、む
し
ろ
遅
か
っ

た
と
思
う
。

　
　
学
校
側
と
し
て
入
部
へ

　
　
の
積
極
的
な
呼
び
か
け

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
中
学
生
と
し
て
の
あ
り

　
　
方
生
き
方
を
問
う
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
自
己
決
定
を

さ
せ
る
こ
と
。こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
踏
ん
で
も
ら
う
。

　
　
近
隣
二
市
二
町
と
比
べ
、

　
　
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

金
が
少
な
い
と
感
じ
る
。次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
、ス
ポ
ー

ツ
奨
励
金
の
増
額
、要
件
の

緩
和
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
は
、

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、全
国

大
会
に
出
場
す
る
町
民
を
支

援
す
る
た
め
に
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。奨
励
金
の
増
額

や
要
件
の
緩
和
な
ど
、生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、近
隣
市
町
の
動
向
を

踏
ま
え
幅
広
く
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
本
町
で
は
少
な
く
と
も

　
　
20
年
間
据
え
置
か
れ
て

い
た
。時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
見
直
す
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
過
去

　
　
の
検
討
の
経
緯
は
承
知

し
て
い
な
い
。近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ

け
早
く
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
海
水
浴
場
来
訪
者
の
一

　
　
部
に
、砂
浜
で
の
喫
煙

や
飲
酒
、火
気
使
用
、入
れ
墨

や
タ
ト
ゥ
ー
を
さ
ら
し
周
囲

に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど
、マ

ナ
ー
の
悪
い
方
が
い
る
。海
水

浴
場
ス
タ
ッ
フ
が
注
意
し
て

も
現
在
の
善
意
に
頼
る
ル
ー

ル
で
は
限
界
が
あ
り
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
な
ど
で
導
入
し
て

い
る
海
水
浴
場
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
条
例
を
制
定
し
、安
心
安

全
な
海
水
浴
場
を
目
指
す
考

え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
神
奈
川
県
で
は
、

　
　
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県

の
条
例
に
基
づ
き
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
運
用
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、海
水
浴
場
開

設
や
菖
蒲
田
浜
以
外
の
浜
の

運
用
な
ど
多
く
の
議
論
が
必

要
で
、現
在
は
条
例
を
定
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。海

水
浴
に
限
ら
な
い
海
岸
利
用

の
マ
ナ
ー
を
海
岸
管
理
者
の

県
と
相
談
し
て
い
く
。

　
　
産
業
課
長
　
町
と
し
て

　
　
も
マ
ナ
ー
向
上
は
願
っ

て
お
り
、６
年
度
か
ら
条
例

で
は
な
い
形
で
対
応
を
考
え

て
い
く
。例
え
ば
現
在
の
ル
ー

ル
を
町
か
ら
も
周
知
さ
せ
て

い
く
、警
察
や
消
防
、海
上
保

安
庁
な
ど
と
連
携
強
化
す
る

な
ど
。

　
　
第
30
回
を
迎
え
、菖
蒲

　
　
田
浜
に
会
場
を
移
転
す

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
だ

が
、大
会
コ
ー
ス
は
従
来
よ
り

も
短
い
距
離
に
留
ま
り
、広

く
町
民
の
目
に
触
れ
て
欲
し

い
と
い
う
趣
旨
と
一
致
し
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、コ
ー
ス

設
定
の
経
緯
と
町
の
見
解
は
。

　
　
本
件
は
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

対
象
者
と
の
対
応
に
複
数
の

ス
タ
ッ
フ
を
割
か
れ
、監
視
救

助
の
人
員
が
手
薄
に
な
り
、

事
故
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
い
う
人
命
に
関
わ
る
問

題
で
も
あ
る
。ど
の
よ
う
に

警
察
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
っ
て

も
ら
う
の
か
。

　
　
実
態
を
整
理
し
、警
察

　
　
に
強
く
対
応
を
申
し
入

れ
る
。

 

　
　
町
長
　
従
来
の
湊
浜
開

　
　
催
で
は
、観
戦
者
の
車

の
ア
ク
セ
ス
、選
手
の
駐
車
場

確
保
な
ど
が
課
題
で
県
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
と
協
議
の

上
で
菖
蒲
田
海
浜
公
園
へ
移

転
を
決
定
し
た
。

　
区
長
会
で
は
更
な
る
コ
ー

ス
の
見
直
し
の
意
見
が
あ
り
、

令
和
７
年
度
大
会
に
向
け
協

会
と
議
論
し
て
い
く
。

　
大
き
な
コ
ー
ス
で
七
ヶ
浜

の
良
い
と
こ
ろ
、ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
な
ど
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金

　
　
を
利
用
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
出
て
く
る
こ
と
を
願
う
が
。

　
　
町
長
　
ま
さ
に
そ
れ
を

　
　
望
ん
で
い
る
。こ
の
町

か
ら
、世
界
で
活
躍
す
る
選

手
が
出
た
ら
大
変
う
れ
し
い
。

　
町
内
に
住
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
、な
お
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。

町
長

町
長

能　勢　鯨　太
の せ け い た

鈴　　木　　博
す ず き ひろし

応援にも熱が入る

もっと便利にしたい、ぐるりんこ

全国大会を目指して

町の考えを聞く 一 般 質 問
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議会報告・懇談会を5月18日、19日、21日に開催いたします。多くの方の参加をお待ちしております。

議会報告・懇談会レポート

議会報告・懇談会を

　   開 催 し ま す

議会報告・懇談会レポート

議会報告・懇談会を

　   開 催 し ま す

　
広
報
分
科
会
に
お
い
て
、

２
月
８
日
か
ら
２
月
９
日
の

日
程
で
、岩
手
県
雫
石
町
と

同
県
岩
泉
町
の
広
報
編
集
方

針
等
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

両
町
と
も
に
全
国
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
、大
変
素
晴
ら

し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、そ
の
取
り
組
み
や
成
果

を
直
接
目
の
当
た
り
に
し
、

今
後
の
広
報
編
集
に
役
立
て

る
貴
重
な
知
見
を
得
ま
し
た
。

　 

雫
石
町
　

　
議
会
の
活
動
を
町
民
に
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
た
め

に
、町
民
の
関
心
度
が
高
い

記
事
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、文
字

の
配
置
な
ど
見
や
す
い
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、表
紙
写
真
も
テ
ー

マ
を
設
定
し
町
民
参
加
を
促

す
な
ど
、大
変
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

　

岩
泉
町
　

　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

常
に
上
位
入
賞
を
果
た
さ
れ

て
い
て
、手
に
取
っ
て
読
ん
で

も
ら
う
た
め
の
工
夫
が
細
部

に
わ
た
り
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、編
集
方
針
の
研
修

に
加
え
、本
町
の「
議
会
だ
よ

り
」を
題
材
と
し
た
ク
リ
ニッ

ク
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。指
摘
い
た
だ
い
た
内

容
を
当
分
科
会
で
精
査
し
編

集
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、な
お
一
層
読

み
や
す
く
親
し
ま
れ
る「
議

会
だ
よ
り
」に
な
る
よ
う
に
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
委
員
一
同
、精
一

杯
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
所
管
事
務
調
査「
Ｄ
Ｘ
を

活
用
し
た
ぐ
る
り
ん
こ
の
運

用
」の一環
と
し
て
行
政
視
察

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

会
津
美
里
町
　

　
本
町
の
お
よ
そ
21
倍
あ
り
、

世
帯
数
は
7
2
0
2
世
帯
の

自
治
体
で
す
。

　
平
成
19
年
に
デ
マ
ン
ド
交

通
を
導
入
し
、町
民
の
日
常

生
活（
買
い
物
や
病
院
、通
勤
、

通
学
な
ど
）の
移
動
手
段
と

し
て
町
民
に
寄
り
添
う
交
通

機
関
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

龍
ケ
崎
市
　

　
主
に
東
部
地
区
の
市
民
の

交
通
手
段
が
少
な
い
た
め
、

タ
ク
シ
ー
会
社
で
Ｄ
Ｘ
を
活

用
し
た
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

公共交通の利便性を求めて

実際にAIタクシーに乗車

広報
分科会

⑦ しちがはま議会だより　第120号　平成26年7月1日発行 しちがはま議会だより　第120号　平成26年7月15日発行 ⑥

※議会だより№159をご持参願います。
　対象地区以外の方でも参加できますので、都合の良い会場にお越しください。

班編成

１班

２班

午　前
10 : 00～11 : ３０

午　後
1 : 30～  3 : 00

開催日 時　　間 会　　場 対　象　地　区 班

汐見台南第二集会所

菖蒲田浜地区避難所

要害・御林

１班

要害･御林地区避難所

２班

１班

２班

境 山 公 民 分 館 境　　　山

菖 蒲 田 浜
湊　　　浜

花　渕　浜

汐　見　台

１班

笹 山 地 区 避 難 所 笹　　　山

松　ヶ　浜松 ヶ 浜 地 区 避 難 所

２班
3班

吉　田　浜吉田浜コミュニティセンター

3班

汐見台第二公民分館
代 ヶ 崎 浜

３班
１班

2班

亦 楽 地 区 公 民 分 館 亦　　　楽

1班

花 渕 浜 地 区 避 難 所

湊 浜 地 区 避 難 所

汐 見 台 南

鈴木　篤
鈴木　博
佐藤直美
歌川　渡

能勢鯨太
鈴木惠子
佐藤壮一
岡﨑正憲

鈴木洋市
佐藤信輝
熊谷明美
遠藤喜二

代ヶ崎浜地区避難所

３班
東　宮　浜東宮浜地区交流センター

2班

遠 山 地 区 避 難 所 遠　　   山

３班

第
21

回

5月18日
（土）

5月19日
（日）

5月21日
（火）

午　後
3 : 30～  5 : 00

午　後
６ : ３０～  8 : 00

午　後
3 : 30～  5 : 00
午　前
10 : 00～11 : 30

午　前
10 : 00～11 : 30

午　後
１ : 30～  ３ : 00

議会
活性化

リ

　
２
月
13
日
役
場
議
場
に
お

い
て
、東
北
大
学
大
学
院
河

村
和
徳
准
教
授
を
お
招
き
し

「
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。講
演
で

は
、町
村
議
会
の
歴
史
的
背

景
や
議
員
定
数
確
保
の
必
要

性
、議
員
報
酬
の
考
え
方
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
先

進
地
の
取
り
組
み
な
ど
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、大
変
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、

研
修
会
を
経
て
各
委
員
か
ら

出
た
意
見
を
要
約
し
掲
載
い

た
し
ま
す
。

・
主
権
者
教
育
の
担
い
手
育

成
も
含
め
、地
域
の
課
題
や

議
会
の
仕
組
み
を
説
明
し
、

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要

・
定
数
と
報
酬
は
性
質
が
違

う
こ
と
か
ら
切
り
離
し
て
考

え
る
べ
き

・
活
発
な
議
員
活
動
を
す
る

た
め
に
も
相
応
の
報
酬
は
必

要
だ
と
思
う

・
町
民
の
声
を
広
く
吸
い
上

げ
る
た
め
に
議
会
全
体
と
し

て
適
切
な
人
数
が
必
要

・
定
数
削
減
に
よ
っ
て
立
候

補
者
が
少
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る

・
議
会
は
協
議
体
や
審
議
体

と
し
て
役
割
を
考
え
る
べ
き

・
定
数
を
減
ら
す
と
行
政
改

革
に
貢
献
す
る
が
、住
民
か

ら
す
る
と
相
談
事
が
減
る
可

能
性
が
あ
り
、住
民
サ
ー
ビ

ス
が
得
ら
れ
な
く
な
る

・
地
方
議
員
の
数
を
減
ら
す

こ
と
が
行
政
改
革
に
貢
献
す

る
こ
と
は
な
い

・
議
員
数
が
地
方
交
付
税
の

算
定
根
拠
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
を
受

け
、多
く
の
委
員
か
ら
町
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
と

い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。今

後
は
、住
民
懇
談
会
な
ど
で

テ
ー
マ
を
設
け
る
な
ど
理
解

醸
成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

引
き
続
き「
議
員
定
数
や
議

員
報
酬
に
つ
い
て
」協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
か
ら

　
　
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

　
I
C
T
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
進
め
て
い
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た
運

用
規
程
が
ま
と
ま
り
、４
月

か
ら
委
員
会
で
の
活
用
を
中

心
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ

れ
ま
す
。　
　

　
議
会
と
し
て
、町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議員定数や議員報酬を学ぶ

河村准教授による講演会

運用されるタブレット端末

広報
分科会

全
国
第
１
位
の

　
広
報
づ
く
り
を
視
察先進地の取り組みを学ぶ

総務
産業

町
民
が
使
い
や
す
い

      

バ
ス
を
視
察
体
験
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議会報告・懇談会を5月18日、19日、21日に開催いたします。多くの方の参加をお待ちしております。

議会報告・懇談会レポート

議会報告・懇談会を

　   開 催 し ま す

議会報告・懇談会レポート

議会報告・懇談会を

　   開 催 し ま す

　
広
報
分
科
会
に
お
い
て
、

２
月
８
日
か
ら
２
月
９
日
の

日
程
で
、岩
手
県
雫
石
町
と

同
県
岩
泉
町
の
広
報
編
集
方

針
等
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

両
町
と
も
に
全
国
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
、大
変
素
晴
ら

し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、そ
の
取
り
組
み
や
成
果

を
直
接
目
の
当
た
り
に
し
、

今
後
の
広
報
編
集
に
役
立
て

る
貴
重
な
知
見
を
得
ま
し
た
。

　 

雫
石
町
　

　
議
会
の
活
動
を
町
民
に
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
た
め

に
、町
民
の
関
心
度
が
高
い

記
事
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、文
字

の
配
置
な
ど
見
や
す
い
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、表
紙
写
真
も
テ
ー

マ
を
設
定
し
町
民
参
加
を
促

す
な
ど
、大
変
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

　

岩
泉
町
　

　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

常
に
上
位
入
賞
を
果
た
さ
れ

て
い
て
、手
に
取
っ
て
読
ん
で

も
ら
う
た
め
の
工
夫
が
細
部

に
わ
た
り
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、編
集
方
針
の
研
修

に
加
え
、本
町
の「
議
会
だ
よ

り
」を
題
材
と
し
た
ク
リ
ニッ

ク
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。指
摘
い
た
だ
い
た
内

容
を
当
分
科
会
で
精
査
し
編

集
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、な
お
一
層
読

み
や
す
く
親
し
ま
れ
る「
議

会
だ
よ
り
」に
な
る
よ
う
に
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
委
員
一
同
、精
一

杯
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
所
管
事
務
調
査「
Ｄ
Ｘ
を

活
用
し
た
ぐ
る
り
ん
こ
の
運

用
」の一環
と
し
て
行
政
視
察

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

会
津
美
里
町
　

　
本
町
の
お
よ
そ
21
倍
あ
り
、

世
帯
数
は
7
2
0
2
世
帯
の

自
治
体
で
す
。

　
平
成
19
年
に
デ
マ
ン
ド
交

通
を
導
入
し
、町
民
の
日
常

生
活（
買
い
物
や
病
院
、通
勤
、

通
学
な
ど
）の
移
動
手
段
と

し
て
町
民
に
寄
り
添
う
交
通

機
関
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

龍
ケ
崎
市
　

　
主
に
東
部
地
区
の
市
民
の

交
通
手
段
が
少
な
い
た
め
、

タ
ク
シ
ー
会
社
で
Ｄ
Ｘ
を
活

用
し
た
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

公共交通の利便性を求めて

実際にAIタクシーに乗車

広報
分科会

⑦ しちがはま議会だより　第120号　平成26年7月1日発行 しちがはま議会だより　第120号　平成26年7月15日発行 ⑥

※議会だより№159をご持参願います。
　対象地区以外の方でも参加できますので、都合の良い会場にお越しください。

班編成

１班

２班

午　前
10 : 00～11 : ３０

午　後
1 : 30～  3 : 00

開催日 時　　間 会　　場 対　象　地　区 班

汐見台南第二集会所

菖蒲田浜地区避難所

要害・御林

１班

要害･御林地区避難所

２班

１班

２班

境 山 公 民 分 館 境　　　山

菖 蒲 田 浜
湊　　　浜

花　渕　浜

汐　見　台

１班

笹 山 地 区 避 難 所 笹　　　山

松　ヶ　浜松 ヶ 浜 地 区 避 難 所

２班
3班

吉　田　浜吉田浜コミュニティセンター

3班

汐見台第二公民分館
代 ヶ 崎 浜

３班
１班

2班

亦 楽 地 区 公 民 分 館 亦　　　楽

1班

花 渕 浜 地 区 避 難 所

湊 浜 地 区 避 難 所

汐 見 台 南

鈴木　篤
鈴木　博
佐藤直美
歌川　渡

能勢鯨太
鈴木惠子
佐藤壮一
岡﨑正憲

鈴木洋市
佐藤信輝
熊谷明美
遠藤喜二

代ヶ崎浜地区避難所

３班
東　宮　浜東宮浜地区交流センター

2班

遠 山 地 区 避 難 所 遠　　   山

３班

第
21

回

5月18日
（土）

5月19日
（日）

5月21日
（火）

午　後
3 : 30～  5 : 00

午　後
６ : ３０～  8 : 00

午　後
3 : 30～  5 : 00
午　前
10 : 00～11 : 30

午　前
10 : 00～11 : 30

午　後
１ : 30～  ３ : 00

議会
活性化

リ

　
２
月
13
日
役
場
議
場
に
お

い
て
、東
北
大
学
大
学
院
河

村
和
徳
准
教
授
を
お
招
き
し

「
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。講
演
で

は
、町
村
議
会
の
歴
史
的
背

景
や
議
員
定
数
確
保
の
必
要

性
、議
員
報
酬
の
考
え
方
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
先

進
地
の
取
り
組
み
な
ど
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、大
変
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、

研
修
会
を
経
て
各
委
員
か
ら

出
た
意
見
を
要
約
し
掲
載
い

た
し
ま
す
。

・
主
権
者
教
育
の
担
い
手
育

成
も
含
め
、地
域
の
課
題
や

議
会
の
仕
組
み
を
説
明
し
、

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要

・
定
数
と
報
酬
は
性
質
が
違

う
こ
と
か
ら
切
り
離
し
て
考

え
る
べ
き

・
活
発
な
議
員
活
動
を
す
る

た
め
に
も
相
応
の
報
酬
は
必

要
だ
と
思
う

・
町
民
の
声
を
広
く
吸
い
上

げ
る
た
め
に
議
会
全
体
と
し

て
適
切
な
人
数
が
必
要

・
定
数
削
減
に
よ
っ
て
立
候

補
者
が
少
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る

・
議
会
は
協
議
体
や
審
議
体

と
し
て
役
割
を
考
え
る
べ
き

・
定
数
を
減
ら
す
と
行
政
改

革
に
貢
献
す
る
が
、住
民
か

ら
す
る
と
相
談
事
が
減
る
可

能
性
が
あ
り
、住
民
サ
ー
ビ

ス
が
得
ら
れ
な
く
な
る

・
地
方
議
員
の
数
を
減
ら
す

こ
と
が
行
政
改
革
に
貢
献
す

る
こ
と
は
な
い

・
議
員
数
が
地
方
交
付
税
の

算
定
根
拠
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
を
受

け
、多
く
の
委
員
か
ら
町
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
と

い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。今

後
は
、住
民
懇
談
会
な
ど
で

テ
ー
マ
を
設
け
る
な
ど
理
解

醸
成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

引
き
続
き「
議
員
定
数
や
議

員
報
酬
に
つ
い
て
」協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
か
ら

　
　
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

　
I
C
T
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
進
め
て
い
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た
運

用
規
程
が
ま
と
ま
り
、４
月

か
ら
委
員
会
で
の
活
用
を
中

心
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ

れ
ま
す
。　
　

　
議
会
と
し
て
、町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議員定数や議員報酬を学ぶ

河村准教授による講演会

運用されるタブレット端末

広報
分科会

全
国
第
１
位
の

　
広
報
づ
く
り
を
視
察先進地の取り組みを学ぶ

総務
産業

町
民
が
使
い
や
す
い

      

バ
ス
を
視
察
体
験
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今回の表紙

編
集
後
記

㉘

詳しくは議会事務局(℡357-7435)
または、町ウェブサイト
「町民便利帳」をご覧ください。
 https://www.shichigahama.com

 ☆議会を傍聴してみませんか☆

－６月会議は６月４日開会予定です－

　先代であるお父様から会社を引き継ぎ、湊浜で建設業
を営んでいる岩本祐樹（右）さんにお話を伺いました。

若くして会社を引き継がれていますが、ご苦労など
はありましたか。

先代であるお父様からの教えで最も大切にされて
いることは。

お父様から会社を引き継がれて何年になりますか。

　春
は
桜
の
季
節
で
す
。大
木

囲
貝
塚
の「
だ
い
ぎ
桜
」は
江

戸
彼
岸
と
呼
ば
れ
る
樹
齢
50

年
以
上
に
な
る
桜
の
原
種
の

一
つ
で
す
。日
本
人
と
桜
の
歴

史
は
古
く
弥
生
時
代
か
ら
桜

は「
穀
物
の
神
が
宿
る
樹
木
」

と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　縄
文
土
器
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
大
木
囲
貝
塚
が
象
徴

す
る
よ
う
に
、本
町
は
縄
文
時

代
か
ら
栄
え
る
村
が
点
在
し

て
い
た
古
い
歴
史
の
町
と
も
言

え
ま
す
。

　こ
の
脈
々
と
続
い
て
き
た
歴

史
を
未
来
の
子
ど
も
達
に
繋

げ
て
い
け
る
よ
う
、全
世
代
が

住
み
や
す
い
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
と
共
に
、議
会
だ
よ
り
の

総
意
工
夫
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

佐
藤
　信
輝

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　委 

員 

長
　仁
田
　秀
和

　副
委
員
長
　熊
谷
　明
美

　委
　
　員
　鈴
木
　
　篤

　
　
　
　
　
　佐
藤
　信
輝

　
　
　
　
　
　能
勢
　鯨
太

　
　
　
　
　
　鈴
木
　惠
子

　
　
　
　
　
　佐
藤
　直
美

発
行
責
任
者

　議
　
　長
　安
倍
　敏
彦

　父が、血と汗を流して築き上げてきた会社を背負うプレッ
シャーは計り知れないものがありました。日々、自分との戦い
です。しかし、先代である父や弟が大工として私を支えてくれ
ています。今の私があるのは、この2人がいるからこそです。

　最も大事にしている教えは「心がけを正せ」という事です。困っ
ている人がいたら手を差し伸べる心優しき人であれ。どんな行動
も心が伴っていなければ誠の行動は出来ない。常に素直な姿勢
で臨み、心を第一に行動するということを心がけています。

　34歳で代表を引き継いで4年目になります。

岩本さんにとって弟さんはどんな存在ですか。
　私にとっては、兄弟でありながら良きライバルでもあり、かけが
えのない存在です。絶大なる信頼をおける熱い男です。

会社ホームページに『７つ』の約束事が記載されて
いたりと七ヶ浜に対する愛が感じられます。七ヶ浜の
好きなところは。

　やはり大自然の海です。素敵なスポットが沢山あります。自然と
向き合い、自分と対話することでいろいろな気付きがあります。

いわもとゆうき

七ヶ浜をどんな町にしていきたいですか。
　私が生まれ育った大好きな七ヶ浜を多くの人に知ってもらいた
いです。私自身も『岩本兄弟チャンネル』で釣りを通して七ヶ浜の
魅力を動画で配信しているのですが、各地から人が集まる観光
地にしたいです。

　今回の表紙は、七ヶ浜中央野球クラブ所属松ケ浜
小学校２年生　渡邊颯一郎さんの試合風景と野球しよう
ぜ！の文字を同クラブ所属亦楽小学校４年生　渡邊潤さん
に書いてもらいました。
　今年１月、七ヶ浜町で活動していた２チームが合併し、新
たに誕生した七ヶ浜中央野球クラブ。女の子も多数所属し、
低学年には野球に親しみ試合の楽しさを伝えています。
興味のある方は、見学や体験に行ってみてはいかがでしょ
うか。

Instagramはじめました！
　七ヶ浜町議会公式アカウントです。
　本会議などの活動情報や、町ウェブサイト
「七ヶ浜町議会情報」の更新情報などを発信
 しています。

カメラで読み込むと
　アクセスできます→

わたなべ そういちろう

わたなべ じゅん

若き後継者に聞きました

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
985-8577 宮

城
県
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５－１

●
編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 022-357-7435　

FAX 022-357-5744
し
ち
が
は
ま

議
会
だ
よ
り
No.159


